
下
老
子
笹
川
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

第
二
分
冊

弥
生
〜
古
墳
時
代
編

富

山

県

文

化

振

興

財

団

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
三
一
集

二
〇
〇
六
年

�
富
山
県
文
化
振
興
財
団

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

富 山 県 文 化 振 興 財 団
埋蔵文化財発掘調査報告第３１集

下老子笹川遺跡発掘調査報告

�� 能越自動車道建設に伴う
埋蔵文化財発掘報告Ⅴ ��

第二分冊
弥生～古墳時代
本文・図面編

２００６年

財団法人 富山県文化振興財団
埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所



Ａ地区　建物群（東から）

Ｂ５地区　周溝式竪穴建物ＳＩ１０（新）　 焼土・炭化材出土状況（南から）

巻
首
図
版
一



Ａ地区　弥生土器

Ｂ地区　弥生土器

巻
首
図
版
二



Ｂ７地区　木製農具（弥生時代）

Ｂ７地区　自然流路ＳＤ２５４１　木製農具出土状況（西から）

巻
首
図
版
三



Ａ・Ｂ地区　ガラス製玉類（弥生時代）

Ｂ地区　石製玉作関連遺物（弥生時代）

Ｂ地区　炭化米（弥生時代）

巻
首
図
版
四



下老子笹川遺跡発掘調査報告

――　能越自動車道建設に伴う　　
　　　　埋蔵文化財発掘報告Ⅴ　――

第二分冊
弥生～古墳時代
本文・図面編

財団法人　富山県文化振興財団
埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所

２ ０ ０ ６ 年





目　　次
第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物  ……………………………………………………１

　１　遺構・遺物の分類  …………………………………………………………………………………１
　　（１）建物の分類  …………………………………………………………………………………………１

　　（２）弥生土器の分類  ……………………………………………………………………………………４

　　　Ａ　土器の部分名称 ………………………４ 　Ｂ　土器の成形・調整技法 ………………５

　　　Ｃ　土器の部分形態分類 …………………６ 　Ｄ　文様 ……………………………………８

　　　Ｅ　器種分類  ……………………………………………………………………………………………１１

　２　弥生時代の概要  ……………………………………………………………………………………１８
　３　Ａ地区  …………………………………………………………………………………………………２０
　　（１）Ａ７・８地区の遺構と遺物  ………………………………………………………………………２０

　　　Ａ　周溝式竪穴建物  ………………………２０ 　Ｂ　掘立柱建物  ……………………………５０

　　　Ｃ　周溝遺構  ………………………………５５ 　Ｄ　柵  ………………………………………５６

　　　Ｅ　土坑  ……………………………………６４ 　Ｆ　溝・自然流路  …………………………７２

　　（２）包含層出土遺物  ……………………………………………………………………………………７９

　　　Ａ　土器  ……………………………………７９ 　Ｂ　石製品  …………………………………８２

　４　Ｂ地区  …………………………………………………………………………………………………８９
　　（１）遺構と遺物  …………………………………………………………………………………………８９

　　　Ａ　竪穴建物  ………………………………８９

　　　ａ　周溝式竪穴建物  ………………………８９ 　ｂ　竪穴建物  ……………………………２３４

　　　ｃ　周溝式平地建物  ……………………２５０

　　　Ｂ　掘立柱建物  …………………………２５７

　　　ａ　周溝式掘立柱建物  …………………２５７ 　ｂ　掘立柱建物  …………………………２６０

　　　Ｃ　周溝遺構  ……………………………２６２ 　Ｄ　柵  ……………………………………２８５

　　　Ｅ　道路  …………………………………２８８ 　Ｆ　土坑  …………………………………３００

　　　Ｇ　溝・自然流路  ………………………３４３ 　Ｈ　畠  ……………………………………３８７

　　（２）包含層出土遺物  ……………………………………………………………………………………３９１

　　　Ａ　土器  …………………………………３９１ 　Ｂ　石製品  ………………………………３９８

　　　Ｃ　石製玉作関連遺物  …………………３９９

　５　Ｃ・Ｄ地区  …………………………………………………………………………………………４５０
　　（１）Ｃ地区の遺構と遺物  ………………………………………………………………………………４５０

　　　Ａ　竪穴建物  ……………………………４５０ 　Ｂ　掘立柱建物  …………………………４５３

　　　Ｃ　土坑  …………………………………４５５ 　Ｄ　溝・自然流路  ………………………４５６

　　（２）Ｃ・Ｄ地区包含層出土遺物  ………………………………………………………………………４６１

　　　Ａ　土器  …………………………………４６１ 　Ｂ　石製品  ………………………………４６１

　　　Ｃ　石製玉作関連遺物  …………………４６１

　参考文献  …………………………………………………………………………………………………４６１

 



第Ⅵ章　古墳時代の遺構・遺物  …………………………………………………４６３

　１　古墳時代の概要  ……………………………………………………………………………………４６３
　２　Ａ・Ｂ・Ｃ地区  ……………………………………………………………………………………４６３
　　（１）Ｂ７～Ｃ１地区の遺構と遺物  ……………………………………………………………………４６３

　　（２）Ａ８～Ｂ６地区の遺構  ……………………………………………………………………………４８９

　　　Ａ　「プラント・オパール」分析結果  ……４８９ 　Ｂ　水田・自然流路  ……………………４９０

　　（３）Ａ８～Ｂ６地区の遺構・包含層出土遺物  ………………………………………………………５２２

　　　Ａ　土器  …………………………………５２２ 　Ｂ　土製品  ………………………………５２３

　　　Ｃ　木製品  ………………………………５２３ 　Ｄ　石製品  ………………………………５２４

　

表目次
第１表　弥生時代　建物一覧 …………………………………………………………………………………３

　

巻首図版目次
巻首図版１　Ａ地区建物群　Ｂ５地区周溝式竪穴建物ＳＩ１０（新）焼土・炭化材出土状況

巻首図版２　Ａ地区弥生土器　Ｂ地区弥生土器

巻首図版３　Ｂ７地区木製農具　Ｂ７地区自然流路ＳＤ２５４１木製農具出土状況

巻首図版４　Ａ・Ｂ地区ガラス製玉類　Ｂ地区炭化米　Ｂ地区石製玉作関連遺物　

　　　



１

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

１　遺構・遺物の分類

（１）建物の分類

　弥生時代後期～終末期の建物は，その形状から以下のように分類した（第１図）。

Ａ類　竪穴建物（ＳＩ）

　地面を水平に掘り下げて床面とする建物。

　Ａ－１類　周溝式竪穴建物　

　竪穴の周囲に溝を巡らす建物で，竪穴と周溝の間にはこれらの掘削土で周堤を築く。登呂遺跡に代

表される，いわゆる「周溝を持つ建物」。竪穴（屋内部）には，柱穴（４本主柱・多主柱）・灰穴炉・

土坑（貯蔵穴など）・壁溝などがある。周溝には，溝や自然流路に通じる排水溝がつくものがある。

　Ａ－２類　竪穴建物　

　いわゆる「竪穴建物」。竪穴（屋内部）には，柱穴・灰穴炉・土坑・壁溝などがある。

Ｂ類　周溝式平地建物（ＳＩ）　

　当時の地表面を床面とする建物で，屋内部に壁溝，外側に周溝を持ち，これらの掘削土で周堤を築

く。平面形はＡ－１類と似ているが，屋内部に掘り込みや柱穴等の施設を持たない。

Ｃ類　掘立柱建物（ＳＢ）

　地面に穴を掘って柱を立てた掘立柱式の建物。

　Ｃ－１類　周溝式掘立柱建物

　建物の周りに溝を巡らすもの。周溝の水は排水溝を通じて自然流路へ流れる。Ｃ－２類よりも大型

の建物が想定される。

　Ｃ－２類　掘立柱建物　

　通常の掘立柱建物。４または６本主柱穴で高床式倉庫か。

Ｄ類　周溝遺構（ＳＨ）

　当時の地表面を床面とする建物で，壁溝を巡らすもの。屋内部に柱穴・炉・土坑等の施設を持たな

い。平地式建物の一つと考えられる。
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１　遺構・遺物の分類

第１図　建物の分類　（1/160）�
�
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第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

備考（新遺構番号で記載）旧遺構番号（概要報告等で使用）新遺構番号（本書で使用）地区分類
＞ＳＩ３ＳＩ０１ＳＩ１Ａ７Ａ－１

ＳＩ０２ＳＩ２
＜ＳＩ１ＳＩ０３ＳＩ３

ＳＩ２０１ＳＩ４Ａ８
ＳＩ０６ＳＩ５Ｂ３
ＳＩ０２ＳＩ６Ｂ５
ＳＩ０１ＳＩ７
ＳＩ０３ＳＩ８

＜ＳＩ１０（旧）ＳＩ０４ＳＩ９
＞ＳＩ１０（旧），＞ＳＩ１１ＳＩ０５ＳＩ１０（新）
＜ＳＩ１０（新），＞ＳＩ１１，＞ＳＩ９ＳＩ１２ＳＩ１０（旧）
＜ＳＩ１０ＳＩ０６ＳＩ１１

ＳＩ０１ＳＩ１２Ｂ６
＜ＳＩ２２，＜ＳＩ１４ＳＩ０４ＳＩ１３
＞ＳＩ１３ＳＩ０５ＳＩ１４
＞ＳＩ１８ＳＩ１２（新）ＳＩ１５（新）
＞ＳＩ１８ＳＩ１２（旧）ＳＩ１５（旧）

ＳＩ１３ＳＩ１６
ＳＩ１６ＳＩ１７

＜ＳＩ１５ＳＩ２２ＳＩ１８
ＳＩ０８（新）ＳＩ１９（新）Ｂ７
ＳＩ０８（旧）ＳＩ１９（旧）
ＳＩ０１ＳＩ２０Ｂ２Ａ－２
ＳＩ０２ＳＩ２１Ｂ６

＞ＳＩ１３ＳＩ０３ＳＩ２２
ＳＩ１８ＳＩ２３Ｂ６Ｂ
ＳＩ２４ＳＩ２４
ＳＩ２６ＳＩ２５
ＳＩ２９ＳＩ２６
ＳＩ０５ＳＩ２７Ｃ１分類外
ＳＩ０６ＳＩ２８
ＳＩ１１ＳＢ１Ｂ５Ｃ－１
ＳＢ０７ＳＢ２Ｂ７
ＳＢ０１ＳＢ３Ａ７Ｃ－２
ＳＢ０２ＳＢ４
ＳＢ０１ＳＢ５Ａ８
ＳＢ０２ＳＢ６
ＳＢ０１ＳＢ７Ｂ２
ＳＢ０１ＳＢ８Ｂ６
ＳＢ０２ＳＢ９
ＳＢ０１ＳＢ１０Ｃ１
ＳＢ０２ＳＢ１１
ＳＢ０３ＳＢ１２
ＳＢ０４ＳＢ１３
ＳＩ２１０ＳＨ１Ａ８Ｄ
ＳＩ２１４ＳＨ２
ＳＩ２１５ＳＨ３
ＳＩ２１６ＳＨ４
ＳＩ２２４ＳＨ５
ＳＩ２７４ＳＨ６
ＳＩ２７６ＳＨ７
ＳＩ２８３ＳＨ８
ＳＩ２８４ＳＨ９
ＳＩ２８６ＳＨ１０
ＳＩ０７ＳＨ１１Ｂ５
ＳＩ０８ＳＨ１２
ＳＩ０９ＳＨ１３
ＳＩ１０ＳＨ１４
ＳＩ１３ＳＨ１５
ＳＤ３９／ＳＫ３６ＳＨ１６
ＳＤ８５ＳＨ１７
ＳＤ８７／ＳＤ１０１ＳＨ１８
ＳＤ９６ＳＨ１９
ＳＸ１２３ＳＨ２０
ＳＩ０６ＳＨ２１Ｂ６
ＳＩ０７ＳＨ２２
ＳＩ１０ＳＨ２３
ＳＩ１１ＳＨ２４
ＳＩ１４ＳＨ２５
ＳＩ１５ＳＨ２６
ＳＩ１７ＳＨ２７
ＳＩ１９ＳＨ２８
ＳＩ２０ＳＨ２９
ＳＩ２１ＳＨ３０
ＳＩ２３ＳＨ３１
ＳＩ２５ＳＨ３２
ＳＩ２７ＳＨ３３
ＳＩ２８ＳＨ３４
ＳＤ２０９・２１２・２７０ＳＨ３５
ＳＤ２７１ＳＨ３６
ＳＩ０９ＳＨ３７Ｂ７
ＳＩ１０ＳＨ３８
ＳＩ１３ＳＨ３９
ＳＩ１４ＳＨ４０
ＳＩ１５ＳＨ４１
ＳＩ１６ＳＨ４２

第１表　弥生時代　建物一覧
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１　遺構・遺物の分類

（２）弥生土器の分類

　下老子笹川遺跡の弥生土器は膨大な数量がある。そのため，本書の中で重複する記述を避ける必要

がある。ここでは本書の弥生土器に関する記述法と分類を説明する。

Ａ　土器の部分名称（第２図）

　壺・甕等，丸い器体の上に口があるものについては，口を「口縁部」，くびれ部分を「頸部」，器体

を「胴部」，底を「底部」とする。皿状の器に脚または台がつくものについては，皿状の器部分を穴が

無いものを「杯部」，穴が有るものを「受部」とし，脚または台を「脚部」とする。口が下向きの土器

については，「つまみ部」と「口縁部」に分ける。

　口縁部はさらに端の部分を「口縁端部」とし，最高部を結んだ直径を「口径」とする。頸部の最も

細い部分を「頸部径」とする。胴部の最大径（「胴部最大径」）より上を「胴部上半」もしくは「肩部」

とし，下を「胴部下半」とする。「底径」は底部の接地点を結んだものとする。杯部はさらに底を「杯

底部」とし，口の部分を「口縁部」とする。脚部は器と接合する部分を「脚基部」とし，接地する部

分を「脚裾部」とする。脚裾部が有段の場合は，段の屈折点より上を「脚裾上部」，下を「脚裾有段

部」と表記する。また，脚基部，脚裾部の直径をそれぞれ「脚基部径」，「脚裾部径」と表記する。

第２図　弥生土器の部分名称
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第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

　また，器の内側を「内面」，外側を「外面」とし，表面を「器面」とする。また，器の厚みを「器

壁」とする。

Ｂ　土器の成形・調整技法（第３図）

　土器の器面を観察すると様々な痕跡がみられる。これらは，土器製作の成形段階，器面調整段階に

様々な技法を施すことによって残されたものである。土器の成形・調整手法については従来の「刷毛

目」，「ヨコナデ」，「ヘラケズリ」等の呼称を見直すべきとする説があるが，統一したものに落ち着い

てはいない。ここでは，混乱を避けるため従来の呼称から大きく変えていない。また，文中の表記に

あたっては本来なら「－技法」とすべきところであるが略する。

ａ　ケズリ

　ヘラ状の工具で土器の表面を削り取り，器壁を薄くする成形技法。西村歩氏では「掻壁技法」（注１）

の中の「ケズリ」に分類される。

タテケズリ（１）　 縦方向または斜め縦方向のケズリ。

ヨコケズリ（２）　 横方向または斜め横方向のケズリ。

ｂ　ヘラナデ

ヘラナデ（３）　 ヘラ状器具で器面を撫で押さえる成形技法。

ｃ　ユビオサエ　

ユビオサエ（４）　 器面を指で押さえ薄くする成形技法。痕跡は土器内面に残り「指頭圧痕」と呼称

する。

第３図　成形・調整

１　タテケズリ ２　ヨコケズリ ３　ヘラナデ

４　ユビオサエ ５　タタキ ６　タテハケ

７　ヨコハケ ８　タテミガキ ９　ヨコミガキ

注１　西村　歩　１９９６「土器の観察」『下田遺跡－都市計画道路常盤浜寺線建設に伴う発掘調査報告書－』『�大阪府文化財調査研究センター調査報告書』第１８集　財団法人大阪府文化財調
査研究センター
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１　遺構・遺物の分類

第４図　口頸部の分類
注２　寺沢　薫　１９８６「古式土師器の調整手法」『矢部遺跡－国道２４号線橿原バイパスに伴う遺跡調査報告（Ⅱ）－』『奈良県史跡名勝天然記念物調査報告』第４９冊　奈良県立橿原考古学研

究所
注３　前掲注２と同じ
注４　前掲注１と同じ

ｄ　タタキ

タタキ（５）　 平行線を刻んだ叩き板を用いて土器外面を叩いて粘土の叩き締めをする成形技法。当

遺跡では数点が確認されるのみである。

ｅ　ナデ

　土器の表面を指や水を含ませた皮・布などで撫で器面を調整する技法。寺沢薫氏の呼称では「スリ

ナデ手法ⅠＣ」（注２）に含まれる。

ヨコナデ　回転台を利用した横方向のナデ。

ナデ　回転台を利用しない不定方向のナデ。

ｆ　ハケメ

　板状器具で器面を均す調整技法。平行条線の痕跡が残る。寺沢薫氏の「スリナデⅠ手法Ａ」（注３），西

村歩氏の「平滑技法」（注４）に当たると考えられる。

タテハケ（６）　 縦方向または斜め縦方向のハケメ。

ヨコハケ（７）　 横方向または若干斜め横方向のハケメ。

ｇ　ミガキ

　器面をヘラ状の器具などでこすり器面を滑らかにする器面調整技法。

タテミガキ（８）　 縦方向または斜め縦方向のミガキ。

ヨコミガキ（９）　 横方向または若干斜め横方向のミガキ。

Ｃ　土器の部分形態分類

ａ　口頸部の分類（第４図）

長頸（１）　 胴部と比較して，長く太い上部が少し開く円筒形の口頸部。本書では口頸部長が胴部の

長さの１ ２以上で，頸部径が胴部最大径の１ ３以上のものとする。

短頸（２）　 胴部と比較して，短く太い上部が少し開く円筒形の口頸部。本書では口頸部長が胴部の

長さの１ ２未満，頸部径が胴部最大径の１ ３以上のものとする。

短細頸（３）　 胴部と比較して，細く短い上部が少し開く円筒形の口頸部。本書では口頸部長が胴部

の長さの１ ２未満で，なおかつ頸部径が胴部最大径の１ ３未満のものとする。

細頸（４）　 胴部と比較して，細く，長くて上部が少し開いた円筒形の口頸部。本書では口頸部長が

胴部の長さの１ ２以上で，口頸部径が胴部最大径の１ ３未満のものとする。

広口（くの字口縁）（５）　 頸部からすぐに外傾または外反して口が大きく開く断面がくの字状の口頸

部。

無頸（６）　 頸部が無く，胴部の上縁をそのまま口縁とする口頸部。
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ｂ　口縁部の分類（第５図）

有段口縁（１）　 口縁部の途中で段が付き，有段部が長めな口縁部。

有稜口縁（２）　 有段口縁で，有段部の下に稜がある口縁部。

受口状口縁（３）　 口縁部の途中で段が付き，短い有段部の口縁部。

丸縁口縁（４）　 口縁部が外傾または外反して口縁端部に至る，断面がくの字状で端部が丸い断面形

状を呈する口縁部。

平縁口縁（５）　 口縁部が外傾または外反して口縁端部に至る，断面がくの字状で端部に平らな面を

もつ甕・鉢の口縁部。

付加状口縁（６）　 口縁部が外傾または外反して口縁端部に至る，断面がくの字状で端部に粘土を貼

り付け断面三角形状にし，幅広くした口縁部。粘土を貼り付けた下端は肥厚し段差がみられる。

ｃ　杯部・受部の分類（第６図）

有段杯（受）（１）　 杯底部（受下部）と口縁部の境が稜をもって折れる形態の杯（受）部。

拡張有段杯（２）　 有段杯の口縁端部が外側に拡張され伸びる杯部。

鉢形杯（３）　 底部と口縁部の境が明瞭ではなく，丸みをもって立ち上がる形態の杯部。

有段鉢形杯（４）　 杯底部と口縁部の境が明確ではなく丸みをもっており，口縁部の途中で段がある

形態の杯部。

盤状杯（５）　 底部が浅く広い形態の杯部。

小型杯（６）　 文字どおり小型の杯部。本書では口縁部径が脚裾部径より小さいものと定義する。

外反受（７）　 脚基部からスムーズに口縁端部に移行する受部。

 

第５図　口縁部の分類

第６図　杯部・受部の分類
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ｄ　脚部の分類（第７図）

外反脚（１）　 緩くラッパ状に外反する脚部。

有段脚（２）　 脚部の途中で段がある脚部。

開脚（３）　 脚裾部で大きく屈折し開く脚部。

Ｄ　文様（第８図）

　文様の表記についても施文する器具に重点を置いたもの，施文行為に重きをおいたものなど様々で

あるが本書では櫛描文，刺突文，沈線文，彩文，スタンプ文，浮文，沈文，縄文に大別し，それぞれ

さらに細分する。

ａ　櫛描文（第８図１～４）

　櫛歯状工具を器面に押し当て，回転台を用い土器を回転させて施文した，複数条の平行した線を引

いた文様。

擬凹線文（１）　 櫛歯状工具もしくは板の木口，貝殻の背等を器面に押し当て回転台を用いて土器を

回転させることにより平行する沈線を施文する技法。一般的には中期後葉に盛行した凹線文の流れを

くむものとして櫛描文とは別のものとされている（注５）が，本書では同じ施文方法と考え櫛描文に含め

ている。次の直線文とは施文箇所により区別する。施文箇所は甕・壺など口縁部，高杯・器台の杯

部・受部および脚部。

直線文（２）　 甕等の胴部に回転台を用い土器を回転させて直線的に施文した櫛描文。

波状文（３）　 回転台を用い土器を回転させ，工具を上下させて波状に施文した櫛描文。

扇形文（４）　 工具を器面に押し当て，回転させて扇状に施文した櫛描文。

ｂ　刺突文（第８図５～１０）

　棒状の施文具を器面に押して施文したもの。

列点文（５）　 櫛歯状工具の木口を使い器面に押し当てた文様。本来は櫛描文の一種「櫛歯文」とさ

れる（注６）が本書では刺突文に含める。

斜行短線文（６）　 板の木口を器面に押し当て施文した刺突文。

貝殻刺突文（７）　 貝殻の腹縁部を器面に押し当て施文した刺突文。

竹管刺突文（８）　 管状の施文具による丸い形の刺突文。

爪形刺突文（９）　 半管状の施文具によるＣ字形の刺突文。

双葉形刺突文（１０）　 双葉の形をした刺突文。

ｃ　沈線文（第８図１１～１５，第９図１６・１７）

　棒状またはヘラ状の施文具の先端を用いて，器面に線状のくぼみをつけ施文した文様。

平行沈線文（１１）　 ほぼ平行する複数条の直線からなる沈線文。

第７図　脚部の分類

注５　正岡睦夫　１９８６「凹線紋・擬凹線紋」『弥生文化の研究』３弥生土器Ⅰ　雄山閣出版株式会社
注６　工楽善通　２００２「櫛歯文」『日本考古学事典』　 株式会社三省堂
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刻目文（１２）　口縁端部や脚裾部の端部，突帯に連続してヘラ状器具を用いて連続して刻み（くぼ

み）を入れた沈線文。

連弧文（１３）　 弧を連続して施文した沈線文。

鋸歯文（１４）　 鋸の歯の様に施文した沈線文。

１　擬凹線文 ２　直線文 ３　波状文

４　扇形文 ５　列点文 ６　斜行短線文

７　貝殻刺突文 ８　竹管刺突文 ９　爪形刺突文

１０　双葉形刺突文 １１　平行沈線文 １２　刻目文

第８図　弥生土器の文様（１）
１３　連弧文 １４　鋸歯文 １５　綾杉文
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綾杉文（１５）　 Ｖを横にした様に施文した沈線文。

破線文（１６）　 短く区切った線（破線）を連続して施文した沈線文。

重菱文（１７）　 菱形の中に菱形を描いた沈線文。

ｅ　スタンプ文（第９図１８・１９）

　文様を彫ったスタンプ状の器具を器面に押して施文した文様。

Ｓ字形スタンプ文（１８）　 Ｓ字形のスタンプ文。

円形スタンプ文（１９）　 円形のスタンプ文。

ｆ　浮文（第９図２０・２１）

　器面に粘土による隆起をつくって施文した文様。

棒状浮文（２０）　 棒状の粘土を貼り付けたもの。

円形浮文（２１）　 円盤状の粘土を貼り付けたもの。

１６　破線文 １７　重菱文 １８　Ｓ字形スタンプ文

１９　円形スタンプ文 ２０　棒状浮文 ２１　円形浮文

２２　円形透孔 ２３　Ｔ字形透孔 ２４　交互刺突文

第９図　弥生土器の文様（２）
２５　ＲＬ縄文 ２６　ＬＲ縄文 ２７　赤彩文
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ｇ　沈文（第９図２２～２４）

　器面を彫り込んで施文した文様。

透孔（２２・２３）　 様々な形の穴を開けて文様とする沈文。

交互刺突文（２４）　 平行とする沈線間を交互に彫り込み施文した沈文。

ｈ　縄文（第９図２５・２６）

　器面に縄を当て転がして施文した文様。

ＲＬ縄文（２５）　 左撚り（Ｌ）一段の縄を２本使い，右撚りした二段の縄で施文した縄文。

ＬＲ縄文（２６）　 右撚り（Ｒ）一段の縄を２本使い，左撚りした二段の縄で施文した縄文。

ｉ　彩文（第９図２７）

　器面を彩色することにより施文した文様。

赤彩文（２７）　 赤色の顔料を用い施文した彩文。外面全体を彩色したもの，部分的なもの，文様を描

いたものがある。

Ｅ　器種分類（第１０～１５図）

　弥生土器は一般的に用途や形態により甕形土器・壺形土器・器台形土器・高杯形土器・鉢形土器・

蓋形土器に分けられている。下老子笹川遺跡では，前掲の６種の他，小型甕形土器・台付甕・台付壺

形土器・小型壺形土器・台付鉢形土器・皮袋形土器・ミニチュア土器の６器種を加え，１２器種に１次

的に大別する。本来なら「甕形土器」とすべきところであるが本書では「形」を略して「甕」などと

表記する。

　次に，それぞれの器種を特徴のある口縁部の形態や文様，成形・調整技法等により２次的に分類す

る。器種の表記については繰り返し記載のため長い名称ではなく略表記にした。また，直感的に理解

できるように日本語の略表記としている。名称は正式には「－口縁甕」，「－口縁壺」などであるが

「口縁」を略した表記としている。

　さらに，脚部の形状，胴部の文様により分ける必要があるものについては３次的に器種（形式）分

類する。表記は形状については，英単語の頭文字の大文字を，文様については英単語の小文字を１・

２分類の日本語の末尾に付している。すなわち，有段脚は「step（段）」の「Ｓ」を，外反脚は「everted

（外反）」の「Ｅ」を，刺突文を施すものに「puncture marks」の頭文字を取り「ｐ」を，櫛描文は

「comb mark」の「ｃ」を，無文のものは「ｎ」をつけた（注７）。

ａ　甕（第１０図）

　頸部・口縁部とも広く，胴部が長い形態の土器。ススが付着するものが多いことから煮炊き用と考

えられている。本書では口頸部が広口（くの字）で頸部径が胴部最大径の６割以上でなおかつ胴部外

面にハケメ調整を施すのものと定義する。

擬凹線甕　口縁部に擬凹線文を施文し，胴部外面にハケメを施す甕。胴部内面にケズリを施すものと

ハケメを施すものがある。胴部文様によりさらに次の３器種に細分する。

　ｎ（１）　 肩部が無紋の擬凹線甕。

　ｐ（２）　 肩部に刺突文を施す擬凹線甕。

　ｃ（３）　 肩部に（櫛描）波状文を施す擬凹線甕。

有段甕　口縁部が有段口縁で有段部が無文，胴部外面にハケメを施す甕。胴部内面にケズリを施すも

のとハケメを施すものがある。胴部文様によりさらに次の３器種に細分する。

　ｎ（４）　 肩部が無文の有段甕。
注７　英単語については，山本忠尚　２００１『和英対照日本考古学用語辞典』株式会社東京美術を参考にした。
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第１０図　甕・小型甕・台付甕の分類
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　ｐ（５）　 肩部に刺突文を施す有段甕。

　ｃ（６）　 肩部に（櫛描）波状文を施す有段甕。

波状有段甕（７）　 口縁部に波状文を施す甕。

刺突有段甕（８）　 有段口縁で口縁部に刺突文を施す甕。

ハケメ有段甕（９）　 有段口縁で，有段部に装飾的にハケメを施す甕。

受口甕　受口状口縁で有段部が無文の甕。胴部文様によりさらに次の３器種に細分する。

　ｎ（１０）　 肩部が無文の受口刺突甕。

　ｐ（１１）　 肩部に刺突（列点）文がある受口甕。

刺突受口甕　口縁部が受口状口縁で有段部に刺突文を施文する甕。胴部文様により次の３器種に細分

する。

　ｎ（１２）　 肩部が無文の受口刺突甕。

　ｐ（１３）　 肩部に刺突（列点）文がある受口刺突甕。

　ｃ（１４）　 肩部に櫛描文を施文する受口甕。

平縁甕（１５）　 口縁部が平縁口縁の甕。

刺突平縁甕（１６）　 平縁甕の口縁端部に刺突文を施す甕。

付加状甕（１７）　 付加状口縁の甕。

ハケメ付加状甕（１８）　 付加状甕の口縁部にハケメを施したもの。

丸縁甕（１９）　 丸縁口縁の甕。

有稜甕（２０）　 有稜口縁の甕。

ｂ　小型甕（第１０図）

　器高１４㎝以下の小型の甕。

擬凹線小型甕（２１）　 口縁部が有段口縁で擬凹線文を施す小型甕。

有段小型甕（２２）　 口縁部が有段口縁の小型甕。胴部外面はハケメ調整を施す。

丸縁小型甕（２３）　 口縁部が丸縁口縁の小型甕。胴部外面はハケメ調整を施す。

付加状小型甕（２４）　 口縁部が付加状口縁の小型甕。

ｃ　台付甕（第１０図）

台付甕（２５）　 甕に台を付けた器種。

ｄ　壺（第１１図）

　頸部が甕よりすぼまり，胴が長い形態の土器。本書では次の①～③の３種の要素のいずれかを満た

すものを壺と定義する。①口頸部が円筒形のもの。②頸部径が胴部最大径に対し７割未満のもの。③

胴部外面にミガキを施すものと定義する。

長頸壺（１）　 口頸部が長頸の壺。

短頸壺（２）　 口頸部が短頸で胴部が細長い形状の壺。

擬凹線短頸壺（３）　 口頸部が短頸で，口縁部に擬凹線文を施す壺。

有段短頸壺（４）　 口頸部が短頸で有段口縁，胴部が細長い形状の壺。

短細頸壺（５）　 口頸部が短細頸で胴部が球形または扁平な形状の壺。

細頸壺（６）　 口頸部が細頸で算盤玉状の胴部の壺。

無頸壺（７）　 口頸部が無頸の壺。

擬凹線壺（８）　 口縁部に擬凹線文を施す壺。
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第１１図　壺・把手付壺・小型壺・台付壺の分類
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有段壺（９）　 口縁部が有段口縁で，胴部が球形または扁平な形状の壺。

受口壺（１０）　 口縁部が受口口縁の壺。

広口壺（１１）　 口頸部が広口の壺。

刺突壺（１２）　 口頸部が広口で，口縁部に列点文を施す壺。

装飾壺（１３）　 口頸部が広口で，口縁部に２種類以上の文様を施す壺。

ｅ　把手付壺（第１１図）

把手付壺（１４）　 把手が付く壺。

ｆ　小型壺（第１１図）

　器高１４㎝以下の小型の壺（坩）。

擬凹線小型壺（１５）　 口縁部に擬凹線文を施す小型壺。

有段小型壺（１６）　 口縁部が有段口縁の小型壺。胴部外面はミガキを施す。

広口小型壺（１７）　 口縁部が広口の小型壺。胴部外面はミガキを施す。

ｇ　台付壺（第１１図）

　壺の底部に台がつく形態の土器。

細頸台付壺（１８）　 細頸壺に脚部が付くもの。

無頸台付壺（１９）　 無頸壺に脚部が付くもの。

長頸台付壺（２０）　 長頸壺に脚部が付くもの。

擬凹線台付壺（２１）　 口縁部に擬凹線を施文する台付壺。

ｈ　器台（第１２図）

　受部に脚部がつく形態の土器。他の器種を載せる用途。

擬凹線器台　口縁部に擬凹線を施した器台。脚部の形態によりさらに２分する。

　Ｅ（１）　 脚部が外反脚の擬凹線器台。

　Ｃ（２）　 脚部が有段脚で脚部に擬凹線を施す擬凹線器台。

有段器台　受部が有段受の器台。脚部の形態によりさらに２分する。

　Ｅ（３）　 脚部が外反脚の有段器台。

　Ｓ（４）　 脚部も有段脚の有段器台。

外反器台（５）　 受部が外反受で脚部も外反脚の器台。

棒状浮文器台（６）　 受部に棒状浮文を施す器台。

 

第１２図　器台の分類
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ｉ　高杯（第１３図）

　杯部に高い脚部を付けた形態の土器。

有段高杯　受部の底が平らで直線的に外傾または外反する口縁のもの。脚部の形態によりさらに２分

する。

　Ｅ（１）　 脚部が外反し，そのまま裾部にいたる有段高杯。

　Ｓ（２）　 脚部も有段の有段高杯。

拡張有段高杯　杯部が拡張有段杯の高杯。

　Ｅ（３）　 脚部が外反脚の拡張有段高杯。

　Ｓ（４）　 脚部も有段脚の拡張有段高杯。

盤状高杯（５）　 杯部が盤状杯の高杯。

鉢形高杯（６）　 杯部が鉢形杯の高杯。

第１３図　高杯の分類

第１４図　鉢・大型鉢・把手付鉢・台付鉢・有孔鉢の分類
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第１５図　蓋・皮袋形土器・ミニチュア土器の分類

有段鉢形高杯（７）　 杯部が有段鉢形杯の高杯。

開脚高杯（８）　 杯部が小型杯で脚部が開脚の高杯。

ｊ　鉢（第１４図）

　口縁部が大きく，浅い形態の土器。本書では口縁部径が頸部径，胴部最大径，胴部長のいずれより

大きいものと定義する。

擬凹線鉢（１）　 口縁部に擬凹線を施す鉢。

有段鉢（２）　 口縁部が有段口縁で有段部が無文の鉢。

くの字鉢（３）　 口縁部がくの字口縁の鉢。

受口鉢（４）　 口縁部が受口状口縁の鉢。

受口刺突鉢（５）　 口縁部が受口状で有段部に刺突文を施す鉢。

無頸鉢（６）　 底部からそのまま立ち上がる頸部を作らない鉢。

大型鉢（７）　 口径が２５㎝を超える鉢。

ｋ　把手付鉢（第１４図）

把手付鉢（８）　 把手を付けた鉢。

ｌ　台付鉢（第１４図）

　鉢に脚部をつけた形態の土器。

擬凹線台付鉢（９）　 擬凹線鉢に脚部が付くもの。

無頸台付鉢（１０）　 無頸鉢に小さな台がつくもの。

ｍ　有孔鉢（第１４図）

有孔鉢（１１）　 漏斗状の形態で底部に穴が開く形態の土器。

ｎ　蓋（第１５図）

　皿を上下逆にしたような形態の土器。

有鈕蓋（１）　 つまみが付く蓋。

返し付蓋（２）　 かえりがある蓋。

ｏ　皮袋形土器（第１５図）

皮袋形土器（３）　 皮袋状の胴部に短い口縁部が付く器種。

ｐ　ミニチュア土器（第１５図）

　祭祀用の手捏ねによる成形のミニチュアの土器。

甕形ミニチュア土器（４）　 甕形のミニチュア土器。

壺形ミニチュア土器（５）　 壺形のミニチュア土器。

鉢形ミニチュア土器（６）　 鉢形のミニチュア土器。

ｑ　天王山系土器

　天王山系土器　縄文や沈文を施文した様式の異なる東北地方天王山式系統等の土器を一括する。詳

細は第５分冊第Ⅹ章考察に譲る。
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２　弥生時代の概要

　弥生時代の遺跡は，第１６図のとおり下老子笹川遺跡の中央から南側（福岡町下老子・一歩二歩地内，

高岡市笹川地内）のＡ７・８地区（以下Ａ地区とする），Ｂ１～７地区（以下Ｂ地区とする），Ｃ１地

区（以下Ｃ地区とする）の延長約６００ｍに広がっていた。遺構検出面はＡ地区がⅣｂ層上面とⅤ層上

面の２面，Ｂ・Ｃ地区ではⅤ層上面で，Ａ地区が層位的に新しい。遺構検出面の各地区の標高はＡ７

地区１８．２ｍ，Ａ８地区１８．１ｍ，Ｂ１地区１８．１ｍ，Ｂ２地区１８．０ｍ，Ｂ３地区１７．８ｍ，Ｂ４地区１７．８ｍ，

Ｂ５地区１７．７ｍ，Ｂ７地区１７．６ｍ，Ｃ１地区１７．６ｍとなり，南から北へと低くなり，西から東へと低

くなっている。遺跡の時期は，おおよそ弥生時代中期から終末期で，Ａ地区は終末期，Ｂ・Ｃ地区は

後期と地区毎に中心となる時期が異なり，南から北にいくにしたがい古くなる。遺跡の性格はＡ地区

が集落，Ｂ地区が集落と畠，Ｃ地区が集落である。

　弥生時代において特筆すべきは，Ａ地区の周堤の高まりが残る周溝式竪穴建物，Ｂ地区の周溝式竪

穴建物および竪穴建物出土の多量の石製玉作関連遺物，Ｂ地区ＳＩ９出土の水盛り，Ａ・Ｂ地区出土

の多量の弥生土器，集落のほぼ全域発掘による集落構造である。周溝式竪穴建物，弥生土器，木製品，

石製玉作関連遺物については，第５分冊第Ⅹ章でそれぞれ考察をしている。

　次に各地区の概要を述べる。各地区の全体図（主要遺構の配置）はＡ地区を第１７図，Ｂ地区を第６６

図，Ｃ地区を第３４８図に示している。

　Ａ地区の弥生時代終末期の集落は，北東と南西に伸びる平行な溝（ＳＤ２１０２とＳＤ１７０１）と南側の

柵によって区切られた８０ｍ×８０ｍ以上の空間につくられ，周溝式竪穴建物４・掘立柱建物４・周溝遺

構１０・柵２・土坑・溝等からなっている。Ａ地区の出土遺物は弥生土器・木製品・石製品などがある。

弥生土器は主に周溝式竪穴建物の周溝から多量に出土し，生活用具と考えられるが，溝から集中出土

したものもあり，祭祀行為に使われたと考えられるものもある。また包含層からは天王山系土器が出

土している。木製品は刳物桶・掘立柱建物の柱根がある。石製品には砥石・石鏃のほか，少量ではあ

るが緑色凝灰岩剥片が出土している。以上のほか周溝式竪穴建物からガラス製玉類が出土した。

　Ｂ地区はＢ３～７地区に弥生時代後期の集落，Ｂ１地区とＢ３地区西側部分に畠を検出した。集落

はＢ地区北と東の自然流路と南の道路によって区切られた南北２３０ｍ・東西約１６０ｍの範囲に広がり，

周溝式竪穴建物１５・竪穴建物３・周溝式平地建物・掘立柱建物５・周溝遺構３２・柵・道路・土坑・溝

などからなっている。集落は中央を流れる川を境に東のＢ６・７地区と西のＢ５地区の２群に分かれ

る。この２群はさらにいくつかの住居・倉庫・小屋からなる建物群に分かれているようみえる。また，

西のＢ５地区の周溝式竪穴建物の内３棟は焼失しており，１棟が土屋根であったと判明した。また，

Ｂ５地区には楕円形の柵があり，内部に廃棄土坑があり，祭祀施設と考えている。出土遺物は弥生土

器・木製品・石製品・ガラス製品・炭化米などがある。土器には在地系土器のほか，天王山系土器，

中国地方の特殊器台，東海系など広範囲にわたり，地域交流の広さを物語っている。なかでも，天王

山系土器と在地系土器が共伴する周溝式竪穴建物があり，土器の並行関係を示すとして注目されてい

る。木製品には水盛り・桶・農具・柱根などがある。石製品には，多量の石製玉作関連遺物のほか，

石鏃などがある。

　Ｃ地区は後世の削平が著しく遺構の遺存状態が悪く，集落の形態は解らないが，柱穴の存在から何

棟かの建物があったと考えられる。出土遺物は，弥生土器・木製品・石製品があり，弥生時代後期の

もののほか土器や大型の石包丁など弥生時代中期に属するものもある。　
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３　Ａ地区

３　Ａ地区

（１）Ａ７・８地区の遺構と遺物

　Ａ７・８地区では，河川の氾濫堆積物と考えられるⅢ層を掘削した段階で，周堤部分が盛り上がっ

た状態で竪穴建物を４棟検出することができた。この建物を中心とする集落は北側と南側を自然流路

や溝で区切られ，南東から北西に線状に延びる小規模なもので，４棟の掘立柱建物と溝が方形に巡る

周溝遺構が群を構成している。時期は概ね弥生時代終末期である。

Ａ　周溝式竪穴建物

　１号周溝式竪穴建物（ＳＩ１，第１８～２０・２８～３１・３８図，図版３・４０～４４・１４８・１５４・１５５）

　Ａ７地区に位置する，Ⅲ層を掘削した段階で周堤部分の盛り上がりが残存していた建物のうちの１

棟。建物の上面には全体に薄く５～１０㎝の厚さでⅣａ層が堆積しており，これを剥いだ段階で周堤の

盛土の上面が現れた。形態は中央が窪んだ低いマウンド状を呈していた。建物の規模は周溝の外側で

直径約１６ｍ，周溝はⅣｂ層上面から掘り込まれており，１度外側に掘り返されて規模が大きくなって

いる。新しい方の溝の幅は約１．３～２．２ｍを測る。埋土は黒色粘土質ロームなど黒色の強い土が堆積し

ている。この周溝の排水は南方の東西に延びる谷地形に平行するＳＤ１７０１に流れるように南北に延び

る溝が掘削されている。断面形は逆台形で幅は周溝より狭く，深さは３０㎝と周溝より深い。周堤部分

は当初上端で約１．８～２．２ｍの幅であったが，溝が再掘削された後は約２．４～３ｍと広くなっている。

周堤部分を断ち割りした結果，やや明るいオリーブ褐色シルト層とその下に炭化物が混じる黒褐色シ

ルト層が水平堆積しており，黒褐色シルト上面が当時の生活面と考えられる。従って単純に盛土の土

はオリーブ褐色シルト層のみと推定された。屋内部は長軸約７．５ｍ，短軸約７ｍの隅丸方形を呈し，

主軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁際には幅２５～３０㎝，床面から深さ約１５㎝の壁溝が巡る。床面は整

地した程度で，あまり堅く敷き均すといった感じではない。中央では直径３５㎝と４０㎝の炭化物が充填

された灰穴炉と思われる穴を２基検出した（Ｋ１・２）。その周囲の床面では小規模な穴ばかり１３基

検出している。このうち掘形が比較的しっかりしているＰ１・２・５・８が主柱穴となると考えられ

る。埋土には暗灰黄色シルトやオリーブ褐色シルトなどの土が堆積していた。東側に隣接するＳＩ３

との周溝の切り合い関係は，これより新しい。

　遺物は主に屋内部・周溝・周堤盛土から出土し，弥生土器・石製品・石製玉作関連遺物・ガラス製

玉類がある。

　弥生土器には甕・壺・台付壺・器台・高杯・鉢・台付鉢・有孔鉢・蓋・皮袋形土器がある。

　甕には擬凹線甕・有段甕・平縁甕・付加状甕がある。

　擬凹線甕は２ ～１２がある。２ ～４ は口縁端部が尖縁で外反し，頸部内面に面を取り，口縁部内面

に指頭圧痕を残す。７ は口縁部外面に粘土を貼り付けて短い有段部を作り出し，そこに擬凹線文を施

したもので，頸部内面にはハケメが残る。概ね器面調整は胴部外面は斜め又は縦方向のハケメ，内面

の上半は横方向のケズリ，下半は縦方向のケズリが施されるものが多い。１０は大型の甕と推定する

個体で，やや軟質な胎土で，１部表面が２次的被熱によって赤色に変化している。

　有段甕（１３～２５）は口縁部が直線的に上方に延びるものとやや外反するものがある。また，有段

部の段が明確なものと内面の屈曲があまく，稜が不鮮明なものがある。器面調整は外面は斜め方向の

ハケメがほとんどで，内面はハケメ調整のものとケズリ調整を行うものがある。内面がケズリ調整の

ものには頸部内面にハケメ調整を残すものがある（２４・２５）。２４には口縁部にハケ状の工具による
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浅いヨコナデが施される。１６は口縁部に波状文を施す波状有段甕で，肩部には荒い斜行短線文が残

る。２２は胴部下半に一部縦方向のケズリ調整が残るが，底部縁辺にまでハケメ調整が施される。ま

た，他の個体の外面にはススの付着が認められるが，この個体の残存部分には認められない。２１は

器壁が薄く，砂粒の混入が僅かで堅緻な胎土の個体である。肩部には木口の角を押し当てる刺突文を

施している。この他にも１７・１８の肩部に斜行短線文が認められる。

　付加状甕（２６～２９）と平縁甕（３０～３３）は口縁部小破片が多く，全形を知り得る個体はない。主

に胴部外面はハケメ調整，内面はケズリ調整である。３０は口縁端部を面取りし，口縁部外面にハケ

状工具による浅いヨコナデが施されている。３１は口縁部内外面に斜方向のハケメ調整が施される。

　３４～３９は甕，または壺の底部である。底部外面中央は浅く窪み，縁辺までハケメ又はケズリ調整

が残る。３８は甕の底部で，底径は２㎝と非常に小さく全面にハケメ調整痕が残る。

　壺には長頸壺（４０）・広口壺（４１～４８）がある。

　４０は有段長頸壺で，有段部内外面はヨコナデ，頸部内外面はハケメ調整である。胎土は砂粒があま

り混じらない肌理の整ったものである。　　　　

　４２～４７は有段広口壺。口縁部は外反するものと，直立するものがある。４２・４３は外反する口縁部

に算盤玉状の胴部をもつもので，口縁部内外面と胴部外面に細かいミガキ，胴部内面をハケで調整し

ている。有段部は口縁部下半に強いヨコナデを施して作り出すもので，そのため内側には稜は形成さ

れないものである。４４は口縁部は直立し，底部は荒れて丸底になっている。４５は大型の有段壺で，

口縁端部は面取りされる。外面はやや荒れているが，内外面ヘラミガキ調整である。４１は口縁端部

に粘土を貼り付け，端部を摘み上げた付加状口縁で，有段状に見える口縁帯には横方向のヘラミガキ

が施される。４８は外反する口縁部外面中央にハケ原体による浅いヨコナデを１周巡らせており，口

縁部内面頸部近くも短い間隔で，横方向のハケメ調整を行っている。胴部外面は上半ハケメ，下半ケ

ズリ調整，内面はハケメ調整である。

　台付壺（４９～５３）は口縁部・胴部・脚台部の破片が出土しており，全形を知り得るものはない。

４９は細頸台付壺の口縁部と考えられるもので，外面は縦方向のヘラミガキ調整で赤彩が施され，内面

の調整は横方向のハケメである。５０～５２は胴部片で，５０は胴部突帯に擬凹線文を施し，表面が赤彩

されている。５１は胴部突帯に２本の棒状浮文を貼り付けて装飾を加えている。いずれも内底面はハケ

メ調整。５３は脚台部で，外面はハケメ後ヘラミガキ調整，胴部内底面にはヘラケズリ調整痕が残る。

　５４～５６は器台。５４は屋内部から出土したほぼ完形の有段器台で，調整は内外面ヘラミガキで，

赤彩が施される。受部径に比較し脚裾部径は小さい。脚裾部は外反し，端部は面取りされる。５６は

外面に一部赤彩の痕跡が残る。

　高杯は５７～７５がある。有段高杯（５７～６２・６５）は伸張化した口縁部が大きく外反するものがほ

とんどである。５７は外面は放射状のヘラミガキ調整，内面には口縁部は六角形状に分割した横方向の，

杯底部には一定方向のヘラミガキ調整がなされている。口縁部は緩く外反し口縁端部は面取りされる。

脚部は外面縦方向のヘラミガキ調整，内面にはハケメ，絞り痕が残る。透孔は３箇所に設けられる。

脚裾端部は面取りされる。なお，この個体の破片はＳＩ１の屋内部・周溝，ＳＩ２の周堤，ＳＩ３の

屋内部，ＳＤ１７０１から出土している。５８は５７に比べ有段部の径が小さくなり，脚部高も低い。口縁

部は外面縦方向，内面横方向のヘラミガキ調整で，口縁端部は磨かれて丸縁に仕上がっている。脚部

は透孔がなく，脚裾端部は内面までヘラミガキ調整される。６２は脚基部が残存していないが，脚裾部

の接合面の剥離の様子から棒状脚であったことが推定される。脚裾部の調整は端部内面まではヘラミ
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注８　本書に記載のガラス製玉類の色調については，永田泰弘　２００２『日本の２６９色』小学館を参考にした。

ガキ調整されるが，それより上方の内面にはヨコナデ・ハケメ調整が残る。盤状高杯は６３・６４がある。

６３の杯部は内外面ヘラミガキ調整，口縁端部は面取りする。外展する脚裾部は外面ヘラミガキ調整

で，内面はハケメ調整が残る。裾端部は面取りし，中央に浅い凹線が巡る。６６・６７は有段鉢形高杯。

６６の口縁部が短く強く外反するのに比べて６７は杯底部径が小さく，口縁部が伸張化しているタイプ

である。口縁端部は面を取り，口縁部直下には幅広の凹線が巡り，境界部が強調される。共に杯部の

調整は横方向のヘラミガキである。７１～７５は開脚高杯。口縁部径が７～９．８㎝で，杯部が小型の箱形

を呈する。杯部の調整は外面縦方向のヘラミガキ，内面横方向のヘラミガキで７４のみ異なる。７３は

口径が一番大きく，口縁部が他よりやや外反気味で，杯部内底面にも丁寧なヘラミガキが残る。６８～７０

は高杯の脚部。６９・７０は脚裾端部外面に粘土帯を貼り付けるもので，６９は帯上をハケ状の原体でヨ

コナデ調整し，外面には赤彩が施される。７０は６９に比べて粘土帯の貼り付けは薄く，上面は脚裾部

外面とともにヘラミガキ調整される。透孔は２孔１対である。

　鉢（７８～８３）は無頸鉢・有段鉢・くの字鉢がある。無頸鉢はいずれも椀形の形状をなし，７９は

体部内外面にヘラケズリ調整し，口縁部にヨコナデを施す。有段鉢は口縁部片のみで，全形を知り得

ない。すべて横方向のヘラミガキ調整である。８３は口縁端部を指で摘み三角形状に作り出している

もので，外面には指頭圧痕が残る。やや砂粒の多い胎土である。調整は外面ハケメ調整，内面は口縁

部周辺がハケメ後ナデ調整，体部がヘラミガキ調整，体部下半がハケメ調整である。

　台付鉢（７６・７７）は断面三角形の踏ん張った高台が付くもので，粘土紐を貼り付けて指でナデ付

けて作り出したものである。７６は細かいヘラミガキ調整が内外面に施されているものの，胴部に粘土

紐の接合痕が残り，器表面の凸凹が著しい。

　有孔鉢（８９）は底径２．６㎝の浅く窪んだ小型の底部中央に直径５㎜の孔が外側から穿孔される。

　蓋（８４～８８）はすべて有鈕蓋である。口縁部径は１０～１１㎝台が多いが，８７は８㎝と小さい。つま

み部径は２～３㎝台で，８６のつまみ端部は面取りされる。内外面は丁寧なヘラミガキ調整である。８１

には口縁部内外面の一部，つまみ部外面にススの付着が認められる。８８は他の個体の口縁部がハの

字状に外反するのに対し，浅い逆椀形の器形で，つまみは径が大きくボタン状である。

　皮袋形土器（９０）は所謂オカリナ形の左右非対称の胴部に高さ２．５㎝，口径５．８㎝の口縁部が付くも

の。胴部両先端は欠損する。外面ヘラミガキ調整，内面ハケメ調整である。周溝から出土。

　石製品は軽石・砥石がある。２１９は軽石である。表面は面を持ち，整形することを意識して加工し

たものと思われる。また右側面は幅１㎜以下の線状痕がいくつかみられる。周溝から出土した。２１８

は砂岩製砥石。初めは１点の大型の砥石であったが２つに割れている。割れた後もさらに使用が続け

られた様子が，接合できた２点の厚さや幅が異なることから窺える。中砥と思われる。

　石製玉作関連遺物は土壌洗浄した結果，ＳＩ１の屋内部と周溝からわずかに緑色凝灰岩の剥片が出

土した。またＡ７・８地区の包含層から緑色凝灰岩の剥片や鉄石英の剥片が少量出土した。ＳＩ１の

屋内部からは１ｇにも満たない剥片が４点，総重量で２．１８ｇ出土した。ＳＩ１からは管玉の未成品や

素材となる石核が出土しておらず，後に述べるＢ地区の建物と比較してはるかに少ないことから，こ

こでは玉作りが行われていたとは積極的には言い難い。

　ガラス製玉類は小玉が３点出土した。２２０・２２１は屋内部から出土した。ガラス内部の気泡が孔に

対して平行に延びた状態で観察でき，ガラス管を引き延ばした後切断して作成されていることがいえ

る。切断面は研磨している。共に臼玉のような形状で，色調は瑠璃紺色（６ＰＢ３ ８）（注８）である。

２２２は周溝から出土した。切断後に側面が丸みを持つように整形されている。天地面は平坦になるよ
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う研磨されている。色調はターコイズブルー（５Ｂ６ ８）である。

　２号周溝式竪穴建物（ＳＩ２，第２１・２２・３２～３４図，図版３・４４～４７）

　Ａ７地区に位置する，ＳＩ１と同じく周堤部分の盛り上がりが残存していた建物で，検出状況や埋

土の堆積状況が酷似していることから，ＳＩ１と同時期の建物と考えている。規模は周溝の外側で直

径１３．３ｍと，ＳＩ１に比べるとやや小さくなる。周溝の幅は約１～１．５ｍで，北西隅が試掘トレンチ

に切られていることもあり，北側の掘形がやや曖昧である。埋土は黒褐色粘土質ロームなどが堆積す

る。排水溝は検出されなかった。周堤部分は上端で幅約２．２～２．５ｍで，オリーブ褐色砂質ロームが盛

土として堆積していた。この盛土層中からは全面にわたり多量の土器が出土しており，堆積状況から

周堤部を構築する時に埋設されたものと考えられ，単なる補強の目的で埋設したものか，祭祀的意味

合いで埋置したものかは出土状況だけでは判断できなかった。屋内部は長軸約６．６ｍ，短軸約５．９ｍの

隅丸方形を呈し，主軸方向はＮ－５２°－Ｗである。内部には黒褐色シルトの単層が平均約１０㎝の厚さ

で堆積しており，壁際には平均幅３０㎝の浅い溝が巡る。中央には灰穴炉であったと推定される楕円形

の炭化物の広がりが僅かに検出された。その周囲には４本の柱穴を検出したが，掘形が一番しっかり

しているものはＰ１で，埋土には黒褐色シルト質ロームが堆積する。

　遺物は弥生土器が周溝・周堤部盛土層から多く出土しており，逆に屋内部からの出土は少ない。

　弥生土器には甕・壺・器台・高杯・鉢・蓋がある。

　甕には擬凹線甕・有段甕・有稜甕・平縁甕・付加状甕・丸縁甕がある。

　擬凹線甕（９１～９３）は幅広の荒い３～４本の凹線が巡るもので，口縁部内面に指頭圧痕を残すも

のもあるが，頸部内面に面を取るものはない。胴部器面調整は外面がハケメ，内面が横方向のケズリ

調整で，器壁は薄く仕上げられる。

　有段甕（９４・９５・９７～１００・１０３）は有段口縁の形状や器面調整にバラエティが見られる。９４は

口縁部と肩部に波状文が巡るもので，口縁部の波状は緩やかである。９５は大型の甕で，口縁部外面に

は縦方向のハケメが施され，口縁部直下外面約１㎝に帯状にススの付着が認められる。口縁端部は摘

んで内側に曲げて丸く仕上げてあり，やや雑な感じを受ける。頸部は強く屈曲し，面を取る。胴部は

外面ハケメ調整，内面浅い横方向のヘラケズリ調整である。９７は有段部が低く，頸部のくびれがない。

９８の口縁部内面には指頭圧痕が残る。１０４は口縁部が幅の狭い有段状となり，口縁端部は摘んで面取

りされる。１０７は高さ１２．９㎝の小型甕である。口縁部は幅の狭い有段状で，摘み上げた端部はやや外

反する。調整は胴部ハケメ調整で，肩部は頸部から約２．５㎝の幅で，縦方向のハケメ調整の後ヨコナ

デを施す。内面はヘラ状器具で斜めにナデ上げている。１０３は口縁部の有段部が短く外傾し，有段部

直下までハケメ調整が施される。

　９６は有稜甕で，口縁部外面にヘラ状器具による強いヨコナデが施され，これによって有段屈曲部

が稜となる。１０１は付加状甕で，口縁部内外面にヘラ状器具による横方向のナデ調整が残る。１０２・

１０６は内外面ハケメ調整の平縁甕である。

　壺には短頸壺（１１０）と有段壺（１１１・１１２・１１８・１１９）・有段口縁の小型壺（１１３～１１７）があ

る。１１０は口縁部外面はハケメ後ナデ調整，内面はナデ調整，口縁端部は摘み上げて内面に面を取る。

１１１は有段の屈曲があまく口縁端部は外傾する。外面は口縁部ヨコナデ。内面はヘラ状器具で横方向

にナデる。１１２は厚い口縁部をもつ壺で，口縁部には内外面横方向のヘラミガキが施される。頸部に

は明瞭な境をもって帯状にススが付着しているが，接合した破片にススの付着が認められない部位も

あり，口縁部を欠損した後の２次的使用の痕跡の可能性も考えられる。１１９は内面には段を有するが，



２４

３　Ａ地区

外面の稜が丸くなってしまったもので，口縁部はやや内湾気味に立ち上がる。口縁部内外面，胴部外

面ヘラミガキ調整で，内面には部分的にハケ状のものでナデた痕跡が残る。有段口縁の小型壺はいず

れも口縁部が直線的に外反するが，１１３は他に比べ口縁部が短くて厚い。口縁部内面は頸部から口縁

端部まで直線に延びるもの（１１４・１１５）と頸部近くで浅く窪むもの（１１６・１１７），明確な段を有

するもの（１１３）に分かれる。調整はいずれも内外面ヘラミガキ調整で，ヘラミガキ調整前のハケメ

調整が残る個体もある。１１７には口縁部外面にススの付着が認められる。１１４・１１５・１２０には外面

と口縁部内面に赤彩が施される。１２０は完形の壺胴部で，頸部から上が欠損しており，割れ口に一部

摩耗が認められることから，２次的使用が推測される。胴部下半には１箇所打ち欠かれて孔が開いて

おり，孔の形状が不整形であることから意識的に穿孔したものかは定かではない。

　器台（１２１・１２２）は両者とも有段器台である。１２１の口縁端部は丸縁で，受部は浅い。１２２は皿

状の受部に粘土帯を貼り付けて三角形状に摘み上げて作り上げたことが剥離痕からわかる。調整は有

段部外面，受部内面は横方向のヘラミガキ調整，受部外面・脚部は縦方向のヘラミガキ調整である。

　高杯（１２３～１３０）は有段高杯と有段鉢形高杯（１２８・１２９）がある。１２３は一部欠損するものの

残存状態の良い高杯であるが，２次焼成のために器面が荒れており，調整の詳細は不明である。平坦

な杯底部に大きく外反する口縁部が付き，口縁端部・脚部裾端部は丸縁に仕上げられる。１２６は杯部

外面縦方向のヘラミガキ調整で，口縁端部は面取りする。１２４は口縁端部を折り返して僅かに肥厚さ

せ，内面に浅い段を有するもの。１２５・１２７は口縁部が短く外反し，口縁端部内側に細い突帯が巡る。

口縁端部は先端が細くなり断面が三角形状となる。１２５の杯部外面にはヘラミガキ調整前の荒いハケ

メ痕が残っている。１２８は大きく伸張する口縁部に小型の椀形の杯底部がつく。残存状況は良好で，

周堤盛土層上面から出土している。杯部は外面縦方向，内面は横方向のヘラミガキ調整で，口縁端部

は面取りする。脚部外面は縦方向のヘラミガキで，脚裾端部は面取りして内側に折り曲げる。裾部内

面にはハケメ調整痕が残る。１２９の脚裾端部は丸縁に仕上げられ，透孔は４箇所に穿孔されていたと

推測される。１３０は脚基部と脚裾部でヘラミガキ調整の方向が変わる。内面には明瞭に絞り痕が残る。

　鉢（１３１～１３５）には有段鉢（１３１～１３３）・くの字鉢（１３４）・無頸鉢（１３５）がある。１３１は大き

く外反する口縁部が付くもので，器表面の荒れが著しい。１３２は有段部の作り方が段の下を強くヨコ

ナデしただけのもので，内面の稜はまだ残るが，外面の有段は極めて曖昧である。調整は内外面ヘラ

ミガキ調整されて，底部は若干凸凹しているが，直径４．３㎝の円形の平底となっている。１３３は口縁

部が大きく外反せず，斜め直上に伸びる。器形は小型壺に近い。内外面は細かいヘラミガキ調整で，

口縁部の段部直上には浅い凹線が巡る。１３４は口縁部ヨコナデ調整，体部内外面ハケメ調整である。

体部外面にはススが全体に付着し，器表面は爆ぜて表面が円形に剥落している様子が観察できるが，

底部周辺には認められない。

　有孔鉢（１３６・１３７）は共に無頸で，１３６は底部を欠損するが，逆円錐形の器形から推定される。

　１３８は蓋のつまみと判断したが，頂部内面までヘラミガキ調整が残ることから，台付鉢の底部の可

能性もある。

　３号周溝式竪穴建物（ＳＩ３，第２３・２４・２７・３５図，図版３・４７～４９・１３０）

　Ａ７地区に位置し，ＳＩ１の東側に重複する建物で，周溝の切り合いからＳＩ１より古い。検出面

はＳＩ１・２と同じⅣｂ層上面であるが，周堤部分にあたる場所には生活面であるⅣｂ層上面にⅣａ

層の堆積が認められ，盛土の残存は認められなかった。規模は周溝の外側で直径が１５．３ｍ，屋内部は

長軸７．３ｍ，短軸６．６ｍの隅丸方形で，主軸はＮ－４９°－Ｅである。周溝の幅は０．６～１ｍ，深さは２０
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～３０㎝で，底に向かって幅が狭まる。建物の排水はＳＩ１と同様に周溝からＳＤ１７０１に向かって溝が

掘削され処理されるよう工夫されている。周堤にあたる部分の幅は約３～３．６ｍで，ＳＩ１の掘り直

した後の周堤部分の幅に相当する。屋内部には暗灰黄色シルト質ロームが堆積し，壁際に壁溝が巡る。

中央部には長軸２ｍ，短軸１．５ｍの楕円形状の炭化物の広がりが認められ，周囲には被熱した自然石

も見つかっている。その中央部下層には直径約５５㎝の窪みが検出され，これが炉であったと推定する。

その周囲には４本の主柱穴と２基の土坑が配されていた。土坑は楕円形と長方形の土坑が連結したも

ので，切り合い関係はない。Ｋ２からは高杯が出土している。

　これらＡ７地区の３棟の遺構の時期差については，ＳＩ１とＳＩ３とは切り合い関係で明らかであ

る。また両者は，周溝・周堤部など外形の規模や排水溝の設置など形態的に良く似ており，ＳＩ３に

は盛土の残存は認められなかったものの，当時は周溝の掘削土によって周堤が築造されていたと推定

すれば，ＳＩ１を築造するにあたり，ＳＩ３の盛土部分を削平，または埋め戻して再利用されたもの

と考えたい。ＳＩ２とＳＩ３の関係であるが，ＳＩ２はＳＩ３に比べ規模は小さいが，屋内部の平面

形や４本主柱穴など類似点が多いことから同時期に築造された可能性がある。一方盛土の残存状況な

どの遺構の検出状況からはＳＩ２はＳＩ１との共通点が多い。

　遺物は弥生土器と木製品が出土しているが，ＳＩ１とＳＩ３の両者から破片が出土している個体は

ＳＩ１で掲載しているので，ＳＩ３単独出土のものは比較的量は少ない。

　弥生土器は甕・壺・器台・高杯・鉢・台付鉢・蓋が出土している。

　甕には有段甕（１３９・１４０・１４２）・受口甕・平縁甕・丸縁甕がある。１３９・１４０は中型の有段甕で

ある。共に外面にススが付着している。１４１は丸縁甕の一種と考えるもので，僅かに斜め上方に伸び

る短い口縁部の中央に粘土紐を貼り巡らしている。口縁部内外面はヨコナデ調整，胴部内外面はヘラ

状器具で浅いケズリ調整を行っている。１４４は受口甕の小破片で，口縁部はやや内湾気味に立ち上が

り口縁端部は面取りする。１４６は平縁の小型甕で，頸部の屈曲が小さく，口縁端部は面取りして上方

につまみ上げる。胴部外面は上部がヨコナデ，下半がケズリ調整で，表面には厚くススが付着する。

１４７にも全面ススが付着するが，頸部下半の幅０．７㎝，長さ６㎝以上の帯状の範囲では器面が露出し

ている。

　壺には有段壺（１４８）と小型壺（１４９）がある。１４８は口縁部内外面にヘラミガキが施されるが，

外面にススが付着している。１４９は赤彩の有段小型壺で，口縁端部は面取りし，外面・口縁部内面は

ヘラミガキ調整，胴部はナデ調整である。

　器台（１５０・１５１）は２個体ある。１５０は有段器台。器高が低く，脚基部径がやや太い。受部径と

脚裾部径に大きな差が認められない鼓形の器形である。周溝から出土しており，残存状況は良好であ

る。１５１は棒状浮文器台有段部の下部が垂下し，口縁部断面がＴ字状となる。有段部外面には等間隔

６箇所に棒状浮文を３本１組で貼り付けて加飾する。また受部には，ほぼ対角線上の２箇所に２孔１

対の小孔が空けられており，補修孔と考えている。脚部には３箇所に透孔が穿孔される。脚裾端部は

面を取り，その上面には１条の沈線が巡る。残存率は高く，脚基部を一部欠損するのみである。

　高杯（１５２～１５４）は有段高杯が２個体ある。杯部のみの出土であるが，遺存状況は３ ４以上と良

好である。１５２は口縁端部に面を取り，口縁端部内側に薄い粘土帯を貼り，幅約１．３㎝の縁帯が巡る。

内外面横方向のヘラミガキ調整である。脚部を欠損する杯部の基部はソケット状になっている。１５３

の口縁端部は丸縁で，器面の調整は口縁端部内面と口縁部外面は横方向，口縁部内面と杯底部内外面

は縦方向のヘラミガキ調整である。１５４は開脚高杯で，脚裾部が欠損する。杯部は内外面横方向のヘ
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ラミガキで，透孔は２孔１対の小穴が器表面から裏面に向けて穿孔される。

　鉢は有段鉢（１５５・１５６）・無頸鉢（１５９）がある。１５５は丁寧なヘラミガキ調整がされる小破片。

１５６は軟質な土器で，口縁端部が丸縁で，有段の境があまくなっている。１５９は皿状の器高の低い無

頸鉢で，底部は平底。口縁部は丸縁で，内外面ヘラミガキ調整である。

　台付鉢（１５７・１５８）は共に建物の排水溝から出土しており，１５７はほぼ完形の遺存状況である。

器高や器面調整はほぼ同じで，杯部の法量のみが違う。外面はヘラミガキ調整で，内面はハケメ後ヘ

ラミガキ調整と考えられるが，１５７にはヘラミガキ調整の痕跡が残っていない。脚部はハの字脚で，

接地面に面を取る。

　蓋（１６０）はつまみ部で，内面にケズリ痕が残る。

　木製品（１ ）は端部に多角形の突起を削り出したもので，裏面は平滑に削る。上下を逆にして，

団扇形木製品の軸部の可能性がある。樹種はウコギ属。　

　４号周溝式竪穴建物（ＳＩ４，第２５～２７・３６～３８図，図版４・４９～５１・１４８）

　Ａ８地区で検出した，Ａ７地区ＳＩ３の東約５ｍに隣接する建物で，南側は東西に走る谷地形に面

する。この建物は中央を東西に試掘トレンチが縦断してしまったが，検出段階でこれも周堤部に盛土

が残存する建物であることがわかった。規模は外形で直径約１１．６ｍと周囲の建物の中では一番小振り

である。周溝の幅は８～１５ｍ，周堤部分は上端で幅２～２．８ｍを測る。この上面では直径約２０～３０㎝

の小穴を２３基検出し，これらは４０～６０㎝の間隔を空けて弧を描くように点在する。これらは屋根の垂

木先が入った穴の可能性がある。盛土層の遺存状況は悪く，Ａ７地区ＳＩ１・２と同様の盛土暗灰黄

色土の堆積が残るのは東側の土層のみで，周堤部において旧地表面であるⅣｂ層上面とⅣａ層の間に

明らかな盛土層の堆積を認めるのは難しかった。屋内部は長軸５．２ｍ，短軸３．８ｍの隅丸長方形を呈し，

壁際には壁溝が巡る。床面はややしまった感じで，その中央南寄りに炭化物が混じる楕円形の浅い土

坑を検出し，これが炉で灰穴炉と考えられる。柱穴は中央長軸上に２基検出している。主軸はＮ－

４６°－ＥでＡ７地区ＳＩ２・３とほぼ同じ方向を向く。その向きが入り口方向とも考えられ，入り口

側にはその近辺にいずれの建物も掘立柱建物が位置している。

　出土遺物には弥生土器・石製品がある。

　土器には甕・小型甕・壺・小型壺・器台・高杯・鉢がある。

　甕（１６１～１８５）には擬凹線甕・有段甕・平縁甕・付加状甕・有稜甕がある。擬凹線甕は２点

（１６１・１６２）とも口縁有段部が長く，口縁端部は先端が尖るタイプのものである。１６１は口縁部内

面に約１．５㎝間隔で指頭圧痕を明瞭に残す。胴部内面はいずれもヨコケズリを施す。１６３～１７４は有段

甕。全形がわかる１７０は，胴部最大径が胴部の７分目ほどにある丸みをおびた形状で，底部が若干上

げ底である。口縁部は，有段部の屈折が明瞭なもの（１６７・１６８）と不明瞭なもの（１６６・１７０）と

があり，有段部の長さはいずれも２㎝前後である。胴部外面調整はすべてタテハケである。胴部内面

調整は頸部までヨコケズリを施すものが１６３・１６４・１６６・１７０～１７３・１７７・１７８の９点で，ヨコ

ハケを施すものが１６７・１６９・１７４・１７５の４点で，ケズリ調整の方が多い。１７８は外面にススが厚

く付着する。平縁甕は１８０の１点のみで，胴部最大径が胴部の上位にあるやや肩の張った胴部に大き

く外反する口縁が付く。底部内面に指頭圧痕がみられる。１７９・１８１～１８５は付加状甕。全形のわか

るものは１８２のみで，やや細長い胴部で外傾する口縁部が付く。胴部内面の調整は，ハケを施すもの

が３点，ケズリを施すものが１点認められ，ハケメが多いようである。１７６は有稜甕である。

　小型甕（１８６～１８９）は４点あり，いずれも口縁部径が器高よりも大きく，甕と比較すると圧縮さ
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れた形状である。器種は，擬凹線小型甕・付加状小型甕・丸縁小型甕がある。１８６は擬凹線小型甕で，

外面の縦方向１ ３にはススが厚く付着し，残りの部分は赤変している。偏った形で火に掛けられたた

めと思われる。１８７は付加状小型甕で胴部に粗いタテハケの後，細かいタテハケを施し仕上げている。

底部内面に指頭圧痕が認められる。１８８は丸縁小型甕で，先の２点のようなススはみられないが，焼

成時の黒斑が胴部下部に１箇所ある。

　壺（１９０～１９５）の器種には有段壺・広口壺・細頸壺がある。１９０～１９２は有段壺。口縁部は，１９０

は短く有段部内面の屈折が明瞭なタイプで，１９１・１９２は長く有段部内面の屈折がスムーズに移行す

るタイプである。１９１は突出した底部に最大径が中位にある扁平な胴部である。１９２も１９１と同様な

形態であるが，やや縦長に復元できる。１９３は広口壺で口縁部外面にヘラ描きがある。１９４は胴部の

形状が不明であるが，細頸壺と考えられる。１９５は上げ底の底部でやや扁平な胴部。

　１９６～１９８は小型壺。１９６は有段小型壺で，扁平な胴部に有段部が内傾する口縁部が付く。

　器台（１９９～２０１）はすべて有段器台。１９９は有段器台で，小振りで口縁部が短く外傾し，脚基部

が太い。２００は大型で口縁部が長く外反し，脚基部が細い。２０１は口縁部が肥厚する外反器台かと思

われる。

　高杯（２０２～２０７）には有段高杯・開脚高杯がある。２０２・２０３は有段高杯。２０２は口縁部が長く

外反する。２０４は杯部の形状から開脚高杯とした。２０５～２０７は外反脚。

　鉢（２０８～２１４）には有段鉢・くの字鉢・無頸鉢がある。２０８・２０９は有段鉢。２１０～２１２はくの

字鉢で，口縁部径に法量差がある。２１０の口縁端部は丸縁口縁で，２１２は付加状口縁，２１１は平縁口

縁。２１３・２１４は無頸鉢で，体部が内湾する。

　石製品は凝灰岩製砥石が出土した。２１６は砥面が平滑で，中～仕上げ砥と思われる。残存面全てに

線状痕がみられる。また表面・裏面・上面には凹凸の大きな線状痕がみられる。２１７は全体に水磨を

受けた河原石で光沢を持ち，ごく一部に微細な線状痕が観察される。Ｐ１１から出土した。　



第１７図　Ａ地区遺構全体図　（1/800） 
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第１８図　遺構実測図　（1/100） 
Ａ７地区　ＳＩ１ 
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第１９図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ７地区　ＳＩ１ 
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第２０図　遺構実測図　（1/40・1/160，1/10） 
Ａ７地区　ＳＩ１ 
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第２１図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ａ７地区　ＳＩ２ 
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第２２図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ７地区　ＳＩ２ 

３３

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



第２３図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ａ７地区　ＳＩ３ 
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第２４図　遺構・遺物実測図　（1/40，1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ３（ ） 1
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第２５図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ａ８地区　ＳＩ４ 
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第２６図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ８地区　ＳＩ４ 
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第２７図　遺構実測図　（1/160・1/10） 
１．Ａ７地区　ＳＩ３　２．Ａ８地区　ＳＩ４ 
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第２８図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ１ 
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第２９図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ１ 
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第３０図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ１ 
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第３１図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ１ 
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第３２図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ２ 
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第３３図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ２ 

110

111

112

116

115

113

117

118

119

120

114

124

125

126

127

123

122

121

0 20cm1：4

◯ 

◯ 

◯ 

SI 2

４４

３　Ａ地区



第３４図　遺構・遺物実測図　（1/160，1/4・1/10） 
Ａ７地区　ＳＩ２ 
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第３５図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＩ３ 
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第３６図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ８地区　ＳＩ４ 
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第３７図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ８地区　ＳＩ４ 
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第３８図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　1/3） 
Ａ７・Ａ８地区　ＳＩ１（ ～ ）　ＳＩ４（ ・ ）　 
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５０

３　Ａ地区

Ｂ　掘立柱建物

　３号掘立柱建物（ＳＢ３，第３９・４１図，図版５・１３０）

　ＳＢ３はＡ７地区ＳＩ２の約５ｍ北東に位置する。桁行７．６ｍ，梁行３．２ｍの４間×１間の掘立柱建

物で，主軸はＮ－３２°－Ｗである。柱穴は本来であれば１０基存在するはずであるが，検出したのは７

基であった。残存する柱穴の柱間は１．８～２ｍである。柱穴には黒褐色シルト質ロームが堆積し，深

さは４５～５０㎝と深いが，ＳＰ１８１８・１７８７はやや浅い。断ち割りで下層確認調査を行った結果，穴の底

部には７基のうち５基に柱根の遺存が認められ，上部は腐食し基部のみが１０～２０㎝残っていた。また，

ＳＰ１７８８は断ち割り時に柱根が抜け落ちてしまったものであるが，断面には柱穴底部より柱根が沈ん

だ状態で検出された。この掘立柱建物は位置から考えて住居であるＳＩ２に付属する倉庫的な性格を

有する建物と考えられる。遺物は柱根以外は埋土からの出土はない。

　柱根はＳＰ１７８８（２２４），ＳＰ１８１４（２２６），ＳＰ１８１３（２２５），ＳＰ１８１５（２２７），ＳＰ１８２０（２２８）

から出土した。木口は２２４が２方向，２２５・２２６は３方向，２２７は４方向から加工して，ほぼ平坦な

面を作る。樹種は２２４・２２７・２２８がコナラ節，２２６はクヌギ節，２２５はクリ。

　４号掘立柱建物（ＳＢ４，第３９図，図版５）

　ＳＩ３の北側約３ｍに位置する２間×１間の掘立柱建物で，桁行４．４ｍ，梁行２．８ｍ，主軸方向はＮ

－５８°－Ｗである。ＳＢ３よりも大きく西に振れる。検出した柱穴は４基で，ＳＢ３のように柱根の

遺存は認められず，柱根痕跡も明確には認められなかった。この建物は位置から考えてＳＩ１または，

ＳＩ３に伴うものと考えられるが，ＳＩ１とＳＩ３は切り合い関係があるものの，建物規模や排水施

設の利用の仕方が似ていることから，あまり時期差の無い切り合い関係と考えられ，両者に利用され

た施設とも考えられる。遺物はＳＰ１７６３・１７６９から弥生土器片が出土している。

　５号掘立柱建物（ＳＢ５，第４０・４１図，図版５）

　ＳＩ４の北側約５ｍに位置する２間×１間の掘立柱建物である。桁行３．９ｍ，梁行２．６ｍで主軸方向

はＮ－７０°－Ｗである。柱穴掘形は深さ平均４０㎝と深くしっかりしているが，断面に柱根痕跡を残す

ものはなく，埋土は暗灰黄色シルトの単層である。浅い落ち込み状の遺構のＳＫ２１３４・２１３５と重複す

るが，柱穴はいずれもこの床面で検出している。なお，梁の中央線上にＳＰ２１３０があり棟持ち柱の可

能性がある。ＳＩ４との位置関係からこれに関係する倉庫の役割をもつ建物と考えられる。

　出土遺物は弥生土器のみである。２２３はＳＰ２１３０から出土した擬凹線甕。口縁は有段部が内湾気味

で，端部は丸い。

　６号掘立柱建物（ＳＢ６，第４０・４２図，図版５・１３１）

　ＳＢ５の東側，ＳＨ２と重複して検出した１間×１間の掘立柱建物である。桁行３．６ｍ，梁行１．９ｍ

と柱間が大きく異なる。主軸方向はＮ－８９°－Ｗとほぼ北から直角に振れる。４基の柱穴にはすべて

柱根が遺存しており，遺構検出時の段階で先端が確認されるものもあった。柱穴掘形には上面に暗灰

黄色シルト，下層に黒褐色砂が堆積しており，柱根は柱穴底部から約２０㎝も沈んだ状態で検出されて

いる。周囲には竪穴建物は検出されておらず，ＳＢ５との新旧関係は不明である。ＳＨ４・５に付属

する建物とも考えられる。また，重複するＳＨ２・３との新旧関係は不明である。

　柱根はＳＰ２１２１（２２９），ＳＰ２１７８（２３０），ＳＰ２１８１（２３１），ＳＰ２１９１（２３２）から出土した。木

口は３ないしは４方向から斜めに切り落とされ，伐採時のまま再加工されていない。樹種は２２９・２３１

がクヌギ節，２３０・２３２がコナラ節。　



第３９図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ａ７地区　１.ＳＢ３　２.ＳＢ４　 
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第４０図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ａ８地区　１.ＳＢ５　２.ＳＢ６ 
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第４１図　遺物実測図　（ 　1/4， ～ 　1/8） 
Ａ７・Ａ８地区　ＳB３　ＳＰ１７８８（ ）　ＳＰ１８１３（ ）　ＳＰ１８１４（ ）　ＳＰ１８１５（ ） 
　　　　　　　　ＳＰ１８２０（ ）　ＳB５　ＳＰ２１３０（ ） 
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第４２図　遺物実測図　（1/8） 
Ａ８地区　ＳＢ６　ＳＰ２１２１（ ）　ＳＰ２１７８（ ）　ＳＰ２１８１（ ）　ＳＰ２１９１（ ） 229 230 231 232
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Ｃ　周溝遺構

　１号周溝遺構（ＳＨ１，第４３図，図版７）

　Ａ８地区ＳＩ４の北側で検出した，溝が長方形に巡る周溝遺構。長軸は３．３５ｍ，短軸は３．１５ｍ，溝

の幅は２５㎝，深さは１０㎝である。内部を断ち割りした結果，深さ平均約１０㎝において土層の荒れが認

められた。内部を整地した痕跡とも考えられる。遺物の出土はない。

　２・３号周溝遺構（ＳＨ２・ＳＨ３，第４４図，図版７）

　Ａ８地区ＳＨ４の南で検出した周溝遺構。ＳＨ２は長軸約５．５ｍ，短軸５．４ｍのほぼ正方形を呈して

いたと思われるが，南側と西側は一部を検出したのみで大半を欠損する。ＳＨ３との切り合いは不明

だが，断面観察からはＳＨ２が新しいと考えられる。ＳＨ３は直径約３．７ｍの円形を呈していたと思

われる周溝遺構で，幅約１０㎝，深さ５㎝の暗灰黄色シルトが堆積する溝が巡る。遺物の出土はない。

　４号周溝遺構（ＳＨ４，第４４図，図版７）

　Ａ８地区中央東側で検出した，溝が方形に巡る周溝遺構で，北西隅が途切れる。一辺約３．１５ｍの正

方形を呈し，主軸はＮ－７°－Ｗとわずかに西に振れる。周溝の幅は約２５㎝で，深さは約１２㎝，埋土

には黒褐色粘土質ロームが堆積し，他の周溝遺構とは土色が異なり，プランが明確である。周溝は内

部を整地したあと掘削されたことが断ち割り断面より推定される。遺物の出土はない。

　５号周溝遺構（ＳＨ５，第４６・４７図，図版７・５０・５１・１５４）

　Ａ８地区中央で検出した長方形を呈する周溝遺構。周溝の規模は長軸５．１ｍ，短軸４．４ｍで，主軸は

Ｎ－２３°－Ｗである。近い主軸方向を示すものとしてはＳＨ２・ＳＨ１０がある。上面には５～６㎝の

厚さで炭化物が混じる黒褐色シルトが均一に堆積する。この土の堆積は西側と北側と南側の一部にお

いて周溝より外側にまで広がっている。この周溝遺構は四隅が角張っている点がＳＨ８と似ており，

上面に黒褐色シルトが堆積することはＳＨ６と共通点がある。

　出土遺物には弥生土器・軽石がある。弥生土器には甕，壺，高杯，鉢がある。２３３は甕で，突出し

た底部に倒卵形の胴部が付く。２３４・２３５は有段壺。２３５は扁平な胴部に直立する有段口縁が付く。

２３６は肥厚する口縁端部で，盤状高杯と考えられる。２３７は無頸鉢で，上底に内湾する体部が付く。

２４０は軽石。表面は研磨されており平坦面がみられる。側面は一部に幅１㎜以下の細かい線状痕がみ

られる。砥石として利用されたものであろうか。

　６号・７号周溝遺構（ＳＨ６・ＳＨ７，第４３図，図版７）

　Ａ８地区ＳＩ４の北側で重複して検出した周溝遺構。両者の切り合い関係は不明である。ＳＩ４は

Ⅳｂ層上面で検出したのに対し，これらはⅤ層上面で検出している。北西で重複するＳＨ１にはＳＨ

７は切り合いで負ける。規模はＳＨ６は長軸約４ｍ，短軸約３ｍの長方形，ＳＨ７はやや大きく長軸

約４．８ｍ，短軸約３．５ｍである。主軸方向はＳＨ６がＮ－７°－Ｗ，ＳＨ７はより大きく振れてＮ－

３０°－Ｗである。周溝には５㎝前後の暗灰黄色シルトが堆積し，溝の内側には薄く黒褐色砂質ローム

の堆積が認められた。整地した痕跡かとも考えられる。遺物の出土はない。

　８号周溝遺構（ＳＨ８，第４５・４７図，図版７・５０）

　Ａ８地区ＳＤ１８２６の北側で検出した周溝遺構。ＳＨ９との切り合いは不明である。平面形は四隅が

角張った長方形を呈し，長軸５．７ｍ，短軸４．７ｍを測る。周溝は幅４０～５０㎝，深さは１０㎝を測る。溝の

底部は東側と南側は平坦であるが，北側と西側の一部に直径２０～３０㎝の小穴を確認している。これら

は周溝に壁状のものを建てる際に使用された材の跡の可能性もある。主軸方向はＳＨ７とよく似てい

る。出土遺物は弥生土器のみである。２３８は有段甕で，有段部が直立し，口縁端部が尖る。２３９は甕
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の底部で，底面は尖る。

　９号周溝遺構（ＳＨ９，第４５図，図版７）

　Ａ８地区に位置する，長軸４．９ｍ，短軸４．７５ｍのやや不整形な隅丸方形の周溝遺構である。重複す

るＳＤ１８２６より古い。周溝幅は約３０㎝，深さは８㎝と浅い。周溝内部にはＳＨ８と同様暗灰黄色砂が

無秩序に堆積しており，整地した跡と考えられる。主軸の方向はやや不整形なためはっきりしないが，

北方向を向くＳＨ３・４・６と同じ群と考えている。遺物の出土はない。

　１０号周溝遺構（ＳＨ１０，第４６図，図版７）

　Ａ８地区に位置し，周溝遺構の中で一番北に位置する遺構。この北側には区画の役割をもするＳＤ

２１０２しか検出できず，この南側でも小型の土坑を散発的に検出したにすぎない。平面形は一辺約３．７

ｍのほぼ正方形を呈し，主軸はＮ－２５°－Ｗである。周溝は幅５０㎝とやや幅広く，深さは１０㎝である。

内部には３～４㎝の厚さで暗灰黄色砂質ロームが水平に堆積する。

Ｄ　柵

　１号柵（ＳＡ１，第４８図）

　Ａ７地区ＳＩ１の周囲をコの字状に巡る溝である。ＳＩ１の周溝との間隔は約２ｍ，溝幅は約２０㎝

で深さは約５㎝と浅いものである。東側に向かって開放され，北側は一部試掘トレンチに切られてい

るが，北西隅が開いている可能性がある。特に西側に対する境界を意識したものと考えられる。溝の

底部は平坦で杭状のものを刺し並べたとは考えにくい。より簡易な垣根状の境界を示す施設ではなか

ったかと推定される。遺物は弥生土器が出土した。

　２号柵（ＳＡ２，第４９図，図版８）

　Ａ７・８地区の集落の南東部の境界を示す柵。東西に延びる谷地形との境に設けられものか。小穴

が集まって溝状となっている。この柵は杭状のものが打ち込まれて柵を形成していた可能性がある。



第４３図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
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第４４図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
Ａ８地区　１.ＳＨ４　２.ＳＨ２・ＳＨ３・ＳＫ２１２０ 
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第４５図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
Ａ８地区　ＳＨ８・ＳＨ９ 
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第４６図　遺構実測図　（1/40・1/80，1/10） 
Ａ８地区　１．ＳＨ１０　２．ＳＨ５ 
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第４７図　遺物実測図　（ 　1/3， ～ 　1/4） 
Ａ８地区　ＳＨ５（ ～ ・ ）　ＳＨ８（ ・ ） 
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第４８図　遺構実測図　（1/40・1/200） 
Ａ７地区　ＳＡ１ 

S
B
 4

調 査 区 外  
S
D
17
25

S
D
17
61

S
I 3

S
D
18
47

S
I 1

S
A
 1

S
A
 1

S
D
17
47

S
D
17
01

S
D
17
24

X
16
0 

Y
14
0

X
15
5 

Y
14
5

a’ a

b’
 

b

c’
 

c

d’ 

d

18
.4
0m a

a’
 

18
.4
0m b

b’
 

18
.4
0m d

d’
 

18
.4
0m c

c’
 

1

1
1

2
1

0
10
m

（
平
面
図
） 

2m
（
断
面
図
） 

1：
20
0

1：
40

1．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
 

2．
 2
.5
Y
5/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
 

　（
2.
5Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
7％
混
） 

1．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
 

　（
2.
5Y
5/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
20
％
混
） 

1．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
 

　（
2.
5Y
5/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
10
％
混
） 

1．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
 

　（
植
物
質
・
炭
化
物
混
） 

S
A
 1

６２

３　Ａ地区



0
10
m
2m

（
平
面
図
） 

（
断
面
図
） 

１：
２０
０
 

１：
４０
 

c’ 

c

S
A
 2

X
15
5 

Y
17
5

X
16
0 

Y
18
0

S
K
21
36

S
K
21
35

S
I 4

S
K
21
11

S
B
 5

S
H
 1

S
H
 7

S
H
 5

S
H
 6

S
H
 4

S
H
 3

S
H
 2

S
B
 6

b’ 

b

a’ 

a

18
.5
0m a

a’
 

18
.5
0m b

b’
 

18
.5
0m c

c’
 

   
S
A
 2
 

1．
 2
.5
Y
4/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
 

1

1

1

第４９図　遺構実測図　（1/40・1/200） 
Ａ８地区　ＳＡ２ 
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Ｅ　土坑

　１７０４号土坑（ＳＫ１７０４，第５０・５３図，図版５２）

　Ａ７地区ＳＩ１の西側，柵ＳＡ１の外側に位置する楕円形の土坑。東側が深さ３８㎝と深く，埋土は

黒褐色粘土質ロームの単層である。周囲には小穴が群集するが，大型の遺構は検出できなかった。遺

物は弥生土器が出土している。２４１は付加状甕。口縁端部は断面三角形で，内外面はヨコナデされる。

胴部の器壁は薄く仕上げられ，外面ハケメ，内面は縦方向のヘラケズリ調整を施す。２４２は有段鉢形

高杯の口縁部。杯底部は欠損する。口縁端部は面を取り，器面調整は外面縦方向，内面横方向のヘラ

ミガキ調整で，一部にススが付着する。２４３は高杯の脚部であるが，蓋に転用されている。杯部が欠

損した脚基部は細かく打ち欠いてつまみ状に仕上げられ，内外面にススが付着し，一部割れた断面に

もススの付着が認められた。裾端部内面は帯状にススの付着が認められない箇所があり，使用痕跡を

示唆しているものと考えられる。

　１７２４号土坑（ＳＫ１７２４，第５０図）

　Ａ７地区ＳＩ１の周溝北側に近接して検出した楕円形の土坑。埋土には黄灰色シルトが主体的に堆

積しており，他の土坑と異なる。遺物は弥生土器が出土している。

　１７４９号土坑（ＳＫ１７４９，第５０・５３図）

　Ａ７地区ＳＩ１の南側，柵ＳＡ１の外側に位置する長円形の土坑。深さは１０㎝前後で，東西に延び

る浅い溝ＳＤ１７４７を切る。検出時，プランが不鮮明であったため検出面を下げたが，規模は当初もう

少し大きかった可能性がある。周辺の包含層からは多量の弥生土器が出土している。２４４は丸縁甕の

口縁部小破片で，口縁端部が内湾気味に立ち上がる。

　１７５０号土坑（ＳＫ１７５０，第５０・５３図，図版５２）

　Ａ７地区ＳＩ３の南側周堤部で検出した楕円形の土坑。周堤部の盛土が消失していることからＳＩ

３との新旧関係は定かではない。埋土には暗灰黄色シルト質ロームが堆積し，弥生土器の甕の口縁部

から頸部までがそのままの形で出土している（２４６）。有段甕で，胴部は頸部から縦方向のハケメ，

内面は口縁部から頸部までヨコナデし，胴部はヘラケズリ調整である。

　１７５２号土坑（ＳＫ１７５２，第５０・５３図，図版５２）

　Ａ７地区ＳＩ３の周堤上で検出したやや歪な円形の土坑で，西側で切り合うＳＫ１７３２より新しい。

周堤上に残るⅣｂ層上面で検出し，黒褐色ロームがレンズ状に堆積することから，ＳＩ３より新しく

ＳＩ１に伴うかと考えられる。遺物は弥生土器が出土している。２４８は有段甕の小片で，有段部がや

や突帯状に強調される。２４９は外面赤彩のかえりが付く壺蓋である。

　１７７６号土坑（ＳＫ１７７６，第５０・５３図，図版８・５１・５２）

　Ａ７地区ＳＩ２の東側，Ａ８地区との境近くで検出した楕円形の土坑。深さは約１５㎝で，黒褐色粘

土質ロームが堆積する。底面近くには一面に廃棄された甕・壺・高杯などの弥生土器が検出された。

ＳＩ２に関連する土坑か。２５０は付加状甕で，口縁端部を上方につまみ上げる。外面には厚くススが

付着する。２５１は有段高杯であるが，残存状況は悪く図上復元となっている。口縁部は丸縁で，杯底

部は平坦である。２５２は有段小型壺。有段部の稜は明確で，頸部内面に面を取る。口縁部は外面ヨコ

ナデ，内面ヘラミガキ，胴部は外面ヘラミガキ，内面上半部ヘラミガキ，下半部ヘラケズリ調整する。

　１７８４号土坑（ＳＫ１７８４，第５１・５３図，図版５２）

　Ａ７地区ＳＩ２の東５ｍで検出したやや歪な方形の浅い土坑。深さは５㎝前後と浅く，底面北寄り

で検出した柱穴状の土坑ＳＫ１８２８やＳＫ１８２７とは埋土に大きな違いは認められない。また，ＳＫ１８２７
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からは同一個体の弥生土器の破片が出土しており，ほぼ同時期と考えられる。プランからは２本主柱

穴の竪穴建物の可能性も考えられるが，ＳＫ１８２８は直径約３０㎝，深さ４０㎝の掘形であるが，ＳＫ１８３５

は深さが１６㎝と浅い。また，床面が平坦ではなく，整地されたような痕跡も認められず建物とは断定

しにくい。遺物には，弥生土器の擬凹線甕，有段甕，付加状甕がある。２５３は有段部の上端部に３本

の擬凹線が巡る。２５４は胴部外面ハケメ調整の後，幅の狭いヘラ状器具で横方向にナデ調整する。

　１８２３号土坑（ＳＫ１８２３，第５０図）

　Ａ７地区北西端で検出した遺構で，調査区外に延びており溝の可能性もあるが，ここではとりあえ

ず，土坑として取り扱う。平面形は長方形状であるが，底面は平坦ではなく，深さも１８㎝と浅い。南

西側に隣接するＳＤ１８２４が周溝となる可能性をもち，それと関連のある遺構と考えられる。遺物は弥

生土器片が出土した。

　１８２７号土坑（ＳＫ１８２７，第５１・５３図，図版５１～５３）

　Ａ７地区ＳＩ２の東側で検出した浅い方形の土坑ＳＫ１７８４と重複する小型の楕円形の土坑。切り合

い関係は，断面観察によるとＳＫ１７８４を切っているように見えるが，埋土の性質はほとんど同じで同

時期と考えられ，これに付属する可能性もある。黒褐色シルト質ロームの埋土には炭化物がＳＫ１７８４

に比べやや多めに混入し，弥生土器の出土量も多い。弥生土器には甕・壺・小型壺がある。甕には有

段甕・付加状甕・丸縁甕・小型甕がある。２５６は幅の狭い有段部に波状文が施され，肩部にはハケ状

原体による斜行短線文が巡らされる。外面はハケメ後ナデ調整，内面ヘラケズリ調整である。２５８は

口縁端部内側に強いヨコナデを施し，口縁端部が内湾しており，外面には頸部から口縁部に向けて幅

約１㎝の範囲で，ヘラ状のもので掻き取った跡が残る。２６１はほぼ完形である。口縁端部は断面三角

形で，頸部にはやや強めにハケ状原体によるヨコナデが施される。肩部より下半には全体にススが付

着し，その表面には幾筋かの吹きこぼれの跡が残る。２５９は擬凹線壺。幅の狭い有段部に擬凹線を施

し，頸部外面の一部には４箇所に貝殻刺突文が押捺される。壺の器形であるが外面にはススが付着し，

吹きこぼれの跡も残る。２６０は外面ヘラミガキ調整の壺の胴部で，肩部には板の木口による刺突文が

施されるが，これはヘラミガキ調整前に行っている。２６２は小型壺で，底部のみ欠損。外面のヘラミ

ガキ調整は頸部から縦・横・縦と細かいピッチで丁寧に行われているが，器表面に長さ１㎝，幅５㎜

の石が混入しており，器面に大きくヒビが入っている。

　１８２９号土坑（ＳＫ１８２９，第５０・５３図）

　Ａ７地区ＳＩ３周堤部上西側で検出した楕円形の土坑。断面の切り合い関係からＳＩ３の周溝より新

しいが，ＳＩ１の周溝とはこれより古いかまたは同時期と考えている。埋土は黒褐色シルト質ロームの

単層で，弥生土器が出土している。２６４は有段甕。有段部のシャープさは失われ，口縁端部はやや厚

ぼったい。胴部外面はハケメ調整で，全体に厚くススが付着し，内面はヘラ状器具でナデる。

　２１１３号土坑（ＳＫ２１１３，第１７・５４図）　 　

　Ａ８地区ＳＩ４の北西，ＳＨ５の南側に位置し，平面形は幅約２．４ｍ，長さ約６ｍの弧状を呈する。

中央部付近は深く７０㎝を測るが，北東側と西側は漸次的に立ち上がる。遺物は弥生土器のみである。

２６５は有段高杯。口縁部が短く外傾し，口縁端部は付加状口縁になり端面に擬凹線文を施す。

　２１１８号土坑（ＳＫ２１１８，第１７・５４図）

　Ａ８地区ＳＨ４の南東で検出した幅約９０㎝，深さ８㎝の楕円形の土坑。遺物は弥生土器のみである。

２６６は付加状小型甕の口縁部。２６７は有段口縁の短頸壺と考えられる。
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　２１２０号土坑（ＳＫ２１２０，第４４・５４図）

　Ａ８地区ＳＨ２の中で検出した，幅６０㎝，長さ２．２ｍの弧状の溝。周溝遺構の一部の可能性がある。

出土遺物は弥生土器のみである。２６８は有段甕の口縁部で，口縁端部が若干肥厚する。

　２１２９号土坑（ＳＫ２１２９，第１７・５４図，図版５３）

　Ａ８地区に位置し，ＳＤ２１２５の西側で検出した直径約５０㎝の円形の土坑。小型であるが，廃棄土坑

と考えられる。出土遺物は弥生土器のみである。２７６～２７８は高杯の外反脚である。２７５は台付壺の

胴部下部と脚基部である。形態から扁平な胴部の長頸台付壺かと考えられる。

　２１３１号土坑（ＳＫ２１３１，第５２図）

　Ａ８地区中央部西寄りで検出した楕円形状の土坑。段掘り形状で中央部が一段深くなる。埋土は黒

褐色シルトが主体で，土坑中央部から弥生土器が一括して出土している。

　２１３５号土坑（ＳＫ２１３５，第１７・５４図）

　Ａ８地区ＳＢ５の北側で重複する長軸４．４ｍ，短軸３．７ｍの方形の大型土坑。深さは８㎝と浅い。遺

構の前後関係はＳＢ３よりも古く，ＳＫ２１３４・２１３６と同時期と考えられる。出土遺物は弥生土器のみ

である。２６９は有段鉢で，口縁有段部は外傾する。

　２１５２号土坑（ＳＫ２１５２，第５２・５４図，図版８・５２・５３）

　Ａ８地区ＳＫ２１３１の北約３ｍで検出した楕円形の土坑。断面形は擂鉢状を呈し，埋土中からは弥生

土器がまとまって出土した。出土遺物は弥生土器のみである。弥生土器には甕・壺がある。甕には擬

凹線甕・有段甕・付加状甕がある。２７０は擬凹線甕で若干外反する有段部外面に７条の擬凹線文を施し，

内面には１．５㎝間隔に指頭圧痕がみられる。口縁端部は尖り気味である。胴部はあまり肩の張らない

球形を呈する。２７１は有段甕。口縁部は有段部が短く，端部が丸い。２７２・２７３は付加状甕。２点と

も口縁部が外反する。２７４は有段壺。口縁部は有段部が長くやや外反する。胴部は最大径が中位にあ

り，扁平な形態である。底部はなだらかに突出し，平底である。胴部下半に焼成時の黒斑がある。

　２１５６号土坑（ＳＫ２１５６，第５２・５４図，図版８・５３）

　Ａ８地区ＳＨ５の北東部で検出した楕円形の土坑。埋土は黒褐色粘土質ロームの単層で，埋土の中

位から弥生土器の破片が全面に散らばった状態で出土した。周溝遺構ＳＨ５に近接することからこれ

と関係のある土坑と考えられる。出土遺物は弥生土器のみである。弥生土器には甕・壺・器台・高

杯・蓋がある。甕には有段甕・付加状甕がある。２７９は有段甕。口縁部は有段部が短く，内傾する。

２８０～２８２は付加状甕。２８２は口縁端部が直立し，有段口縁のような外観となっている。

　２８３は有段壺。口縁部は有段部が長く外傾する。底部は若干突出し，上げ底である。胴部外面には

籠目痕跡がみられる。器台には有段器台・外反器台がある。２８４・２８５は有段器台の受部。口縁部は，

２８４が断面三角形に肥厚するタイプで，２８５が断面長方形のタイプである。２８６は外反器台で，口縁

端部が肥厚し幅広になる。全体的に器壁が厚い。２８９・２９１・２９２は有段高杯。２９４・２９５は外反脚

である。３０１は有鈕蓋のつまみ部で上面が窪む。

　２１６１号土坑（ＳＫ２１６１，第１７・５４図）

　Ａ８地区ＳＨ１０の南東部に位置し，平面形は長軸１ｍ，短軸７０㎝の隅丸方形である。深さは１４㎝と

浅い。周辺の土坑と関連があると思われる。遺物は弥生土器のみで１点図示した。３０２は有段甕の口

縁部で，有段部がやや内傾し，端部が丸い。

 



第５０図　遺構実測図　（1/20・1/40，1/10） 
Ａ７地区　１．ＳＫ１７０４　２．ＳＫ１７２４　３．ＳＫ１７４９　４．ＳＫ１７５０　５．ＳＫ１７５２　６．ＳＫ１８２９ 
　　　　　７．ＳＫ１７７６　８．ＳＫ１８２３　 
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第５１図　遺構実測図　（1/40） 
Ａ７地区　ＳＫ１７８４・ＳＫ１８２７・ＳＫ１８２８・ＳＫ１８３５ 
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4． 2.5Y3/1黒褐色シルト質ローム（5Y6/4オリーブ黄色砂質ローム10％混,炭化物3％混） 
5． 5Y6/4オリーブ黄色砂質ローム（2.5Y3/1黒褐色シルト質ローム5％混） 
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第５２図　遺構実測図　（1/20，1/10） 
Ａ８地区　１．ＳＫ２１３１　２．ＳＫ２１５２　３．ＳＫ２１５６　 
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第５３図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＫ１７０４（ ～ ）　ＳＫ１７４９（ ）　ＳＫ１７５０（ ～ ）　ＳＫ１７５２（ ・ ）　 
　　　　　ＳＫ１７７６（ ～ ）　ＳＫ１７８４（ ～ ）　ＳＫ１８２７（ ～ ）　ＳＫ１８２８（ ）　ＳＫ１８２９（ ） 
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第５４図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ８地区　ＳＫ２１１３（ ）　ＳＫ２１１８（ ・ ）　ＳＫ２１２０（ ）　ＳＫ２１３５（ ） 
　　　　　ＳＫ２１５２（ ～ ）　ＳＫ２１２９・ＳＫ２１５６（ ～ ）　ＳＫ２１５６（ ～ ）　ＳＫ２１６１（ ） 
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Ｆ　溝・自然流路

　１７０１号溝（ＳＤ１７０１，第５５～５９図，図版８・５３～５６・１３２）

　Ａ７・８地区の南側は東西に延びる谷地形となっているが，これの北側の肩部上で谷地形に平行し

て掘削された溝である。断面はＶ字形を呈し，埋土は上流の東側では黒褐色砂質土など砂気の多い土

が堆積するが，西側では腐食した植物質を多く含む黄灰色粘土質ローム，黒褐色粘土質ローム，暗灰

黄色シルト質ロームがレンズ状に堆積しており，やや澱んだ状態であったと推測される。この西側の

中層からは刳物桶の側板が内側が上に向いた状態で出土している。また，ＳＩ３の排水溝との合流点

から東へ長さ約２ｍにわたって弥生土器が一括して出土した。器種は甕・壺・高杯・器台・鉢・蓋な

ど種類に富み，何らかの祭祀行為を行った後廃棄された推定される。また，この他にもＡ８地区境近

くの北側肩部で壺と鉢の計４個体がかたまって出土しており，破砕してはいるが，４個体ともほぼ完

形に復元することができた。このようにＳＤ１７０１周辺，及び谷地形落ち際周辺は，集落の南端の位置

にあたり，遺物包含層であるⅣａ層掘削時においても土器の出土量が非常に多かった。このことから，

当時の集落における廃棄場になっていたとも推定される。

　出土遺物には弥生土器・木製品がある。

　弥生土器は，甕・壺・鉢・高杯・器台・蓋がある。

　甕には擬凹線甕・有段甕・平縁甕・有稜甕があるが，量的には有段甕の比率が高い。擬凹線甕の

３０７は口縁端部が僅かに外反し，口縁部内面には指頭圧痕，頸部内面にはハケメ痕が残る。３０８は頸

部が欠損するが，頸部外面に軽い縦方向のハケメが施され，器壁は厚く，砂粒の多く混じる胎土の土

器である。３０９は擬凹線が施されていた有段部が水平に欠損するもので，意図的に打ち欠かれたもの

と考えられる。体部外面には全面に横方向の荒いハケメ調整が施される。有段部の幅が狭い３１０は口

縁端部が面取りされる。有段甕は口縁部が外反するものと直上に伸びるもの，内面の屈曲があまくな

っているものがある。３１５はほとんどの中型甕の外面にススが付着しているのに反し，ススの付着が

全く見られないほぼ完形に近い土器である。３１８は肩部に斜行短線文を施すもので，その下には浅い

平行沈線が巡る。３１３は強いヨコナデにより有段部に稜をもつ有稜甕で，口縁端部は面取りされる。

３１９は平縁甕で，外面には荒い横方向のハケメが施され，頸部内面にもハケメ痕が残る。３２０は高さ

１１．３㎝の小型平縁甕で，外面は全面ハケメ調整が施される。外面にはススの付着は認められない。

　壺には短細頸壺と有段壺がある。３２１はハケメ後ヘラミガキ調整の球胴部に，直上に伸びる内外面

ハケメ調整の口縁部が付くものである。口縁端部は面取りし，口縁部外面には調整による粘土の動き

がそのまま残り，胴部に比してやや仕上がりに雑な印象がある。３２２は算盤玉状の胴部で，口縁部内

外面，胴部外面にはヘラミガキ調整が施されるが，胴部下半には全面にススの付着が認められる。

３２３も算盤玉状の胴部をもつ器高の低い有段壺で，外面全体にススの付着が認められるが，口縁部外

面から胴部上半が横方向，下半が縦方向のヘラミガキ調整が施される。

　３３３・３３２は有段器台。３３３は小片で，屈曲部が丸く口径も小さいことから，壺の口縁部の可能性

がある。３３２には内外面に赤彩の痕跡が残る。３２７は短い脚部に大きく外反する杯部が付く有段高杯。

口縁端部は面取りされ，内外面は丁寧なヘラミガキ調整が施される。脚裾端部は丸縁で，ヨコナデ調

整，脚裾部内面にはハケメ調整が残る。３２８は高杯の脚部で，脚裾端部は内外面ヨコナデ調整，外面

は縦方向のヘラミガキ調整で，裾部には指頭圧痕が数箇所残る。

　鉢は有段口縁のものばかりである。３２９は内外面横方向のヘラミガキ調整。３３０・３３１は口縁部の

有段があまい。３３１の表面には全体に厚くススが付着し，一部器面が爆ぜている。
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　蓋は有鈕蓋（３２４・３２５）・返し付蓋（３２６）がある。すべてほぼ完形である。３２４は大型の蓋で，

つまみは中央が窪んだ長円形を呈する。口縁部は膨らみをもって広がり，端部は面を取る。外面赤彩。

内面には口縁部にわずかに赤彩が残る。３２５は頂部が平坦な蓋で，内外面は丁寧なヘラミガキ調整。

３２６はかえりの付く壺蓋。つまみ部は中央が窪み，外面には赤彩の痕跡が残る。

　木製品は刳物桶の側板（３０３・３０４）が出土した。３０３は平面が楕円形になる刳物桶の短辺部分で，

胴部外面中位に台形の突起を削り出すタイプのものである。外面はほぼ全面に火を受けて炭化してい

る。器高は５１．４㎝と大型で，断面はやや胴部中位から口縁部にかけて内傾し，口縁端部はわずかに厚

い。底部は斜めに厚みを増して段を作る。これに接合できる破片があり，それによって底部が延長で

きるものの，内面に底板を止める装置は確認できなかった。３０４は３０３とは別個体の刳物桶底部断片

である。内外面に火を受けており，炭化が激しい。樹種はいずれもスギ。

　１８２４号溝（ＳＤ１８２４，第５５・５６・５９図，図版５６）

　Ａ７地区北西側境で弧を描く溝を検出した。部分的検出であるため明確には言えないが，竪穴建物

の周溝となる可能性もある。幅は約８ｍ，深さは１５㎝と検出した竪穴建物に比べればやや小型ではあ

る。埋土は黒褐色粘土質ロームが主に堆積する。

　遺物は弥生土器の甕・台付壺・高杯・鉢が出土している。甕は擬凹線甕（３３４～３３６）と付加状甕

（３３７）・平縁甕（３３８）がある。３３４と３３６は擬凹線が口縁部に巡るが，口縁部内面に段を有せず，

外面に粘土帯を貼り付けて有段状としている。いずれも小破片である。３３８の肩部には櫛状工具によ

る稚拙な波状文が巡る。３３９は鉢の口縁部と思われる小破片で，調整は外面に一部ハケメ痕が残る内

外面横方向のヘラミガキである。外面は赤彩されるが，ススが付着する。３４０は台付壺の胴部片で，

赤彩される。突帯は欠損し，痕跡が残る。３４１は鉢形高杯の杯部である。底部の剥離痕から脚部が付

加すると考えられる。内外面横方向のヘラミガキ調整である。

　１８２５号溝（ＳＤ１８２５，第５５・５６図）

　Ａ７地区に位置する，柵ＳＡ１の北辺に平行するように東西に延びる幅４０㎝，深さ１０㎝の溝。Ⅳｂ

層上面で検出。ＳＩ２の南側に位置することからこの住居域の境を示す溝の可能性もある。遺物は弥

生土器片が出土した。

　１８２６号溝（ＳＤ１８２６，第５５・５６図）

　Ａ７・８地区にまたがる東西に延びる溝。Ⅳｂ層上面で検出し，ＳＩ２の周堤盛土・周溝遺構ＳＨ

９を切ることから，建物廃絶後の遺構である。埋土は黒褐色粘土質ロームの単層である。遺物は弥生

土器片が出土している。

　２１０２号自然流路（ＳＤ２１０２，第５５～５７・５９図，図版５６）

　Ａ８地区に位置し，集落の北側を区画する東西に延びる溝。東端はＢ１地区南端から延びている。

溝というよりは流れの分岐が見られることから，自然流路が区画溝の役割を果たしていたと言う方が

正しい。場所によっては流れは本流のＳＤ２１０２の他に５条の分流が認められる。埋土上面には有機質

を含む黒色土が堆積していた。周囲一帯は遺構密度が稀薄で，集落の縁辺の様相を示す。

　出土遺物には弥生土器・木製品がある。３４２は丸縁甕。胴部外面は左上りのハケ調整。中位はスス

が厚く付着。内面ヘラナデ。３４３は天王山系土器で，壺の口頸部である。口縁部は外傾し伸びるが，

途中で再び屈折し内傾する。口縁部の屈折点下には平行沈線文が，屈折後の内傾面には下から破線文，

交互刺突文，綾杉文，口縁端部には破線文が施される。木製品は板材（３０５・３０６）が出土している。
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第５６図　遺構実測図　（1/40） 
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第５８図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ７地区　ＳＤ１７０１ 
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（２）包含層出土遺物

Ａ　土器（第６０～６５図，図版５６～６３）

　包含層（Ⅳ層）出土の弥生土器には甕・小型甕・壺・小型壺・台付壺・器台・高杯・鉢・台付鉢・

有孔鉢・蓋・ミニチュア土器がある。またこの他に天王山系土器が共伴する。出土量は前述したよう

に調査区南側の谷部周辺からの出土が多い。

　甕（第６０～６２図，３４４～３７８・３８０・３８１・３８４～３９９）

　甕は擬凹線甕・有段甕・有稜甕・平縁甕・付加状甕・丸縁甕がある。３者の比率は有段甕が量的に

一番多く，これに平縁甕が続く。受口甕は図示したものの中にはない。

　擬凹線甕（３４４～３６０）　３４４～３４８は所謂月影式の特徴を有するものである。特に３４４・３４５は

口縁端部が尖縁となり，内面には指頭圧痕が残る。頸部内面に面を取り，そこにはハケメ調整が施さ

れる。３４６・３４７は指頭圧痕が残るが，頸部内面にハケメ痕が残らない。３４８は頸部内面にハケメ調

整痕が残るが，面を取らない。胴部の調整はいずれも外面ハケメ調整，内面ヘラケズリ調整で薄く仕

上げる。３４９～３５２は口縁端部が丸縁となり，有段があまくなっているものである。３５０・３５１の頸

部には板の木口による斜行短線文が施される。３５５～３５９は直立する幅の狭い有段部に２～３本の擬

凹線が施され，口縁上端部に面を取るものである。３５６と３６０は胎土に海綿骨針の混入が顕著で，質

感や色調が良く似ている。３５３～３６０は擬凹線文を施すが，口縁部内面が有段となっていない。

　有段甕（３６１～３７４・３８１）は有段無文の口縁部の形態は様々である。口縁部は直立するものと外

反するものに分かれ，口縁端部は尖縁のもの，丸縁のもの，上面で面を取るものに分けられる。器面

調整は胴部外面はハケメ調整で，ほとんどが縦または斜め方向であるが，横方向のものもある。内面

はハケメ調整とヘラケズリ調整がある。肩部には斜方向に刺突文を施す個体がある（３７７・３７８）。３７７

は板状の木口，３７８はヘラ状のものを原体に施文している。３６２・３６３は口縁端部を摘み上げて有段

状とするタイプで，３６３は内外面のハケメ原体が異なり，外面のハケメが荒い。３６４は口縁端部が尖

縁で，直立する口縁部内面には指頭圧痕が残る。３６８はＳＩ２周辺の包含層から出土した大型の甕ま

たは鉢である。口縁部外面は横方向のハケメ調整後ヨコナデ調整で，頸部内面にはヘラケズリ調整が

残る。胴部は内外面ハケメ調整で，外面は肩部が縦方向，胴部中位が横方向，下位が斜め方向と変化

する。小径の底部外面にはハケメ調整が残る。一部焼成時の高温による器面の荒れが認められるが，

焼成は良好で，内外面にはススなどの炭化物の付着は認められない。３６９は口縁部から胴部にかけて

全体に厚くススが付着するもので，底部内面にも炭化物の残留が認められる。底部は小径で中央部が

くぼむ。３７１の有段部は２段の強いヨコナデによって，中央が線上に盛り上がる。

　有稜甕（３７５・３８０）の口縁端部は３８０が外傾，３７５が直上に伸びる。３８０は外面縦方向のハケメ，

内面横方向のケズリ調整で肩部には貝殻刺突文が施される。

　平縁甕・付加状甕・丸縁甕（３８４～３９９）　３８７は付加状甕で，端部は上方に摘み上げる。３９０は平

縁甕で，厚い口縁部をもち，胴部外面はヘラ状器具で荒くナデて仕上げられる。３８８は口縁部外面に

ヨコナデ調整をするが，粘土の接合痕が明瞭にわかる。３９３は口縁部が内湾気味に立ち上がり，端部

が内側に丸くおさまる。３９５は外反する口縁部で，頸部内面には指頭圧痕が残る。３９８は口縁部内面

と外面がハケメ調整であるが，工具のあて方が雑でやや粗野なつくりの土器である。３９９は斜め上方

に伸張化した口縁部に頸部のくびれが少ない胴部がつく。口径が胴部最大径よりやや大きい鉢形の器

形を呈する。
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　小型甕（第６１・６２図，３７９・３８２・３８３）

　有段甕と平縁甕がある。３８２は器高が低く，胴部最大径より口径が大きい。内外面ハケメ調整であ

る。３８３は口縁部を欠損するが丁寧なつくりで，胴部外面下半と内面，及び底部外面がヘラケズリ調

整である。

　壺（第６２・６３図，４００～４０５・４１２～４２４）

　壺には短頸壺・広口壺・細頸壺がある。細頸壺（４２３・４２４）は口縁部のみの出土である。

　短頸壺には有段短頸壺（４００）と擬凹線短頸壺（４０１）がある。４００は有段小型壺の４０７・４０８と

有段鉢の４４８と谷地形肩部で一括出土したもので，破砕してはいたが，ほぼ完形に復元できた個体で

ある。頸部・胴部内外面が丁寧なハケメ調整で，中央がわずかに窪む厚めの底部が付く。４０１は幅の

狭い有段部に擬凹線文を施すもので，胴部の調整は外面ハケメ，内面ヘラケズリ調整で，底部は平底。

　広口壺では有段壺（４０２～４０５・４１２～４１４）の割合が高い。全形を知り得る個体は無い。４０２は

ヘラミガキ調整の有段部外面に一部波状文が残る。また，４０３もヨコナデ調整の有段部下半に浅い擬

凹線文がめぐる。４１５は斜め上方に伸びる短い口縁部が端部でやや内屈するものである。外面には口

縁から胴部にかけてススが付着する。口縁部内外面ヨコナデ調整で，胴部はヘラ状器具で浅くナデて

いる。底部は接合できないが深く中央が窪む形態である。４１６・４１７・４２２は口縁部が斜め上方に直

線的に伸びるもので，口縁部外面はハケメ調整である。４２２の内面には円形の竹管刺突文が押印され

る。４１８は長めの頸部に直立する短い口縁部が付く。口縁端部を上方に摘み上げてヨコナデを施す。

後に外面には横方向のヘラミガキ調整を施し，頸部にはそれに比して縦方向のヘラミガキが施されて

いる。４１９・４２０は長めの頸部に緩やかに外反する短い口縁部が付く。同一個体の可能性がある。外

面はヘラミガキ調整で，胴部内面はヘラケズリ調整である。胴部外面と口縁部内外面に赤彩の痕跡が

残る。４２３・４２４も外面赤彩される。４２３は口縁端部を上方に摘み上げ，横方向のヘラミガキが施さ

れる。４２４は口縁端部内側に面を取る。

　小型壺（第６３図，４０６～４１１）

　図示したものはすべて有段小型壺である。４０６～４０８は算盤玉形の胴部を有し，口縁部内外面・胴

部外面に丁寧なヘラミガキ調整が施される。４０６は口縁部内外面と胴部外面が赤彩されている。４０８

は内外面丁寧はヘラミガキ調整で，底部外面もヘラミガキ調整される。口縁部・胴部外面にタール状

のススが全面に薄く付着しており，胴部下半は爆ぜたような器面の剥離が顕著である。４０９は口径が

胴部最大径より大きく，口縁部内外面，胴部外面はヘラミガキ調整されるが，胴部内面はヘラケズリ

調整である。４１０・４１１は内外面赤彩される。

　４２１は台付壺，または台付鉢の底部である。脚台部内面，底部内面にハケメが残る。

　器台（第６３図，４２５～４２９）

　器台は擬凹線器台と有段器台がある。４２６は直立する口縁部に擬凹線が施される受部をもち，これ

に外展する脚部がつく。外面は赤彩される。有段器台は短い口縁部が直立する浅い受部のものである。

４２８は外反する口縁部をもつもので，高杯の可能性もある。４２５は脚基部径が大きく，外反器台の脚

部と考えられる。
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　高杯（第６３・６４図，４３０～４４１）

　高杯は有段高杯（４３０～４３３・４３５）と有段鉢形高杯（４３４）・開脚高杯（４３６）がある。４３０は小

型の有段高杯で，口縁部は端部が外側に屈曲し，脚部は棒状である。４３１は口縁端部を摘んでヨコナ

デしており，上端部に浅い沈線が巡る。杯部は内外面横方向のヘラミガキ調整で，杯部内外面と脚部

外面は赤彩される。外展する脚部には２孔１対の透孔が３箇所穿たれる。４３２は口縁部内側に粘土帯

を貼り付けて帯状に肥厚させ，端部は面を取る。口縁部と杯底部の境には擬凹線が巡る。口縁部内外

面，杯部内面は横方向のヘラミガキ調整である。内外面赤彩される。４３５はハの字状に開脚する脚部

をもち，口縁部を欠損する有段高杯である。脚裾部には３箇所に透孔が穿たれ，脚裾端部は面を取り，

ヘラ状器具でナデられる。４３３は杯底部を欠損した盤状高杯の口縁部で，外面全体にススが付着して

おり，転用されたものである。４３４は有段鉢形高杯で，丸く膨らみをもった杯底部と外反する口縁部

の境には，広めの強いヨコナデを施して段を強調する。内外面には赤彩が施される。器形としては鉢

となる可能性もある。４３６は脚裾部を欠損する開脚高杯。他の出土した開脚高杯の多くが赤彩される

のに対し，これには赤彩は見られない。４３７～４４１は高杯の脚部で，４４０のように有段棒状脚はＡ地

区での出土は珍しい。有段部の肩には浅い刻みが等間隔に施され，２孔１対の透孔は４箇所に穿たれ

る。脚裾端部は面を取る。４４１も棒状脚で脚裾部が開脚するもので，４箇所に１孔の透孔が穿たれる。

脚裾部内面はハケメ調整である。４３９は低脚の短い棒状の脚部で，上端に接合痕が残る。椀形の杯部

が付いていたと推測される。脚裾部内面にはススの付着が認められ，蓋に転用されていた可能性があ

る。４３８の脚基部は円筒状を呈し，脚裾部で開脚する。

　鉢（第６４図，４４２・４４３・４４６～４６０）

　鉢は有段鉢（４４２・４４３・４４６～４５３）と，無頸鉢（４５４～４６０）がある。有段鉢が一番多く，口

縁部が長く外反するものと，口縁部が短く屈曲があまいものに分けられる。調整はほとんどが外面ヘ

ラミガキ調整であるが，４４６・４５２のようにハケメ調整のものもある。４５２には外面にススが付着す

る。また，４４２は口縁部ヨコナデ調整，体部が内外面板状工具によるナデ調整で，器高の低い皿形の

器形である。強いヨコナデ調整によって有段状に見せているという表現が相応しい。４４７は有段部が

あまく，口縁端部を強めにヨコナデする。無頸鉢は体部が直線的に立ち上がるものと内湾気味のもの

に分けられる。外面調整はハケメ調整とヘラミガキ調整のものがある。４５４は内外面ヘラミガキ調整で，

底径が大きい杯形の器形である。底部外面はナデ調整されており，体部外面にはススが付着する。

４５６・４５９の口縁部外面はヘラ状器具でヨコナデし，体部はナデ調整される。４５６の体部内面はヘラ

ケズリ調整される。４５７・４５８は内外面ヘラミガキ調整されるもので，４５７は内外面赤彩され，４５８

の内外面にはススの付着が認められる。４６０は斜め上方に直線的に伸びる体部をもつもので，内外面

荒いハケメ調整である。厚い底部の外面中央には，直径５㎜の貫通しない孔が穿たれる。

台付鉢（第６４図，４４４・４４５）

　４４４は椀形の胴部に高台状の脚部がつくもの。口縁部内面と体部はヘラミガキ調整で，一部外面に

赤彩痕が残る。４４５は短く踏ん張った形の脚台部である。

　有孔鉢（第６５図，４６２～４６５）

　全形が判るものは４６２のみである。砲弾型の器形で，内外面ハケメ調整，外面下半部はヘラケズリ

調整，尖底部に直径７㎜の孔が外側から穿たれる。４６４はここに掲載しているが，甕の底部に穿孔さ

れたものである。底径２．８㎝の底部中央に直径５㎜の孔が穿たれる。４６５は内外面荒いハケメ調整の

平底の有孔鉢である。底部はハケメ調整後ナデ調整で，中央に長軸１．１㎝の長円形の孔が穿たれる。
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　蓋（第６５図，４６６～４７１）

　すべて有鈕蓋である。つまみは中央部が浅く窪むもの（４６６～４６８），大きく窪み輪状になるもの

（４６９・４７０），ボタン状のもの（４７１）がある。内外面の調整はヘラミガキ調整が主で，４６６のみが

内外面ハケメ調整である。４６６はつまみ端部は摘んで仕上げられ，つまみ基部に指押さえ痕が残る。

また，口縁端部と内面には一部ススの付着が認められる。

　ミニチュア土器（４６１）は手捏ねの鉢形土器で，口縁部がやや内湾気味に立ち上がり，内面はケズ

リ調整される。

　天王山系土器（第６５図，４７２～４７９）

　天王山系土器はＡ７・８地区の調査区中央部の包含層から甕（４７２～４７４・４７６～４７８）・壺（４７５・

４７９）が出土している。４７２・４７９はまだ破片が大きいが他は小片で，全形を知り得るものはない。

４７２は口縁部が外反し，胴部があまり張らない器形である。口縁端部には内外面から刻みが施され，

小型の突起が付く。平行沈線に区画された口縁部外面には縦位の縄文が充填され，中央には連弧文が

見られる。胴部上半の文様帯には，横位の帯状縄文を押圧した後平行する沈線で菱形文を描いている。

菱形文の中央は擦り消される。この文様帯の表面は，ナデつけられたようにやや光沢を帯びる。４本

の平行沈線文で区切られたこの下端は，下向きの連弧文を巡らす。頸部には補修孔と思われる孔が１

箇所穿孔される。４７４は刺突文と工字文風の沈線文が施文された小片である。４７７は甕の口縁部片。

口縁端部を面取りし，内面には細かい刻みを施し，外面は剥離しているが，交互刺突文が施されてい

た痕跡が残る。沈線に区画されたＲＬの縄文地に連弧文が施文される。４７９は細かいＲＬの縄文が縦

位に押捺される壺で，口縁端部は内外面から刺突文が施され２個１対の小突起が付される。胴部には

補修孔が２個縦位に穿孔される。

Ｂ　石製品（第６５図，図版１４８）

　石製品は石鏃・凹石・砥石が出土した。Ｂ地区と比較すると出土量は少ない。

　４８０は流紋岩製の有茎石鏃。色調はＢ地区で出土した鉄石英製の管玉未成品等に近いが，より強い

光沢をもつ。茎部は欠損している。ＮＥＪ－０７の埋蔵文化財包蔵地確認調査で出土しており，報告書

 （注９）に掲載されたものと同じである。本調査時のＡ７地区に相当するトレンチで出土した。４８１は流

紋岩製の凹石。扁平な礫の表裏に，敲打で生じた直径１～３㎜程度の痘痕状の窪みの集合によって凹

部が形成されている。表面は凹部が特に顕著で円形に窪み，裏面は表面よりも浅い窪みになっている。

使用例としては錐などの固定具が考えられる。４８２は泥岩製砥石。砥面は平滑で，中～仕上げ砥と思

われる。実測図は２点の破片の接合状態を示しているが，分割後の破片を砥石としてさらに使用して

いる。４８３は泥岩製砥石。地面側は欠損する。表裏両側面の４面に線状痕がみられる。砥面は平滑で，

中～仕上げ砥と思われる。

注９　財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所　１９９３『能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告－小矢部市～福岡町間－』
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第６１図　遺物実測図　（1/4） 
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第６３図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ地区　包含層 
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第６４図　遺物実測図　（1/4） 
Ａ地区　包含層 
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第６５図　遺物実測図　（ 　2/3， ～ 　1/3， ～ 　1/4） 
Ａ地区　包含層 
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４　Ｂ地区

（１）遺構と遺物

　Ｂ地区では，Ｂ１～７までの全地区で弥生時代の遺構を検出した（第６６図）。検出した遺構は竪穴

建物２２棟（周溝式竪穴建物１５棟，竪穴建物３棟，周溝式平地建物４棟），掘立柱建物５棟（うち周溝

式掘立柱建物２棟），周溝遺構３２棟，畠，柵，道路，土坑，溝，自然流路などである。集落は畠など

の生産地（Ｂ１・３地区南側），自然流路や溝群などの空閑地（Ｂ２地区・Ｂ４地区西側・Ｂ７地区

北側），建物・道路・土坑などの生活地（Ｂ３地区北側・Ｂ５・６地区・Ｂ７地区南側）の大きく３つ

の区域に分かれ，建物を多く検出したＢ５・６地区がその中心となる。遺構の時期は，出土した弥生

土器から弥生時代後期（猫橋～法仏式期）に相当する。

Ａ　竪穴建物

ａ　周溝式竪穴建物

　５号周溝式竪穴建物（ＳＩ５，第６７～６９・１１１・１４０・１４１図，図版１２・６４・１５０・１５５～１５７）

　Ｂ３地区の北端に位置する。周溝の一部がＢ４地区にかかり，南西側を古代～中世の自然流路ＳＤ

２２０１に削られている。調査時は，複雑な埋土であったため５棟に分けていたが，隣接するＢ５地区の

様相から整理段階で１棟とした。周溝は，西側の一部が２重になっている他は１重で巡る。東側でＢ

５地区ＳＩ６の排水溝に合流する。周堤の盛り上がりは確認できなかった。柱穴は７基あるが並ばな

い。いずれも浅い。土坑は屋内部にＫ４・９の２基，屋外にＫ１０の１基がある。なお，建物は１棟と

考えたが，屋内部のプランが不整形，柱穴の位置，周溝の一部が２重になっていることから建て替え

があった可能性も考えられる。

　遺物は，屋内部から弥生土器・石製玉作関連遺物・ガラス製玉類，Ｐ２・５・７から弥生土器・緑

色凝灰岩剥片，Ｋ９から弥生土器・緑色凝灰岩剥片，周溝から弥生土器・石製品・緑色凝灰岩剥片が

出土した。またＰ７からは，底面に弥生土器甕が横倒しの状態で出土した。遺構の時期は弥生時代後

期で，排水溝を共有するＢ５地区ＳＩ６と同時期であろう。

　弥生土器は甕・壺・高杯・鉢が出土した。４８４～４８８は甕。４８４は擬凹線甕。４８５は付加状甕で胴

部外面ハケ，内面ケズリ。４８６・４８７は刺突受口甕。４８６は胴部から底部にかけて一部スス付着。頸

部にハケの後，板状工具によるナデ，その下に連続刺突文を施す。４８７は，口縁部に３点１単位の櫛

状工具による上方からの列点文を施す。４８８は底部で外面スス付着。底面は上げ底状。４８９は擬凹線

短頸壺で，外面スス付着。口縁外面を赤彩する。外面の調整はハケの後にナデ。４９０・４９１は高杯。

４９０は，有段高杯で裾部外面に黒斑が残る。脚部に１孔を確認した。裾部内外面にススが付着し，破

損後に蓋として２次利用されたことが窺える。４９１は鉢形の杯部で，口縁部に４条の沈線を施す。内

外面に赤彩痕が残る。４９２は擬凹線鉢。内外面ミガキの後，赤彩。底部に黒斑が残る。４９３はミニチ

ュアの鉢か。内面にミガキを施す。４８４・４８８～４９１・４９３は柱穴，４８５・４８６は周溝，４８７・４９２は

排水溝から出土した。

　石製品は花崗岩製の敲石（９７４）が出土した。敲打面は天地面の２面ある。周溝から出土した。

　石製玉作関連遺物は屋内部から緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，勾玉未成品が出土した。

また遺構検出時に周溝部分や隣接するＳＫ２９８３も含めて，８００点以上もの緑色凝灰岩剥片が出土した。

９７６～９８４は緑色凝灰岩製管玉の形割工程品。９７８は縦方向の分割により形割の素材剥片を割り取っ

た様子が窺える。９８５～９８９は緑色凝灰岩製管玉の研磨工程品。９９０～９９６は緑色凝灰岩製管玉の穿
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孔工程品。孔に沿って縦方向に割れたものが多い。９９７・９９８は勾玉完成品。ともに石材は同じであ

るが不明。扁平で薄い勾玉である。

　ガラス製玉類は屋内部から管玉（９９９）が出土した。色調はターコイズブルーである。

　６号周溝式竪穴建物（ＳＩ６，第６７・７０・７１・７４・１１２～１１４・１３１・１４２・１４３・２３８図，図版１２・１３・

６５～６８・１３３・１５５～１５８・１６２・１６４）

　Ｂ５地区の南西端とＢ４地区南東端に位置する。Ｂ４・５地区の間は水路があったため，一部調査

が出来なかった。なお，当建物はＢ４地区調査時では建物と想定できず，土坑群として検出したが，

整理時にＢ５地区と図面を合わせて見たところＳＩ６の一部と判明した。周溝は途切れ途切れで全周

せず，南側でＢ３地区ＳＩ５へとつながる排水溝へ流れている。周堤の盛り上がりは確認できなかっ

た。屋内部の施設はＢ５地区のみで確認し，壁溝が全周し柱穴２基が並び，南側に土坑がある。形状

は方形であろう。屋内の埋土はほぼ２層。柱穴はＰ１・２の２基を検出したが，その位置から本来は

４本柱であったものと考えられる。Ｐ１は柱根が残り，掘形は柱根よりやや大きい程度であった。Ｐ

２には柱根は残っていなかったが，断面で柱痕跡を確認した。屋内土坑はＫ１～３を検出した。Ｋ１

は方形の２段掘りを呈し，内部とその周辺に弥生土器壺・甕・高杯がほぼ完形で見つかっており，貯

蔵穴と考える。Ｋ２・３は浅い小穴で，埋土に炭化物が多く入っていた。これらは炉の灰などの排土

を埋めるための穴と考えられる。

　遺物は，屋内部・周溝・土坑から非常に多くの弥生土器が出土した。特に屋内部では，Ｋ１の周囲

にほぼ完形で潰れた状態で甕・壺・高杯が並んでいた。このことから屋内部に棚状のものがあり，そ

こに物が置かれたまま廃絶したものと考えられる。またＢ４地区の周溝からは，横位で完形の甕，そ

の隣に擬凹線台付壺が立位で出土した。この他に石製玉作関連遺物・ガラス製玉類・鉄製品が出土し

た。

　弥生土器は甕・壺・高杯が出土した。４９４～５０３は甕。４９４・４９５・４９７・５００～５０２は外面スス

付着。４９４～４９７は受口甕。４９４の底部は上げ底状。４９６・４９７は小型甕。４９６は受口状口縁が崩れ，

くの字状口縁に近い形状のもの。４９８・４９９は平縁甕。４９８の底面には圧痕が残る。４９９の調整は，

内外面ともに板状工具によるナデ。５００は付加状甕。調整は，外面が板状工具によるナデ，内面が胴

部上半をケズリ，下半をカキトリ。５０１～５０３は丸縁甕。５０３は摩滅が激しく，調整は不明瞭。５０４

～５１１は壺。５０４・５０５は短頸壺でいずれもハケ調整で，口縁端部を面取りする。５０５は胴部下半外

面にススが付着し，甕としての用途も窺える。５０６は擬凹線小型壺。口縁内面と外面に赤彩。頸部には，

２個１対の紐孔があり，出土していないが蓋の存在が窺える。胴部には，上半に１条の鋸歯文，中位

に２条の平行沈線と２条の鋸歯文，下半に２条の鋸歯文が薄く施されているが，ススが付着している

ため確認しづらい。外面は赤彩し，ススが付着していることから祭祀的な用途が考えられる。５０８は

広口壺。５０７・５０９は，口縁端部に櫛状工具による列点文を施す刺突壺。５０７には円形浮文がつく。

５０９は胴部下半にススが付着し，甕としての用途も窺える。５１０は無頸台付壺で，脚部を欠損。胴部

下半には，二次焼成によるススが付着している。５１１は擬凹線台付壺で，頸部に２個１対の紐孔が２

箇所ある。脚部は欠損しているが，口縁と同様に擬凹線が付くであろう。胴部には，平行沈線文・貝

殻文・２重の同心円文・刺突文からなる文様がその構成はそれぞれ異なるが，７段に渡って施されて

いる。外面は赤彩され，ススが付着しており，祭祀的用途が窺える。類例には，突帯部の形状はやや

異なるが，石川県押野タチナカ遺跡（注１０），石川県佐々木アサバタケ遺跡（注１１），鳥取県青谷上寺地遺跡

（注１２）などがある（注１３）。山陰系であろうか（注１４）。５１２～５２０は高杯で杯部が外反するもの。５１２
注１０　横山貴広　１９８９『押野タチナカ遺跡・押野大塚遺跡』石川県野々市町教育委員会
注１１　栃木英道　１９８８『佐々木アサバタケ遺跡Ⅰ』石川県立埋蔵文化財センター
注１２　北浦弘人他　２００１『青谷上寺地遺跡　３』財団法人鳥取県教育文化財団，湯村功他　２００２『青谷上寺地遺跡　４』財団法人鳥取県教育文化財団
注１３　楠　正勝　２００３「装飾器台の成立と展開」『庄内式土器研究XXⅥ』，久田正弘　２００３「弥生時代における影響関係について」『石川県埋蔵文化財情報　第９号』財団法人石川県埋蔵文

化財センター　に類例が記載されている。
注１４　高橋浩二　２００２「北近畿系統の土器と山陰系統の土器」『富山大学人文学部紀要　第３７号』富山大学人文学部のなかで，山陰系の搬入品もしくは忠実な模倣品と考えられるとしている。
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～５１４・５１６・５２２が外反脚，５１５・５１８・５１９が有段脚。５１３・５１９・５２１には赤彩痕が見られる。

５１４は口縁部と裾部の２箇所に黒斑が見られ，土器製作時に横に寝かせて（黒斑のある方が下になる）

覆い焼きによって焼成を行ったものと考えられる（注１５）。５１７は口縁内面に擬凹線が施され，全面赤彩

で漆による補修痕が残る。５１９は口縁端部にヘラ状工具による刻みが施されている。５２１・５２２は小型。

５２１は脚部上半に８条の平行沈線が施されている。５２３・５２４は鉢。５２３は受口状口縁の崩れたくの

字状口縁で，肩部に連続刺突文を施す。胴部下半にスス付着。５２４は受口鉢で，口縁と肩部に連続刺

突文を施す。外面に厚くスス付着。４９４・４９６・５０１・５０４・５０５・５１２・５１６・５２０・５２２～５２４は

屋内部，５０２・５０７・５１４・５１５は屋内部貯蔵穴，４９５・４９７～５００・５０３・５０６・５０８～５１１・５１３・

５１７～５２０は周溝から出土している。５１５はＳＩ７周溝から出土した破片とも接合した。

　木製品は柱根（９２２）がＰ１から出土している。残存状態が悪く，側面の加工は不明だが，木口は

石製工具で２方向から加工している。樹種はヤマグワ。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片・

鉄石英製管玉完成品，石英剥片・ひすい石核・剥片，勾玉完成品・未成品が出土した。１０００～１０１４

は緑色凝灰岩石核，緑色凝灰岩製管玉未成品。１０００は荒割工程品。表裏面の厚さをそろえて板状に

した後，左右側面を叩き折りで分割している。１００１～１００７は形割工程品。１００１は軟質で淡緑色の

石材。太型管玉の未成品の可能性がある。１００８～１０１４は研磨工程品。１０１５は穿孔工程品。１０１６は

鉄石英製の管玉。穿孔部分から縦方向に欠損している。光にかざすと若干多角柱状の稜の名残が観察

できるが，ほぼ円柱状に仕上げの研磨が施され，完成品に近い。１０１７～１０１９はひすいの石核で一部

に礫面を残す。１０２０はひすい製勾玉の研磨工程品。１０２１は勾玉の研磨工程品。天面は研磨されてい

ない。色調は淡緑色で，石材は不明である。１０２６は勾玉の完成品。色調は茶色で，石材は不明であ

る。両側穿孔である。屋内部は半分ほどしか検出していないが，剥片や未成品が多く出土し，勾玉・

管玉の生産を行っていた工房と考えられる。

　周溝からは緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，石英剥片・ひすい石核・剥片，勾玉

完成品が出土した。１０３２は荒割工程品で，素材剥片を分割した後の残核である。１０３５は緑色凝灰岩

製管玉未成品で，四角柱状に研磨した後穿孔したもの。１０３６は不明石材の石核。裏面に研磨痕が観

察できる。１０３７・１０３８は勾玉完成品。１０３７の色調は茶色で，石材は不明である。穿孔方向は孔内壁

が均一な円筒状になっており不明である。１０３８の色調は１０３７よりも黒色が強いが，同じ石材を用い

たものと思われる。両側穿孔である。頭端・尾端が１０３７は角張って，１０３８は丸く仕上げられている。

　ガラス製玉類は屋内部から小玉（１０２７～１０３０）が出土した。色調はターコイズブルー。４点とも

色・規格共にほぼ同一で，一連のものであったことが考えられる。

　金属製品は屋内部の埋土の土壌洗浄により鉄製錐（１０３１）が出土した。長さ９㎜，最大幅１．５㎜を

測る。石川県白山市の弥生時代後期の遺跡である乾遺跡（注１６）から，緑色凝灰岩と共に同様のものが多

量に出土しており，下老子笹川遺跡で出土した鉄製品も玉作りに関係することが考えられる。

　７号周溝式竪穴建物（ＳＩ７，第７２～７４・１１４・１１５・１３１・１３７・１４０・１４４・１４５・２７０図，図版１５・

１７・６４・６８～７０・１３３・１５４～１５８・１６０・１６２・１６７）

　Ｂ５地区の南側に位置する。周溝は，北東のＳＤ３５２８から建物を１周し，南西の排水溝を伝ってＳ

Ｄ２５４１に注いでいる。周堤の盛り上がりは確認できなかった。屋内部は壁溝が全周し，４本柱穴で中

央に炉をもつ他に土坑がある。形状はほぼ方形で，土坑のある南側が少し外に出る。屋内部の埋土は

炉のある中央部分が浅く（単層），壁溝に向かって深く（２～４層）なっている。柱穴には４本とも柱
注１５　岡安雅彦　１９９９「野焼きから覆い焼きへ　その技術と東日本への波及」『弥生の技術革新』安城市歴史博物館　に黒斑について詳しく記されている。
注１６　１９９１『社団法人石川県埋蔵文化財保存協会年報２　平成２年度』社団法人　石川県埋蔵文化財保存協会，２００３年２月に財団法人石川県埋蔵文化財センターにおいて開催された環日本

海交流史研究集会で実見させていただいた。
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根が残っており，柱穴の掘形は，柱根とほぼ同じ大きさであった。炉Ｋ１は，埋土に炭化物を含む深

さ約２０㎝の灰穴炉である。屋内土坑Ｋ２は，壁溝の南西部に接続し，方形と円形の２段掘りになって

いる。内部からは，弥生土器甕（逆位で潰れた状態）・高杯・棒状木製品（立位）などが出土してお

り，貯蔵穴と考える。Ｐ５は小穴でＫ２に隣接し，Ｋ２内に立位で見つかった棒状木製品と組み合わ

せて貯蔵穴Ｋ２の蓋として機能していたと考える。

　遺物はＫ２以外では，屋内部から弥生土器・木製品・石製玉作関連遺物，壁溝から弥生土器・石製

玉作関連遺物，周溝から弥生土器・木製品・石製玉作関連遺物・ガラス製玉類などが出土した。なお

当建物は，溝ＳＤ２５４１と道路ＳＦ３５２６に挟まれた場所に他の建物と切り合うことや隣接することなく

単独で位置することや大型の貯蔵穴の存在などから他の建物とは異なる特殊な性格が窺える。

　弥生土器には壺・甕・高杯・器台がある。屋内部から壺・甕・高杯，壁溝から高杯，周溝から壺・

甕・高杯・器台（横位で単独）が出土した。

　５２５～５３３は甕。５２５～５２７は擬凹線甕。５２７はくの字状口縁の変形か。５２８は刺突受口甕で，頸

部に７条の櫛描直線文を施す。５２９は受口甕。５３０は平縁甕。５３１・５３２は付加状。５３１は受口状口

縁の崩れた形で，口縁部に連続刺突文を施す。５３３は胴部下半～底部のみ。５２５～５３０・５３２・５３３

は外面スス付着。５３４～５４０は壺。５３４・５３５は短頸壺。５３６・５３７は装飾壺。５３６は口縁端部外面

に擬凹線と３個１対の円形浮文を２箇所，２個１対の円形浮文を３箇所施す。口縁端部内面に櫛状工

具による列点文と竹管文を施す。５３７は口縁端部を面取りし，櫛状工具による規格性のない列点文を

施す。肩部には５条１単位の櫛描波状文と直線文を施す。５３８は広口壺で，頸部に４～５条の擬凹線

を施すが，摩滅しており不明瞭。５３９・５４０は胴～底部のみ。５３９は底面上げ底状。５４０は外面にタ

タキ状の痕跡があり，この上にミガキを施している。５４１・５４２は器台。５４１は筒状に近い脚部。４

箇所に透孔がある。５４２は外反器台で，受部と脚部がほぼ同型のもの。口縁端部及び裾端部を面取り

し，付加状とする。脚部の３箇所に透孔がある。５４３～５４８は高杯。５４３は杯部のみで，口縁端部に

ハの字状スタンプ文を向きを変えて２列施し，赤彩する。５４４・５４５は拡張有段高杯で，杯屈曲部に

沈線を１条引く。５４４は口縁内面にススが付着しており，破損後逆位にして蓋としての２次利用が窺

える。５４５は裾部に上下２段の透孔がある。５４６は杯部に黒斑がある。５４７は裾部に３箇所の透孔が

あり，有段部と端部に連続刺突文を施す。５４８は裾端部にススが付着し，蓋としての２次利用が窺え

る。５２５・５２９・５３３・５３５・５３９・５４１・５４７は屋内部土坑，５２６・５３４・５３６・５３８・５４８は屋内部，

５２７・５２８・５３０～５３２・５３７・５４０・５４２～５４６は周溝から出土した。５４７はＳＩ６周溝から出土した

破片も接合した。

　木製品には柱根・用途不明部材がある。柱根はＰ１（９１８）・Ｐ２（９１９）・Ｐ３（９２０）・Ｐ４（９２１）

から出土した。いずれも側面を工具で加工し，整形する。９１８～９２０の断面はこの加工によって多角

形となり，稜線がよく残る。木口は９２１は不明瞭だが，９１８は４方向，９１９は３方向から石製工具で

加工し，平坦面を作り出す。９２０は木口を鉄製工具で加工し，平滑に仕上げている。樹種は９１８～９２０

がヤマグワ，９２１はコナラ節。９５５は周溝から出土した用途不明部材。おそらく方形となる板材の角

部分で，側辺に２箇所，上辺に１箇所，木釘が残存する。９５７は屋内部から出土した針状の用途不明

材。樹種はヒノキ。

　石製品は軽石（９７２）が出土した。若干面を持つように見えるが，全体に摩耗しており，使用痕な

どは不明である。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩石核，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，石英石核，
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勾玉完成品，蛋白石剥片が出土した。１０３９は緑色凝灰岩の荒割工程品。敲打により分割を行い，さら

に２分割しようと中央を敲打しているが，分割できていない。１０４０～１０５２は緑色凝灰岩製管玉の形

割工程品。１０４０は裏面が包含層から出土した１０４１の左側面と接合し，１０４１の右側面は同じく包含

層から出土した１０４２の左側面と接合する。立方体に整形した石核に少なくとも３回，１方向から打

撃を加え分割を行っている。１０４０の研磨痕は１０４１にも続きがあり，形割工程に入る前の石核整形時

のものである。１０４４は裏面に仕上げのような平滑な研磨が施されている。研磨痕はほとんど観察でき

ない。１０５３～１０５６は緑色凝灰岩製管玉の研磨工程品。１０５３は左右側面に研磨を施している。その

他は四角～多角柱になるよう研磨されている。１０５７・１０５９～１０６１は緑色凝灰岩製管玉の穿孔工程

品。１０５７は太型のものである。１０５９は天面からの穿孔が貫通している。地面側の欠損面には穿孔に

よりつけられた窪みが観察でき，両側穿孔の破片を利用したものである。１０５８・１０６２～１０６６は仕

上げの研磨から完成までの工程。１０６２～１０６６の表面は光沢を持つように研磨され，孔内壁は穿孔方

向が分からないほど円筒状に整形されている。また１０６２～１０６４の規格はほぼ同じである。１０５８は仕

上げの研磨の直前に荒い研磨で多角柱状から円柱状に整形したもの。長軸と平行になるように研磨を

施すものが多いが，これは直交するよう研磨を施している。１０６２は仕上げ研磨の際に穿孔の行き違

い部分が削り取られ，大きく穴になっている。１０６７・１０６８は勾玉の完成品。１０６７は頭部を欠損する

が，残存部の状況から完成品と思われる。１０６８の色調は淡緑色で光にかざすと若干光を通す。石材

は不明で，片側穿孔である。１０６９は石英の石核。裏面は礫面が残っており，石英は円礫を素材として

加工を行っていることがいえる。１０７０は蛋白石の剥片。ガラス質で若干光を通す。

　周溝からは緑色凝灰岩石核，緑色凝灰岩製管玉未成品，勾玉完成品が出土した。１０７２は緑色凝灰

岩の荒割工程品。天面は分割の際の敲打により打点が潰れている。１０７３は緑色凝灰岩製管玉の穿孔

工程品。１０７４は勾玉の完成品。色調は茶色で，石材は不明である。両側穿孔である。

　ガラス製玉類は管玉と小玉が出土した。１０７１は管玉で屋内部から出土した。穿孔部分から縦方向に

欠損している。ほかのガラス製品に比べ白濁しているため透明度は低い。色調はナイルブルーである。

１０７５は小玉で周溝から出土した。色調はターコイズブルーである。

　８号周溝式竪穴建物（ＳＩ８，第７５～７７・１１６・１３１・１４６図，図版１６・１７・６９～７１・１３３・１５５～１５８・

１６１・１６２）

　Ｂ５地区の西端とＢ４地区東端に位置する。Ｂ４・５地区の間は，水路があったため一部調査が出

来なかった。なお，当建物はＢ４地区調査時では，建物と想定できず，土坑群として検出したが，整

理時にＢ５地区と図面を合わせて見たところＳＩ８の一部と判明し，合成した。周溝はＢ５地区で全

周し，北側で一部２重になっており，掘り直しと考えられる。この２重周溝部分では，外側の方が新

しい。周堤の盛り上がりは大きくは確認できなかったが，その基部を南北の断面で確認した。屋内部

はＢ５地区側では，壁溝が全周し，柱穴・炉がある。形状は方形であろう。屋内の埋土はほぼ２層で，

壁溝付近で３層と中心から壁溝に向かって深くなっている。

　また埋土には炭化物が多く入り，床面には炭化材が中心に向かって放射状に残っており，「焼失住

居」と考えられる。炭化物は埋土全体に見られたが特に壁溝付近に多い。壁溝付近では更に炭化材も

多く残っていたことから，建物の燃焼時に中央部分が火元で火力が強く屋根材の上部は焼け落ち，下

部のみが炭化材として焼け残ったと考えられる。石野博信氏の焼失住居分類（注１７）では外炭Ｂ型となる。

　柱穴はＰ１の１基のみの検出だが，その位置から本来は４本柱であったものと考えられる。Ｐ１は

柱根が残り，掘形は柱根よりやや大きい程度であった。炉Ｋ１は隅丸方形と見られ，深さ約１０㎝で２
注１７　石野博信　１９８５『日本原始・古代住居の研究』吉川弘文館
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層からなり，上の層に炭化物が多量に含まれていた。

　遺物は屋内部・周溝の特に北側から非常に多くの弥生土器を検出した。屋内部では，壁溝上面に高

杯や甕が炭化材の間に多く出土した。この他に敲石・石製玉作関連遺物が出土した。

　弥生土器は壺・甕・高杯・器台が出土した。５４９～５６２は甕。５４９・５５０は擬凹線甕で，いずれも

５条の擬凹線を施す。５５０は小型で，肩部に連続刺突文を施し，口縁部にはススが厚く付着する。

５５１・５５２は有段甕。５５１は肩部に連続刺突文を施し，外面はほぼ全面にスス付着。５５２は外面を板

状工具ナデ，内面をケズリ。５５３・５５４は刺突受口甕だが変形し，くの字状口縁に近い形となってい

る。５５３はヘラ状工具，５５４はハケ状工具による連続刺突文を施す。５５５～５５９は付加状甕で，いず

れも外面にスス付着。５６０・５６１は有段無文口縁と付加状と折衷のようなもの。５６２は小型で丸縁。

胴部下半～底部に黒斑が見られる。５６３～５６６は壺。５６３はやや小型の広口壺。外面と口縁内面をミ

ガキ，胴部内面をケズリの後ナデ。５６４は小型壺。口縁・底部を欠損する。胴部内面に輪積み痕・指

頭圧痕が残る。外面スス付着。５６５・５６６は底部。５６５は底面上げ底状で，内外面スス付着。５６６は

小型と考えられ，底部内面に窪みがある。５６７・５６８は器台。５６７は擬凹線器台。擬凹線は口縁部が

８条，裾部が９条。裾部には４方透孔がある。５６８は筒状の器台受部と考えるもの。５６９～５７２は高

杯。５６９は杯と脚の接合部を欠いているが，高杯の棒状脚部。脚部上半に３条，中位に４条の平行沈

線を施す。５７０は口縁端部内面と杯部中位に半截竹管文を２列，脚有段部上面に半截竹管文を１列，

側面に半截竹管文を１列と竹管文を１列，裾端部に半截竹管文を２列とその間に竹管文を１列施す。

焼失住居から出土のため，ほぼ全面にススが付着している。５７１・５７２は裾部のみでそれぞれ透孔を

１箇所確認した。５７１は有段部に刻目を施す。５７２は有段部に擬凹線，端部に刻目を施し赤彩する。

５４９～５５９・５６１・５６３～５６９・５７１・５７２は周溝，５６０・５６２・５７０は屋内部から出土した。

　木製品は柱根（９２３）がＰ１から出土している。残存状態が悪く，側面と木口の加工は崩れて確認

できない。樹種はヤマグワ。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩石核，緑色凝灰岩製管玉未成品が出土した。量はＳＩ

１０（新）と比較すると少なく，小規模な玉作りが行われていたと考えられる。１０７６は隣接するＢ４

地区の包含層から出土した１０７７と接合した。一辺を研磨により整形している。１０７６の表面の天面側

から分割前に打撃を加えている。ここから分割はせず，表面の右側からの打撃で分割される。分割さ

れた１０７６・１０７７は荒割工程品で，次の段階の形割未成品を製作するための素材となる。１０７８は研

磨工程，１０７９・１０８０は穿孔工程のもの。

　周溝からは緑色凝灰岩石核，緑色凝灰岩製管玉未成品，ひすい石核，勾玉完成品が出土した。１０８３

は緑色凝灰岩の荒割工程品。１０８４・１０８５は緑色凝灰岩製管玉の形割工程品で，分割後調整を加えた

もの。長辺に打撃を加え石核から分割し，その後柱状品の天地面から押圧剥離を加え，やや多角柱状

に整えている。１０８６は緑色凝灰岩製管玉の穿孔工程品。１０８７は勾玉の完成品。色調は茶色で，石材

は不明である。穿孔方向は孔内壁が均一な円筒状になっており不明である。穿孔の周囲は表裏面共に

円形に一段窪んでいる。回転により発生したもので，穿孔の作業時に生じたものと考えられる。頭

端・尾端は丸く仕上げられている。１０８８はひすいの石核で一部に礫面を残す。

　９号周溝式竪穴建物（ＳＩ９，第７８～８２・１１７・１３２・１３７・１３８・１４０・１４６・１４７・２６２図，図版１８

～２０・７１～７３・７５・１３４・１３８・１３９・１５０・１５５・１５６・１５８・１６２・１６７）

　Ｂ５地区の北西端に位置する。北側が調査区外となっている。周溝は全周し，ＳＩ１０（旧）の周溝

を切る。周堤の盛り上がりは確認できなかった。屋内部は壁溝が全周し，柱穴・炉・土坑がある。形
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状は円形であろう。屋内の埋土はほぼ２層で，壁溝付近で３層と中心から壁溝に向かって深くなって

おり，噴砂により切られている。更に炉に切られる埋土が屋内部全域に広がっていることと，周堤部

に円形に廻る土坑７基（ＳＫ３６１３～３６１９）があることから，同じ場所で建て替えたことが窺える。

　埋土には炭化物が多く入り，床面には垂木材と考えられる炭化材が中心に向かって放射状に残って

おり，「焼失住居」と考えられる。炭化材には垂木材の他板材や水準器がある。水準器（９５８）は壁

溝に埋められていた。この他に炭化材に混じって小石が出土しており，屋根上に置かれていたものと

考える。石野博信氏の焼失住居分類では外炭Ｂ型となる。

　柱穴は８基あり，その位置から本来は円形に廻るものと考えられる。ただし建て替えにより本数が

多く，きれいに並んでいない。主柱穴はＰ１～６と調査区外の北側に２本を想定すれば，円形に並ぶ

８本柱となるであろう。柱根はＰ１～３・５・６・８に残っていた。Ｐ１～３は柱根に一回り大きな

掘形を持つ。Ｐ４は柱根はなかったが礎板が残っていた。Ｐ６は柱根の一部とその下に礎板が残って

いた。Ｐ５・７は小穴。Ｐ８は柱根が２本重なっており，柱根の切り合いから建て替えが考えられる。

Ｐ７・８は，その位置から円形に並ぶ主柱穴を内部で支える柱の役割であったものと考えられる。炉

Ｋ１は不整円形で，深さは約１４㎝で２層からなり，上の層に炭化物が多量に含まれていた。土坑はＫ

２～４の３基ある。Ｋ２は噴砂に切られ変形しているが，埋土から切り合いが見られる。また，上部

に板状の炭化材が数枚並んで残っており，土坑の上に板で蓋をしていたものと考えられる。Ｋ４はド

ーナツ状の掘形を持ち，Ｐ１に切られる。

　遺物は屋内部・周溝から弥生土器・木製品・砥石・石製玉作関連遺物・炭化米などが出土した。屋

内部では壁溝に甕が炭化材の間に横位で潰れた状態で出土した。

　弥生土器は壺・甕・高杯・器台が出土した。５７３～５７９は甕。５７３・５７４は擬凹線甕。５７３は４条，

５７４は３条の擬凹線を施す。５７５・５７６は有段甕。５７５は受口状口縁の変形か。外面スス付着。５７６

は胴部外面左上りハケ。底面ハケ調整。５７７は刺突受口甕で外面スス付着。５７８は受口甕と考えるが，

付加状口縁に近く変形している。５７９は付加状甕で外面スス付着。５８０～５８６は壺。５８０は長頸壺。

５８４は擬凹線短頸壺。４条の擬凹線からなる。５８２は頸部上半に２個１対の竹管刺突文を施す。５８３

は頸部上半にヘラ状工具による刺突文を施す。５８０は胴部に黒斑があり，その上にＸ状の籠目痕が残

る被籠土器（注１８）。口縁端部を欠損する。５８１は短頸壺。口縁部内面に２個１対の竹管文がある。５８５

はくの字状口縁広口壺。口縁端部を面取りし付加状にする。５８６は底部で，黒斑がある。底面は上げ

底状。外面は底面までハケ調整。５８７・５８８は器台。５８７は擬凹線器台。擬凹線は口縁部が１３条，裾

部が７条。裾部にスス付着。５８８は擬凹線器台。口縁に２条の擬凹線を施す。摩滅が激しく調整は不

明瞭。５８９～５９１は高杯。５９０は拡張有段高杯。５９１は外反脚，５８９は有段脚。５９２～５９４は鉢。５９２

は擬凹線口縁に貝殻刺突で鋸歯文状の刻みを施す。外面スス付着。５９４は丸縁で外面スス付着。５９３

は無頸鉢。調整は内面は螺旋状にハケ，外面は摩滅が激しく不明。

　５７３・５７７・５８０・５８２・５８５・５８８は屋内部，５７８・５８６は柱穴，５７４～５７６・５８１・５８３・５８７・

５８９～５９４は周溝から出土。５８８はＳＩ１０（新）周溝出土破片，５９１はＳＩ１０（旧）周溝出土破片と

接合した。

　木製品には柱根・容器・工具がある。

　柱根はＰ１（９２４）・Ｐ２（９２５）・Ｐ３（９２６）・Ｐ６・Ｐ８（９２７・９２８）から出土した。９２４～９２７

は木口の加工痕は不明瞭だが，平坦面を作り出す。９２４・９２５・９２７の側面には工具は不明だが加工

痕が残る。９２８の木口は周囲から中心を残して削りこんでおり，伐採痕かと考えられる。樹種は９２４
注１８　後藤信祐　１９８９「被籠土器考」『栃木県考古学会誌』第１１集　栃木県考古学会
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がヒメシャラ，９２５はカエデ科，９２６はマカンバ，９２７・９２８がクヌギ節。なお図示していないが，

Ｐ５から出土した柱根は放射性炭素年代測定を行い，１４Ｃ年代では１９３０±４０と測定されている。

　９５０は刳物桶。器高は２７．２㎝で，横断面が平らに近いため，楕円形になる桶の長辺部分か。内面下

部には角に丸みのある四角形の穴と，やや斜め下から打ち込んだ木釘が残り，これは底板を止めるた

めのものと考えられる。樹種はスギ。

　９５８は「水準器（水盛り）」（注１９）と仮称しているもので，全面が炭化して破損が激しい。現存長は

１４２．５㎝で，長い角材を断面逆台形に削りこみ，平らな底部内面からやや外湾して長辺内面が立ち上が

る。長辺上面から外面はほぼ垂直となる。短辺内面はまわりの部分が炭化しつつもかろうじて形を保

っているのに対し，崩れて裏面まで抜け落ちている状況だが，これはただ破損したのか，それともも

ともと方形の孔が開けられていたのかについては不明である。長辺上面には鑿状の工具で，内側から

外側へ浅い刻みを施す。この刻みは両長辺上面の左右同じ位置に，またほぼ等間隔に彫りこまれてい

るが，何を意味するものかは不明である。Ｂ７地区ＳＩ１９周溝からも，これと同様と考えられるもの

が出土しているが，こちらの刻みの位置は左右で違っている。木口は破損が激しい。裏面は出土時は

遺存状態の悪さから，裏返すことなど考えられもしない状況であったため，保存処理終了後に観察し

たが，ほぼ平らで，長辺に沿ってわずかな突帯が続くようであるが，これも明らかではない。９５８は

壁溝にぴったりと収まって出土したため，壁板を落とし込むための住居構造部材ではないかというご

指摘もいただいたが（注２０），断面の形状や刻みの意味を考えると特定しがたい。住居構造部材への転用

の可能性も含めて，現状としては水準器として工具に含めておく。樹種はケヤキ。

　石製品は花崗岩製の磨石（９７３）が出土した。使用面は地面側のみで，擦られて平たくなっている。

また周堤部で検出したＳＫ３６１３からは砥石（２１６４）が出土した。凝灰岩製の大部分が欠損していると

思われるが，表・左右側面に砥面がみられる。砥面は平坦で，細かい線状痕がみられる。地面は先端

の平たいもので削った痕跡が上下方向にみられる。整形痕と思われる。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英剥片，

石英石核・剥片，ひすい石核が出土した。１０８９～１０９４は緑色凝灰岩製管玉の未成品。１０９５・１０９６

はひすい石核。１０９７・１０９８は石英石核。１０９７の分割面には水晶状の結晶が観察できる。１０９７・

１０９８は共に一部に礫面を残す。出土量は少なく，小規模の玉作りを行っていたか，周辺の建物から

の流れ込みと思われる。

　周溝からは緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片，石英剥片が出土した。

１０９９は白い斑点がみられる硬質の緑色凝灰岩の荒割工程品で，打点やリングが明瞭に残る。一方向

からの打撃で素材剥片を分割した後の残核である。主要な打点は表・裏・左側面の３箇所にみられ，

裏面→左側面→表面の順に剥離を行っている。１１００～１１０２は緑色凝灰岩製管玉未成品。１１０１は形

割工程品，１１００は研磨工程品，１１０２は穿孔工程品。

　１０号周溝式竪穴建物（ＳＩ１０，第７８・８３～８８・１１８・１１９・１３３・１３４・１３６・１３７・１３９・１４８～１６５図，

図版１８・２１・２３・７２～７５・１３５・１３６・１３９・１４９・１５５～１５９・１６２・１６４～１６７）

　Ｂ５地区の北端に位置する。２棟の切り合いがみられ，ここでは新旧に分けて記述する。

　ＳＩ１０（新）は床面積５１．４㎡を測る。周溝はほぼ全周し，南側で一部２重になっているが新旧関係

はなく，張り出し部状に同時に存在していたものと考える。周堤の盛り上がりは確認できなかった。

屋内部は壁溝が全周し，柱穴・炉・土坑がある。形状はほぼ円形。屋内の埋土はほぼ２～３層で壁溝

に向かって深くなっている。
注１９　宮本長二郎氏の御指摘による。
注２０　山田昌久氏の御指摘による。
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第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

　埋土には焼土・炭化物が多く入り，床面には炭化材が中心に向かって放射状に残っており，「焼失住

居」と考えられる。炭化材の上には焼土または焼土を含む層が厚く堆積し，木材（屋根材）の上に土

が載る土葺き屋根であったことが判明した。更に焼土には小石が混じっており，これらも土と一緒に

葺かれていたと考えられる。また中心部分には焼土・炭化材がなく，この部分の屋根が通気口になっ

ており，土が葺かれていなかったものと考えられる。つまり主柱穴の外側（裾部下屋）は土葺き，中

央部の上屋は草葺きなどで，宮本長二郎氏の住居分類（注２１）にある二段伏屋式に相当しよう。石野博信

氏の焼失住居分類では全炭全焼Ｂ型になる。ちなみにこの建物は下老子笹川遺跡で最も残りの良い

「焼失住居」である。

　柱穴はＰ１～１０の１０基を検出した。その位置からＰ１～６の６本が主柱穴で六角形に並び，中央の

Ｐ７～１０の４本がほぼ方形に並び，主柱を支える役割（棟持柱）をしていたものと考えられる。柱穴

の大きさは前者が後者より大きく，残っている柱根も太い傾向にある。柱根はＰ１～１０で残っていた。

またＰ４・５では柱根の下に礎板が敷かれていた。

　炉Ｋ１は上が隅丸方形，下が円形の２段掘りで３層からなり，埋土に焼土がブロック状に入ってい

た。深さは２段掘りの底面で約３８㎝を測る。土坑はＫ２の１基。大型で浅い。Ｋ３～５はいずれも浅

い小穴，埋土は単層である。

　ＳＩ１０（旧）は床面積９８．４㎡を測り，Ｂ５地区で最大の建物である。周溝は東側に開口部がある他

は全周するものと考える。また，南側で幅が広がる部分があり，張り出しと考えられる。ちなみにこ

の上のＳＩ１０（新）にもほぼ同位置に張り出し部が見られる。形状はほぼ円形。周堤の盛り上がりは

確認できなかった。屋内部は一部焼失住居の壁溝に切られるものの壁溝が全周し，その他に柱穴があ

る。形状は円形。屋内の埋土は焼失住居がちょうどその上に重なっていたため，その整地を受けてい

るためか一部明らかではないが，ほぼ２層で壁溝に向かって深くなっている。なお，埋土には炭化物

が混じっていたが，これは焼失住居の影響を受けたものである。

　柱穴は１１基ありＰ７を除いてほぼ円形に並ぶ。このことから１０本主柱穴若しくは，もう１本未検出

とすれば１１本主柱穴となろう。柱根は焼失住居構築時に抜き取られたのか，１本も残っていなかった。

柱穴は焼失住居構築時に削平して整地したのか，浅い土坑状となっている。埋土は単層又は２層。Ｐ

１・７・１０は２段掘りでやや深い。Ｐ７は円形に巡る主柱穴から外れるため，土坑かもしれない。

　遺物は屋内部・周溝から出土し，特に壁溝から弥生土器が多く出土した。また，焼失住居の範囲に

集中して石製玉作関連遺物が多く出土した。またこの建物から遺跡内で最も多くの石製玉作関連遺物

が出土し，玉生産施設の中心であったと考えられる。この他に石製品・ガラス製玉類・炭化米が出土

している。遺構の新旧はあるものの，掘形は浅く遺物は混在し，明確に分けることはできなかった。

　弥生土器は甕・壺・高杯・器台・鉢が出土した。また土製品も出土した。

　５９５～６１１は甕。５９５～５９７は擬凹線甕で，５９５は６条，５９６は７条，５９７は２条の擬凹線をそれ

ぞれ施す。５９５・５９６は肩部にハケ状工具による連続刺突文を施す。５９８～６００は有段甕で，５９８・

５９９は受口状口縁の変形。６００は肩部にヘラ状工具による連続刺突文を施し，外面と胴部下半～底部

内面にスス付着。６０１～６０４は受口甕で，６０１・６０２・６０４は口縁端部に連続刺突文を施す。６０４は

胴部上半にハケ状工具による連続刺突文を施す。６０５～６０７は付加状甕。外面スス付着。６０８・６０９

は丸縁甕。６１０・６１１は上げ底状の底部。

　６１２～６１６は壺。６１２～６１４は短頸壺。６１３は頸部に縦方向のヘラ痕が残る。６１４は頸部上半に２

個１対の竹管文がある。全体に摩滅が激しく調整は不明瞭。６１５は広口壺の口縁。口縁部に沈線１条
注２１　宮本長二郎　１９９８「平地住居と竪穴住居の類例と変遷」『先史日本の住居とその周辺』同成社
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を施す。内外面赤彩。６１６は広口壺で口縁端部を面取りする。調整は摩滅が激しく不明。

　６１７～６２３は器台。６１８～６２１は擬凹線器台。６１８は口縁部に６条，裾部に５条の擬凹線，脚部に

上７条と下６条の平行沈線文を施す。外面及び受部内面を赤彩する。６１９は口縁部に１３条，裾部に１７

条の擬凹線施すが，脚部を欠損し接合しない。６２０は口縁部に２条，裾部に４条の擬凹線を施す。

６１７は擬凹線器台口縁部。６２２は有段器台口縁部で内外面ミガキ。６２３は小型の脚部で肥厚している。

　６２４～６３６は高杯。６２５～６２７は拡張有段高杯。６２６は杯屈曲部に連続刺突文を施す。６２４・６２８

～６３０は有段高杯。６２４は小型で口縁部と杯底部内外面に赤彩がある。６２８は屈曲部に連続刺突文を

施し，内外面を赤彩する。６３１は鉢形高杯。ハの字状脚。４箇所に透孔。６３２～６３５は脚基部。６３２

は上から平行沈線文５条・連続刺突文・平行沈線文４条・連続刺突文・平行沈線文４条を施し透孔が

ある。６３３は上から平行沈線文４条・連続刺突文・平行沈線文５条・連続刺突文・平行沈線文４条を

施し，３箇所の透孔を持つ。６３６は裾部で赤彩痕が残る。

　６３８～６４４は鉢。６３８～６４０は擬凹線鉢。６３８は内外面スス付着。６３９は６条の擬凹線を施すが，

６４０は不鮮明。６４１～６４４は椀形を呈する。６４２は上げ底状。

　６３７は有鈕蓋。６４５は土製品で土錘か。上下から穿孔しているが貫通しない。黒斑が残る。

　木製品には柱根・礎板・雑具・用途不明部材がある。柱根はＳＩ１０（新）のＰ１（９２９）・Ｐ２

（９３０）・Ｐ３（９３１）・Ｐ４（９３２）・Ｐ５（９３３）・Ｐ６（９３５）・Ｐ７（９３４）・Ｐ９（９３６）・Ｐ１０

（９３７）から出土した。木口はすべての柱根において２～４方向から加工して平坦面を作り出す。特

に９３０は石製・鉄製工具いずれもの痕跡が認められるが，９３２・９３４は石製工具，９３５は鉄製工具に

よる加工痕がある。側面は９２９～９３４は柱根断面が方形となるように整形しており，特に９２９・

９３０・９３２・９３５には鉄製工具による加工痕が認められる。９３６は明瞭ではないが，上端にも加工痕

が認められ，切断痕ではないかと考えられる。樹種は９２９・９３４・９３５がコナラ節，９３０・９３３がク

ヌギ節，９３１がカエデ科，９３２がヤマグワ，９３６・９３７がヤマウルシ。礎板はＰ４（９４３）・Ｐ５（９４４

～９４６）から出土している。いずれも遺存状態は悪いが，９４５と９４６は断面三角形で，両端は粗く削

り落とされている。樹種は９４３・９４４がクリ，９４６はコナラ節。９４３は放射性炭素年代測定を行って

おり，１４Ｃ年代では１９００±４０と測定されている。９５２は周溝から出土した雑具の椅子脚部。上端は欠

損しているが，欠損箇所の中央にある小孔の下部は残存している。やや上端寄りに四角の孔を開け，

下端に向けて幅を広げる。樹種はスギ。９５１は周溝から出土した用途不明の棒材で，断面円形の棒材

の上端を断面四角形の凸型に削り出す。下端は欠損している。樹種はウリハダカエデ。

　石製品は砥石が出土した。９７１は凝灰岩製。砥面の表面は荒く，線状痕は荒い断面Ｖ字状のもので

ある。これに対し裏面は平滑で，線状痕は浅いＵ字状のものである。表裏で異なる対象のものを研い

でいたことが考えられる。９７０は砂岩製。表・裏・両側面を研磨により平坦に加工している。天地面

は欠損している。

　石製玉作関連遺物はＳＩ１０（新）の屋内部からは緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・

未成品，緑色凝灰岩製加工品，鉄石英石核・剥片，鉄石英製管玉未成品，石英石核・剥片，石英加工

品，ごくわずかであるがひすい剥片が出土した。特に緑・赤・白の３色の石材や未成品が多く出土し，

剥片の数も他の建物に比べ多い。ひすいやその他勾玉に使用される石材の出土はわずかで，管玉を中

心に玉作りを行ったと思われる。生産量は当遺跡最大と思われ，遺物量が多いため以下に石材別に記

述する。

緑色凝灰岩　１１０３～１１１２は荒割工程品。１１０３の表面と１１０４の右側面は接合する。１１０３の表面と
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１１０４の右側面のそれぞれ地面側には潰れた打点がある。対する天面側にも，接合して初めて気付く

程度の６×２㎜程の小さなわずかに潰れた打点がみられ，両極打撃により分割が行われている。両者

の接合面は多少のゆがみはあるものの，地面・天面に対してほぼ垂直に分割できている。１１０５は天

面に２箇所の打点がみられる。左側面にみえるのは整形時の擦跡である。これら３点は濃緑色・硬質

で，同じ遺構内で出土した細型管玉未成品と石材が似ているため，細型管玉の素材となる荒割工程品

と考えられる。１１０６・１１０７は形割の素材となるもの。板状に分割した後，１１０６は表面に平たくな

るよう整形を行っている。１１０８は３面に研磨で整形を行い，扁平な四角柱状になっている。１１１０は

表面にひび割れが生じ，非常にもろい石材である。１１０８～１１１０は淡緑色・軟質の石材で，いずれも

分割を行うかそのまま研磨を行うかして太型の管玉へ加工されていったものと思われる。１１１２は四

角錐状の石核。管玉の石材としては利用できない白濁した部分が，帯状に全体に広がっている。打割

後残核となったものと思われる。１１１３～１１４０は形割工程品。１１１４は板状に整形後，柱状に分割し

たもの。形割工程品に含めたが，このままかさらに分割して四角柱状品となったと思われる。１１３４

と１１３５の裏面は接合する。横方向に平坦になるように分割されている。なお接合状況図裏面にみら

れる擦跡は，荒割工程時に整形を行った際にできたものである。１１４１～１１４５・１１４７～１１６７は研磨

工程品。四角柱状や多角柱状に研磨される。１１４６・１１６８～１１９６は穿孔工程品。未成品の出土量は

この工程のものが最も多い。１１７８は地面の端寄りに窪みがみられる。１１８０は穿孔が貫通している。

穿孔方向は孔内壁が均一な円筒状になっており不明である。１１８１は天面からの穿孔で貫通している

が，地面には端寄りに２箇所，穿孔し始めた窪みがみられる。１１８２・１１８３は片側穿孔である。長さ

が短く，欠損したものを利用したと思われる。１１８５は地面側が欠損しているが，欠損面に地面から

の穿孔がわずかに観察でき，両側穿孔である。１１９６は穿孔が行われているが，天面からとこれに直

交する方向からの２方向ある。管玉の未成品のようにみえるが，完成品の形状が想定できない。石材

が軟質のため，天面からの穿孔の内壁には穿孔具が回転した際に生じた横縞状の擦痕が明瞭に観察で

きる。１１９７は仕上げ研磨中のもので，外面に丸味を持つ部分と，緩い稜を持つ部分がみられる。

１１９８・１１９９は管玉完成品。１１９８は硬質で黒色に近い石材を用いている。形状の特殊なものとして

は１３００がある。緑色凝灰岩の剥片の石質の荒い部分に両側から穿孔し，ごくわずかな部位に研磨を

施している。なお，屋内部の土坑Ｋ１からは１１１７・１１５０・１１８１が出土した。

　管玉の大きさがほぼ決まる研磨工程多角柱状品，穿孔を経て完成品までのものを計測すると，全長

は５．６４～１６．０２㎜に収まる。最大径は多角柱状品で細型では２．４４～５．２６㎜，太型では８．０９・８．５０㎜，

完成品は細型のみが出土し２．１３～２．７７㎜と，若干小さくなる。計測可能なものは細型では３４点，太型

では２点となり，細型が多く出土し，細型の管玉の生産を中心に行っていたことがいえる。

鉄石英　１２００～１２０９は荒割工程品。１２００～１２０３は分割後の残核と思われる。ただし次の形割工程

をみてみると，形割工程品を充分にとれる大きさであり，次の工程の素材となった可能性もある。

１２０４の裏面は敲打で潰れた様子が観察できる。１２０５～１２０７は板状に分割されている。形割工程の

素材となるものと思われる。１２０８は板状に分割する素材となるもの。１２１０～１２６１は形割工程品。

鉄石英製の管玉ではこの工程品の未成品が最も多い。１２１０はほかのものに比べて若干太いが，細型管

玉の形割工程品と思われる。１２６２～１２８２は研磨工程品。１２６２～１２７１は四角柱状に整形する研磨を

施したもの，１２７２～１２８２は多角柱状なるようにさらに研磨を進めたもの。１２７４の地面は研磨されて

いない。１２８３～１２９２は穿孔工程品のもの。１２８５は片側の穿孔が貫通するが，欠損面にもう一方か

らの穿孔の痕跡がみられ，両側穿孔である。
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　緑色凝灰岩と同様に研磨工程多角柱状品から穿孔までのものを計測すると，全長が１０．７８～１７．４７㎜，

最大径は３．５５～５．５２㎜に収まる。緑色凝灰岩製管玉と比較すると，鉄石英製管玉は大きさにまとまり

を持ったものが多い。

石英　１２９３・１２９４は円礫を分割したもの。１２９５は赤みがかった剥片で円礫を分割したもの。１２９６は

剥片。１２９７～１２９９は多角柱状に研磨したもの。１２９７は右側面を除き全て四角柱状に研磨している。

これら３点は緑色凝灰岩製や鉄石英製の管玉未成品に類似する。石英製管玉の穿孔工程品や完成品は

当遺跡では出土していないが，管玉の未成品の可能性がある。

　ＳＩ１０（新）の周溝からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片，鉄石英製管玉

未成品，石英石核・剥片が出土した。

緑色凝灰岩　１３０２～１３０４は形割工程品。１３０５～１３１０は研磨工程品。１３０２と１３０６は同じ石材であ

る。軟質で表面にはひび割れが生じている。１３０６の裏面には右端から横方向に穿孔と同様な痕跡が

みられる。研磨されているのでよく分からないが，分割の際にできたものと思われる。１３０７は三角

柱状品で，天地面と側面１面に研磨を施す。研磨が全面に施されていないのと，完成品や同様の遺物

はほかに出土していないので明言できないが，三角柱状の角玉を製作していた可能性がある。１３１１

～１３１９は穿孔工程品。１３１３は一方から中程まで穿孔が行われているが，端に寄っており柱壁を欠損

している。１３１４は中心付近に窪みをつけたもの。わずかな窪みで，細い針の先で刺したかのような

痕跡である。１３１５は太めの多角柱状品の天面に浅い窪みをつけている。窪みはすり鉢状で，下端が

直径０．０５㎜以下，上端が直径２㎜強となっている。錐状の工具で回転により穿孔前の窪みとして付け

られたものと考えられる。大きなすり鉢状の窪みになっており，細形管玉で通常使われる穿孔具とは

異なるもので施されたものと考えられる。１３１６・１３１７は長さの半分程を欠損しているが，両側穿孔

の痕跡がみられる。

鉄石英　１３２１・１３２２は形割工程品。１３２２は若干捻れが生じているものの，整った四角柱が打割のみ

で作られている。１３２３は研磨工程品。裏面以外は研磨され，ほぼ四角柱に整っている。１３２４は穿孔

工程品。多角柱状に研磨され，両側穿孔が途中まで行われている。天面には穿孔の横に穿孔前に付け

られた窪みがある。

石英　１３２５は円礫を分割したもの。

　ＳＩ１０（旧）の屋内部からは緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英石

核・剥片，鉄石英製管玉未成品，石英石核・剥片，ひすい剥片・勾玉完成品，その他石材加工品が出

土した。

緑色凝灰岩　１３３１～１３３９は荒割工程品。１３３１と１３３２，１３３３と１３３４と１３３５は接合可能である。こ

れらはリングが明瞭に残り，硬質のものである。１３３１の裏面左側と１３３２の裏面は接合する。１３３２

は天面に敲打痕が多く残る。１３３１は１３３２から分割後，天面（１３３２では地面側に相当）からの打割

が３箇所で行われる。１３３３と１３３５は１箇所の打点から分割される。１３３３～１３３５の接合状況は１３３６

に示した。１３３８・１３３９は次の形割工程の素材となるもの。四角い板状に整形されている。１３４０～１３４３

は形割工程品。１３４４～１３５０は研磨工程品。１３４９・１３５０は多角柱状に研磨されている。１３５１～１３６４・

１３６７～１３７０は穿孔工程品。１３５２は天地面・表面のみ，１３６２は残存する５面が研磨されており，ど

ちらもほぼ四角柱状のまま穿孔が行われている。１３６７～１３７０は太型のものである。先に述べた細型

のものと比較すると，石材は軟質・淡緑色で，擦痕が荒く残る。特に１３６９と１３７０は際だって太い。

穿孔は細型のものと比較するとより大きな孔である。なお観察可能なものはほとんど両側穿孔である。
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１３６５・１３６６は完成品。長さは若干異なるが，直径はほぼ同じ。石の色調も似ている。両者とも片側

穿孔である。

　管玉の大きさがほぼ決まる研磨工程多角柱状品，穿孔を経て完成品までのものを計測すると，全長

は５．８７～１８．５９㎜に収まる。最大径は多角柱状品で細型では３．２７～７．４１㎜，太型では８．４９～１８．０２㎜，

完成品は細型のみが出土し２．５７・２．６７㎜と，若干小さくなる。計測可能なものは細型では１４点，太型

では３点と細型が多く出土し，細型の管玉の生産を中心に行っていたことがいえる。ＳＩ１０（旧）の

屋内部から出土した緑色凝灰岩は硬質のものが多いが，太型の管玉については軟質の石材が用いられ

ている。特殊なものとして１３８８・１３８９がある。１３８８は板状で，光沢をもつ研磨を施し，片隅に穿孔

している。１３８９は勾玉。石材は軟質・淡緑色で，擦痕が全体に荒く残る。孔は２箇所にあり，一方

は片側から，もう一方は両側から穿孔されている。

鉄石英　１３７１・１３７２は荒割工程品。鉄石英の管玉は通常赤色の部分が使用されるが，これらは半分

ほどが黄色部分となっており，玉にされない残核である。この２点は接合しないが同一の母岩から得

られたものと思われる。１３７３～１３７６は形割工程品。１３７６は風化が著しく，剥離痕が観察できない。

１３７７は研磨工程品。１３７８～１３８０は穿孔工程である。１３７８は多角柱状品の天面中央に穿孔前の窪み

を付けたものである。窪みを付けた際に縦方向に欠損している。

石英　１３８１～１３８６は石英の石核。円礫を分割したもので，接合はできないが１３８１と１３８２，１３８３と

１３８４，１３８５と１３８６はそれぞれ同一の母岩から得られたものと思われる。

その他　１３８７は表裏両側面を研磨。１３９０は濃緑色で光を通す石材の勾玉完成品。片側穿孔である。

　ＳＩ１０（旧）の周溝から緑色凝灰岩石核，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英製管玉未成品，石英加

工品，勾玉完成品が出土した。

緑色凝灰岩　１３９２・１３９３は荒割工程品。１３９３は１面のみに平坦面を作ろうと研磨を行っている。

１３９４は形割工程品。３面に研磨痕がみられ，形割の素材となるものを研磨整形している。接合面は

１箇所の打点がみられる。表面右側の破片は分割後，地面側をさらに分割し，長さの調節を行ってい

る。なお，表面左側の破片は周溝からの出土で，表面右側の破片は屋内部Ｐ４からの出土である。

１３９５～１３９７は形割工程品。１３９８は穿孔工程品。破片であるため穿孔状況が観察できる。穿孔の先端

形状は平坦で先端径は約１㎜である。石材が軟質で淡緑色であることや穿孔の径・未成品の規模から，

太型の管玉未成品と思われる。１３９９は仕上げの研磨が行われており，管玉完成品の破片である。

鉄石英　１４００は形割工程品と思われるが，石材の色が均一ではない。１４０１は形割工程品。１４０２は

穿孔工程品。多角柱状に研磨され，天面から穿孔が行われている。同じ面に穿孔前の窪みもみられる。

石英　１４０３は打割により角柱状にしたもの。石英の同様の加工品はＢ５地区ＳＩ１０（新）で３点，

Ｂ５地区ＳＩ１１周溝で１点出土している。完成品や穿孔工程品は出土していないが，白色の管玉状の

加工品も若干量製作していたことが考えられる。　

その他　１４０４は黒色系の石材の勾玉。片側穿孔で，穿孔時の裏面は孔を中心に円形に緩く窪む。

　ガラス製玉類はＢ５地区ＳＩ１０（新）からは小玉が出土した。１３０１は屋内部から出土した。当遺

跡内では大きなもので，直径６．３㎜，高さ４．３㎜，孔径２．９㎜を測る。色調はターコイズブルーである。

１３２６～１３３０は周溝から出土した。色・規格共にほぼ同一で，一連のものの一部と思われる。色調は

ターコイズブルーである。

　ＳＩ１０（旧）の屋内部からは小玉（１３９１）が出土した。色調はターコイズブルーである。
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　１１号周溝式竪穴建物（ＳＩ１１，第７８・８９～９１・１２０・１３５・１３９・１６６～１７５図，図版１８・２３・７５～７７・

１３７・１４９・１５５～１５７・１５９・１６２・１６６・１６７）

　Ｂ５地区の北東に位置する。ＳＩ１０（新）・（旧）に切られる。北側の一部が調査区外となっている。

周溝は全周し，ＳＩ１０（新）・（旧），ＳＫ３５７９に切られる。形状は不整円形。周堤の盛り上がりは確認

できなかった。屋内部は壁溝がほぼ全周し，柱穴・炉・土坑がある。形状は隅丸方形。屋内の埋土は

ほぼ単層で，壁溝付近が２層と中心から壁溝に向かって深くなっている。切り合いがあったためか埋

土は浅く，削平を受けたものと考えられる。

　柱穴は４基あり方形に並ぶ。４本柱で４本とも柱根が残っていた。掘形は柱根よりやや大きい程度。

土坑はＫ１・２の２基。Ｋ１は南東側の壁溝と接続し，２段掘りで深い。Ｋ２はＫ１と隣接し，同じ

埋土をもつことからＫ１に付随する施設と考える。Ｋ１・２は弥生土器片や緑色凝灰岩製管玉完成

品・未成品が出土することから，貯蔵穴または玉作関連施設と考える。炉はＫ３・４の２基が並んで

おり，埋土が同じことから同時に使われていたものと思われる。深さは約１０㎝。またＫ３の底面には

弥生土器甕の半身が内面を上に向けた状態で横たわっていた。これは炉の底面を補強するためか，灰

などを掻き出しやすくするためのものかもしれない。

　遺物は屋内部・周溝から弥生土器・木製品・石製品・石製玉作関連遺物などが出土した。周溝から

の遺物が多いが，削平されているためか他の建物と比較すると全体的に少ない。

　弥生土器は甕・壺・高杯・鉢が出土した。６４６～６５３は甕。６４６は内外面，それ以外は外面スス付

着。６４６は擬凹線甕。６４７・６４８は有段甕。受口状口縁の変形か。６４９は刺突受口甕。６５０は受口甕。

６５１・６５２は平縁甕。６５２はヘラ状工具で肩部に連続刺突文を施す。受口状口縁の崩れた形か。６５３

は丸縁甕。６５４～６５７は壺。６５４・６５５は短頸壺。６５６は広口壺で，口縁端部を付加状とする。６５７は

分厚い底部。６５８は無頸台付壺で脚部を欠損する。胴・裾有段部に連続刺突文を施す。裾部には透孔

がある。全体的に黒斑が見える。６５９～６６１・６６３は有段高杯。６６０は口縁部に沈線を１条施す。６６１

は肥厚なつくりで内外面スス付着。６６２は拡張有段高杯。口縁端部上面を面取りし伸張する。６６４・

６６５は杯部が椀形のもの。６６４はハケ調整で黒斑が残る。６６５はミガキ調整で外面にスス付着。６６６

は脚部のみで４箇所の透孔がある。６６７は鉢で口縁と底部に黒斑が点在する。

　６４６・６６４は屋内部壁溝，６４７・６４８・６５３・６５５～６５８・６６２・６６３・６６６・６６７は屋内部，６４９・

６５１・６５２・６５９・６６１・６６５は屋内部土坑，６５０・６５４・６６０は周溝から出土した。６６２はＳＩ１０

（旧）周溝から出土した破片と接合した。

　木製品はＰ１（９３８）・Ｐ２（９３９）・Ｐ３（９４０）・Ｐ４（９４１）から柱根が出土した。９３８は側面

に鉄製工具による顕著な加工痕が認められ，木口は２方向から加工して平坦面を作り出す。９３９・９４０

も側面に加工痕が認められるが明瞭ではない。９４１は側面の加工は不明である。９３９～９４１の木口は

４方向から鉄製工具で加工して平坦面を作り出す。樹種は９３８がクヌギ節，９３９がニレ属，９４０はヤ

マグワ，９４１はコナラ節。９３９は放射性炭素年代測定を行い，１４Ｃ年代では１９１０±４０と測定されている。

　石製品は凝灰岩製の砥石（９６９）が出土した。表面には断面Ｖ字状の荒い線状痕，左右側面・裏面

には細かい線状痕がみられる。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石

英剥片，石英石核・剥片，勾玉完成品破片，その他の石材加工品が出土した。

緑色凝灰岩　１４０５～１４２５は荒割工程品。１４２２～１４２４の３点は接合でき，接合状況は１４２５に示した。

硬質で淡緑～濃緑色に徐々に色調が変化する石材である。両極打撃で１４２５を割り取り，次に１４２５表
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面の右に鋭角に飛び出ている部分を整形するため１４２３を剥離した。そして１４２２の地面右側と１４２４

の地面左側から両極打撃を行い，両者を同様の厚さに分割した。これが次の形割工程の素材となる。

１４０５はＢ５地区ＳＩ１０（旧）で出土した接合資料の１１０３＋１１０４と同様な分割痕がある。表面天面側

の打点と表面地面側の尖り部分で両極打撃を行っている。ここから形割工程の素材となる剥片を分割

している。１４０６は形割工程の素材となるものと思われる。１４２６～１４６６は形割工程品。１４４８～１４５６・

１４６０～１４６６は軟質で淡緑色の石材である。先に述べた１４０８～１４２１も軟質で淡緑色の石材で，太型

管玉の形割工程の素材と思われる。１４５３・１４５５・１４５６は摩耗して丸くなっている。１４６７～１４７６は

研磨工程品。１４６７は６面が研磨され，扁平な四角柱状に整形されている。１４７４は四角柱状に整えら

れている。この工程で多角柱状に研磨されているのは１４７６のみである。１４６７～１４７２は軟質で淡緑色

の石材である。１４６８はＫ２から出土した。１４７７～１４９９は穿孔工程品。１４７７・１４７８は両側穿孔であ

るが，一方からの穿孔のみが貫通している。もう一方からの穿孔はある程度までなされていたが，両

側からの穿孔がかみ合わないうえに欠損したため，このような形状になったものと思われる。なお

１４７８には貫通した穿孔以外に，表面に天面から地面までの穿孔痕跡とその右側に重なるように天面か

らの短めの穿孔痕跡がみられる。次の仕上げの研磨で表面に残る穿孔痕跡を消そうとしたのだろうか。

１４８０は中央がややふくらむ四角柱状に研磨された後，一方から若干の穿孔が行われている。１４８２は

多角柱の天地面に錐体の回転により，窪みを付けている。１４９６は一方から，１４９７は両面からすり鉢

状の窪みを付けている。穴の底は細く，先端が尖った錐状の工具で回転により穿孔前の窪みとして付

けられたものと考えられる。１４９８は石材が軟質のためか，穿孔具の回転痕が観察できる。１４９６

～１４９９は軟質で淡緑色の石材である。１５００～１５０７は完成品。そのうち１５０５～１５０７の３点は完形で，

孔内壁が均一な円筒状になっており穿孔方向は不明である。１５０１・１５０５はＫ１から出土した。完成

品は全て硬質で濃緑色の石材で，これまでの工程でみられた軟質で淡緑色の石材はなかった。形状の

特殊なものとしては１５１７がある。軟質で淡緑色の石材を用い，太型の管玉未成品の研磨工程のよう

にみえるが，表面から裏面にかけて２箇所の穿孔が貫通する。石材・孔径は太型の管玉とほぼ共通し

ている。Ｂ５地区ＳＩ１０（旧）から出土した１３８９は緑色凝灰岩製の勾玉で，２箇所の穿孔がある。

１５１７はこれと同様なものの未成品の可能性がある。

　管玉の大きさがほぼ決まる研磨工程多角柱状品，穿孔を経て完成品までのものを計測すると，全長

は小さいもの（１４８１）で４．０５㎜，大きいもの（１４９６）で２０．０５㎜のものがあるが，そのほかは６．４９

～１７．０２㎜に収まる。最大径は多角柱状品の細型では３．４９～６．１３㎜，太型では１１．６３・１４．６０㎜，完成

品は細型のみが出土し２．５６～３．１５㎜と，若干小さくなる。計測可能なものは細型では１８点，太型では

２点と細型が多く出土した。しかし形割工程品・研磨工程四角柱状品は細型のものと太型のものとほ

ぼ同量出土しており，２種類の大きさの管玉が作られたと考えられる。細型はリングが明瞭な硬質で

濃緑色の緑色凝灰岩が多く使われ，太型は割れ口が緩く摩耗気味の軟質の緑色凝灰岩が多く使われる

傾向にある。また穿孔具も異なっていたようで，細型は先端が細くなる棒状で孔径１．１６～１．７６㎜，太

型はより太くなり孔径２．３７～３．５２㎜を測る。

石英　１５０８～１５１０は円礫を打ち割ったもの。１５０８と１５０９は元々同じ礫であったと思われる。

その他　１５１１～１５１８は加工品。１５１５は平たい円礫の表面全体に荒い研磨を施したもの。１面は平ら

に，その他は丸みを生かした研磨を行っている。１５１８は勾玉の破片である。穿孔部分が観察できる

が表面に荒い研磨が残っており，仕上げ研磨途中のものと思われる。その他のものは打ち割った後，

荒い研磨を行ったもの。勾玉以外は完成品を想定し難く，石材と共に不明である。
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４　Ｂ地区

　周溝からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英剥片，石英剥片，石英加工

品が出土した。出土量は屋内部に比べると非常に少ない。

緑色凝灰岩　１５１９・１５２０は形割工程品。１５２１は研磨工程品。扁平な形状で６面全体に研磨を施す。

１５２２・１５２３は穿孔工程品。１５２２は四角柱状に研磨され，穿孔がなされている。穿孔具の先は平たい

ようである。１５２３の穿孔跡と比較すると，１５２２の穿孔具は太いものが用いられている。１５２４は管玉

完成品である。ほかの完成品と比較するとかなり短い。欠損したものを研磨して仕上げたものか。な

お天地面は研磨されている。

石英　１５２５は加工品。Ｂ５地区ＳＩ１０（新）では管玉未成品と思われる多角柱状に研磨したものが出

土しており，これと同様なものと考えている。　　

　１２号周溝式竪穴建物（ＳＩ１２，第９２・９３・１２１・１３９・１７６図，図版２５・７６・７７・１５２・１５５・１５７・

１６０・１６６・１６７）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。平面形は隅丸五角形状に壁溝が巡る竪穴建物。その外側には周溝

が巡る。壁溝の南側に沿って内面に浅い溝が巡る。屋内部は中央に最大径１．５８ｍ，深さ２０㎝，埋土は

黒褐色シルトを基調とする楕円形土坑Ｋ８がある。その周囲から炭化物の広がりが確認され，Ｋ８も

含めて灰穴炉と思われる。主柱穴はＰ１～５の５基が検出され，五角形状に並ぶ。柱根は出土してい

ない。そのほか，Ｐ６・７は炭化物と黒色の灰が一杯に詰まった楕円形の土坑である。Ｐ６は最大径

５０㎝，深さ５㎝を測る。Ｐ７は最大径４６㎝，深さ１０㎝を測る。硬化した床面には緑色凝灰岩剥片が入

り込んでおり，玉作工房だったことがいえる。建物の周りは円形に巡る周溝をもつ。幅は最大１．９６ｍ，

最小４６㎝，深さは最大２９㎝，最小８㎝を測る。周溝の西側にＳＤ３７８６に切られる箇所がある。ＳＤ

３７８６はＳＩ１２の周溝が埋まった後に掘削されたもので，ＳＩ１２が機能していた時は溝は存在せず，出

入り口として使用していた空間の可能性がある。

　遺物は屋内部から弥生土器・木製品・石製品・石製玉作関連遺物，周溝から弥生土器，石製玉作関

連遺物が出土した。特に周溝からは弥生土器の破片が多く出土した。　

　弥生土器は，甕・壺・台付壺・器台・高杯・鉢が出土した。

　甕は擬凹線甕（６６８～６７２）・刺突受口甕（６７３・６７４）・受口甕（６７５・６７９）・丸縁甕（６７７・６７８）

がある。６７０は胴部外面ハケメ，内面ヘラケズリ調整で，頸部はハケメ後板状工具によるヨコナデを

施す。肩部には斜行短線文が施される。６７１は有段部中央に浅い擬凹線文が２条巡るもので，外面ハ

ケメ調整，内面ヘラケズリ調整で，肩部には比較的浅い刺突文が施される。６７２は有段部上端に１条

の深い沈線文が，その下には板状工具の強いナデによる擬凹線文が巡る。胴部外面はハケメ調整で，

頸部の屈曲部から施される。刺突受口甕の６７３・６７４には口縁帯に板状工具による刺突文が施される。

６７３・６７５は口縁端部は丸くなっているが，６７４はしっかり面取りされている。６７６・６７９は口縁端部

断面三角形で，端部に擬凹線が巡る。６７６は器壁は薄いが堅緻な胎土である。６７９の口縁端部内側に

は板状工具による強いヨコナデが施されている。丸縁甕には上端を摘み上げるものもある。

　壺（６８０～６８４）は広口がほとんどであるが，全形を知り得る個体はない。６８０は擬凹線壺。やや

外傾する短い口縁部で，口縁端部内側に面取りされる。内外面赤彩されるが，口縁部外面は擬凹線文

が施された部分のみが赤彩されている。６８１は大型の壺。口縁部は内湾気味に立ち上がり，櫛状の工

具で擬凹線文を施した後，板状工具で再度ナデている。口縁端部は内側に面を取る受口状で，ヨコナ

デ調整されるが，口縁部内側の緩い屈曲部から下半は細かいヘラミガキ調整がなされる。胴部も内外

面ハケメ調整後ヘラミガキ調整である。６８２は短く直線的に外傾する口縁部で，口縁端部は面取りさ
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れ，外面はナデ調整後縦方向のヘラミガキ調整される。６８３は肩の張らない小型の壺で，外面ヘラミ

ガキ調整である。６８４は小型壺の胴部で外面赤彩される。器壁が薄く，表面はヘラミガキ調整の後ナ

デて仕上げている。

　台付壺（６８７～６８９）は口縁部と胴部がある。６８７は口縁部で，やや外傾しながら上方に伸び，端

部でわずかに内湾する。口縁端部は内側で面を取る。胴部外面・口縁部内外面は赤彩され，口縁部外

面は細かな縦方向の，口縁端部外面と口縁部内面・胴部外面は横方向のヘラミガキ調整がなされる。

６８８は胴部中央に幅１．５㎝の低い有段部が巡り，その上には棒状浮文を３本１組で縦方向に平行に貼

り付ける。６８９は断面から胴部の上部と下部の接合状態がわかるもので，接合部には上向きと横向き

の２本の突帯が巡り，同じく３本の棒状浮文を貼り付けて加飾する。

　器台（６９０～６９２）は擬凹線器台と有段器台がある。６９０は比較的厚手の擬凹線器台の脚部で，脚

裾有段部は擬凹線文を施した後横方向のヘラミガキ調整される。内面は強くヨコナデされ，脚基部に

かけては輪状にヘラケズリされる。６９１の脚裾有段部には３条の沈線文が巡り，有段の屈曲部には細

かい刻目文が印される。脚裾部には透孔が穿孔され，外面は赤彩される。６９２の肥厚した口縁端部は，

擬凹線文を巡らせた後ヘラミガキ調整する。内外面は縦方向のヘラミガキ調整が施される。脚部には

３方向に透孔が穿たれる。

　高杯（６９３～６９６）はすべて口縁部が外反する有段高杯である。６９３は口縁部が短く，外面のヘラ

ミガキ調整が杯底部の途中で，縦方向から横方向に変化する。脚部は脚基部が棒状で脚裾部が開脚す

る形態である。脚裾部には透孔が３箇所穿孔される。６９４には口縁部外面にヘラミガキ調整前のハケ

メ痕が明確に残る。口縁端部はヨコナデ調整で，丸縁に仕上げられる。６９５は小型の有段高杯で，口

縁部がやや外傾するが，直立気味である。杯底部・脚基部外面はハケメ調整，口縁部内外面ヨコナデ

調整である。脚部はハの字状に外展する形態で，３箇所に透孔が穿孔される。

　鉢（６８５・６８６・６９７～６９９）は擬凹線鉢（６９８）・有段鉢（６９９）がある。６９８は軟質な土器で，

頸部から胴部へは直線的に伸び，胴部中位で屈曲する。６９９は器壁が薄く，内外面横方向のヘラミガ

キ調整である。６８６は内外面赤彩される鉢の底部で，内外面ヘラミガキ調整である。６８５は鉢の底部

で，外面はハケメ後ナデ調整，内面は細かいヘラミガキ調整である。底部外面周縁部に粘土を貼り付

けて上げ底風にしている。

　石製品は砥石（９６６）が出土した。全ての面を砥面として使用している。砥面は平坦で長軸方向に

線状痕がみられるが，裏面には長軸・斜め方向にやや深めの線状痕がみられる。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英剥片，

蛇紋岩剥片，不明石材石核が出土した。１５２６～１５３１は緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品。１５２６は

形割工程品。１５２７は研磨工程の四角柱状品。右側面以外の５面に研磨を施す。１５２８・１５２９は研磨工

程の多角柱状品である。１５２８の地面は欠損している。１５２９は地面側の大部分が欠損している。１５３０

は穿孔工程品。穿孔の際に縦方向に欠損している。１５３１は完成品。１５３２は軟質で淡色の緑色凝灰岩

製の加工品。裏面と天地面が欠損している。残存している表面は円形に整形され研磨されているが，

研磨の状態は欠損面も含めて全体が摩耗しているためよくわからない。１５３３は不明石材の石核。板

状に打割しているが，礫面が若干残る。Ｂ６地区ＳＩ１２は硬化した床面から緑色凝灰岩剥片が出土し

玉作りが行われた建物であるが，出土した石製玉作関連遺物は少ない。

　周溝からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片，石英剥片が出土した。１５３４

は緑色凝灰岩製管玉の形割工程品。表面から右側面にかかる稜上に若干の擦跡がみられるが，整形を
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意図するものではなく，磨耗と思われる。裏面は平坦面を作り出すために調整剥離を加えている。

　１３号周溝式竪穴建物（ＳＩ１３，第９４・９５・９８・１２２・１２３・１３６・１７６～１７８・１８７図，図版２６・２９・７７

～７９・１３７・１５５・１６０・１６３・１６６・１６７）

　Ｂ６地区の中程西端に位置し，ＳＩ１４・２２に切られる。壁溝・周溝の一部は調査区外となる。平面

形は円形に壁溝が巡る竪穴建物。貼床は不明であるが，壁溝周辺の床面に地山を盛って整地を行った

と思われる痕跡がみられる。屋内部は中央に炭化物と黒色の灰が詰まった灰穴炉を持つ。焼土はみら

れなかった。Ｐ８～１０は炭化物や灰が詰まった小土坑である。主柱穴はＰ１～６の６基で，柱根は出

土していない。Ｐ５は断面がオーバーハングしており，柱根抜き取りの際に生じたものかもしれない。

なお壁溝の中からＰ１１が検出されている。断面四角の柱根が残るが，主柱穴とはならない。壁溝に伴

うものかもしれないが詳細は不明である。そのほかＫ７は建物南側で検出した土坑。貯蔵穴のような

ものであろうか。建物の周りは円形に巡る周溝をもつ。

　遺物は屋内部から弥生土器・軽石・石製玉作関連遺物，Ｋ７から弥生土器・石製玉作関連遺物・炭

化米，Ｐ１１から柱根，周溝から弥生土器・石製玉作関連遺物・炭化米が出土した。床面から壁溝にか

けては弥生土器片がまとまって出土した。

　弥生土器は甕・壺・器台・高杯・鉢・蓋が出土した。

　甕には擬凹線甕（７００～７０４・７０７・７０８），有段甕（７０５・７０６・７０９・７１０），受口甕（７１１～７１６），

平縁甕（７１７～７１９）がある。擬凹線甕には口縁部が有段のものと口縁端部が断面三角形になるもの

がある。工具の当たり方で，口縁部が直上に伸びるものや屈曲部が稜線となるものがある。胴部の調

整は外面ハケメ調整，内面ヘラケズリ調整がほとんどであるが，７０７は胴部があまり張らない器形で

内面はハケメ調整である。肩部には７０４～７０６・７０９には刺突文が施される。７０４は大型の甕で，胴

部外面ハケメ調整，内面ケズリ調整，底部は平底で，厚さは２．２㎝を測る。胴部中位を中心にススの

付着が認められるが，胴部下半から底部にかけては観察されない。肩部には櫛状工具による刺突文が

施される。７０９の外面全体にススが付着し，底部内面にも炭化物の付着が広く認められる。受口甕は

口縁上端部の面取りがあまいものや受部の屈曲があまいものがある。内面調整はハケメ調整ものが多

く，７１５は頸部内面までもハケメ調整され，頸部外面には櫛描き直線文が巡る。７１３は受部の屈曲が

深い口縁部をもつが，この肩部にもうねった櫛描き直線文が巡らされている。７１６は口縁帯に加えて

肩部にも細かく連続して刺突文が施文されるものである。短い口縁部に胴部が張る器形で，外面調整

もハケメ後板状具によるナデ調整であり，壺の可能性がある。平縁甕は口縁部が外反するものと直線

的に外傾するものがある。

　壺には短頸（７２０・７２１・７２３）と広口がある。短頸壺には口縁部が直線的にやや外傾し，外面に

縦方向のヘラミガキ調整するものと口縁端部ヨコナデ，外面ハケメ調整のものがある。７２１は内面は

ハケメ後ヘラミガキ調整される。広口には有段壺（７２５），擬凹線壺（７２６）などがある。７２５は口

縁端部ヨコナデ，口縁部縦方向のヘラミガキ調整であるが，外面にはススが付着する。７２６は短く外

反する有段部に２条の擬凹線文が巡るもので，口縁部外面はヨコナデ，内面は端部のみヨコナデで途

中からヘラミガキ調整される。肩部には櫛描き直線文が観察できる。７２２は直線的に外傾する口縁部

で，口縁端部は面取りされ，その周辺のみ赤彩される。７２４は短く外傾する口縁部で，断面観察から

粘土を貼り付けて口縁部を作り出したことがわかる。７２７は小型壺で，内外面ヘラミガキ調整である

が，外面にススが付着する。

　器台（７２８）は受部の開きが直線的ではなく，基部に向けて膨らみをもつ擬凹線器台である。有段
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部には擬凹線文が施されるが，その上からヘラミガキ調整をしている。

　高杯は有段高杯（７３０・７３３・７３５），拡張有段高杯（７２９・７３１・７３２・７３４），鉢形高杯（７３６）

がある。有段高杯は，短い口縁部が外反または，外傾する器形である。杯底部は深いものと浅いもの

があり，その形態も直線的なものと皿形を呈するものがある。口縁部のヘラミガキ方向には横方向と

縦方向のものがある。７２９は口縁端部は丸縁で，口縁部は横方向のヘラミガキ調整がなされる。脚部

は縦方向のヘラミガキ調整で，脚基部内面は縦方向のヘラケズリ調整を施し，器壁が薄く仕上げられ

る。脚裾部には３箇所に透孔が穿たれた様子で，脚裾端部は丸縁に仕上げられる。脚部外面と杯部は

赤彩される。７３１には杯部中央に突帯が巡り，口縁端部内側にも低い２本の突帯が巡る。口縁端部内

面と口縁部外面には赤彩痕が残る。７３２は口縁端部に１条の擬凹線文が巡る。７３６は小型鉢形高杯の

杯部と考えられるが，蓋の可能性もある。器壁は薄く，口縁端部は面取りされる。胴部内外面はヘラ

ミガキ調整で，内外面は赤彩される。７３８～７４０は高杯の脚裾部である。７３８は面取りされた脚裾端

部に刺突文が施される。７３９は脚裾端部を折り返して縁帯を作り出す形態で，上面中央には突帯が巡

る。内面は端部には強いヨコナデが施され，裾部には横方向のへラケズリ痕が残る。７４０は折り曲げ

られた脚裾部に擬凹線文が施される。脚裾部には２箇所に対になる補修孔があり，接点には接合に使

用された漆の痕跡が認められる。この他にも３個の孔があり，それらが直線で並ぶことから合計５箇

所に補修孔があったと推定される。

　鉢は擬凹線鉢（７４１）と小型の無頸鉢（７４２）がある。７４１は低い有段部にハケ状工具による擬凹

線文が施されるもので，扁平な算盤玉形の体部をもつ器形の鉢である。体部内外面は横方向のヘラミ

ガキ調整が施される。外面にはススが付着するが，赤彩痕が残る。７４２は内外面縦方向のヘラミガキ

調整で，口縁端部は内側で面取りされる。外面は全体に薄く赤彩されるが，一部にＵ字状に濃く赤彩

痕が残っており，文様を表現したものと考えられる。７４３は鉢の把手か。外面にはススが付着する。

内面はヘラケズリ調整である。７４４は鉢形のミニチュア土器の脚部か。

　蓋は口縁部とつまみの部分が出土している。７３７はハの字状に外展する器形で，口縁端部は面取り

される。７４５は蓋のつまみで，中央が大きく窪む。

　木製品はＰ１１から柱根（９４２）が出土している。側面から木口にかけて炭化しており，加工につい

ての詳細は不明である。樹種はコナラ節。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英剥片，

石英剥片，ひすい剥片，勾玉完成品・未成品，めのう石核・剥片，Ｋ７から緑色凝灰岩製管玉未成品

が出土した。量は多くはないが，玉作りに関わる建物と思われる。１５３５～１５３９は緑色凝灰岩製管玉

完成品・未成品。１５３５・１５３６は形割工程品。１５３６は天面を平坦に研磨している。１５３８・１５３９は完

成品。１５３８は穿孔方向がわからないぐらいに孔内が筒状にきれいに整えられている。石質が異なる

部分が欠損している。１５４０・１５４１は勾玉完成品・未成品。共に黒褐色で，石材は同じである。１５４０

は完成品。穿孔は表面からの穿孔を補助するように裏面から少しだけ穿孔を行っている。１５４１は未

成品で半円状に研磨されたもの。１５４２～１５４４はめのう石核。３点とも白い外表皮を持ち，灰色掛か

った乳白色である。接合はできないが母岩は同じと思われる。屋内部の土坑Ｋ７から緑色凝灰岩の研

磨工程品（１５３７）が出土した。扁平な形状で，表裏面は擦跡がほとんど残らないぐらい平滑に研磨

されている。天地面の研磨は荒く，地面右側は丸味を持つように研磨されている。勾玉の未成品の可

能性がある。

　周溝から緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片，石英剥片，不明石材加工
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品，勾玉完成品が出土した。１５４５～１５４７は緑色凝灰岩の荒割工程品。１５４５は淡緑色で，硬質の石

材である。地面には擦跡がみられる。１５４６は１５４７と接合し，接合状況を１５４８に掲載した。１５４８は

表面に所々擦跡がみられる。これは分割の際に生じたバルブの凸凹を平滑に整えたものである。その

ほか裏面での天地側の角に丸みをつけるように研磨が施されている。荒割の石核を分割前に整形した

様子が窺える。１５４９は不明石材の加工品。表裏面とも凸凹を残したまま平たく研磨され，所々痘痕

状に研磨されない部分がある。研磨は仕上げ研磨が施され，磨き跡がわかりにくいほど平滑になって

いる。また表面右上の角は丸みをつけるように荒い研磨が施され，勾玉の未成品の可能性がある。

１５５０は不明石材の勾玉完成品。完成品といっても表面の窪みで研磨が施されていない部分があり，

状態はあまり良くない。片側穿孔である。

　ガラス製玉類は周溝から小玉（１５５１）が出土した。色調はターコイズブルーである。

　１４号周溝式竪穴建物（ＳＩ１４，第９４～９８・１２４・１２５・１３７～１３９・１７９図，図版２７・２９・７９～８１・１３８・

１３９・１５２・１６６）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。平面形は隅丸方形に壁溝が巡る竪穴建物。壁溝・床面は噴砂によ

って荒れており，貼床は不明である。屋内部は中央に炭化物と黒色の灰が詰まった灰穴炉をもつ。こ

れは時期を変えて同じ場所に２基作られている。炉断面図中第５層が初めに作られ，次に図中第１・

３層のものに作り替えられている。第２層も炭化物層であるが，噴砂により荒れており平面形が不明

瞭であった。床面は２面あり，２基の炉がそれぞれ対応するが，遺物からは時期差はほとんどみられ

ない。主柱穴はＰ１～４の４基で，柱根は出土していない。Ｋ５は建物南側で検出した土坑。内部に

炭化物はみられなかった。貯蔵穴のようなものであろうか。なお第１床面を検出後Ｋ５から灰穴炉を

隔てたところで，ＳＫ３９８０を検出した。第１床面に対応する貯蔵穴となる可能性をもつが，建物がで

きる以前の遺構かもしれない。周堤にわずかに盛土が残る。建物の周りは円形に巡る周溝をもつ。西

側に周溝が途切れる箇所があり，出入り口の可能性がある。周溝はＳＩ１３の周溝を切る。

　遺物は屋内部から弥生土器・砥石・石製玉作関連遺物，周溝から弥生土器・木製品・緑色凝灰岩剥

片，周堤盛土から緑色凝灰岩剥片が出土した。特に周溝から弥生土器の破片が多く出土した。また壁

溝からは完形の鉢とその横に自然礫がまとまった状態で出土した。

　弥生土器は，甕・壺・器台・高杯・鉢・台付鉢・蓋・ミニチュア土器が出土した。

　甕には擬凹線甕（７４６～７５９・７６５・７７７）・有段甕（７６０～７６４）・受口甕（７６６・７７１～７７３）・

刺突受口甕（７６７～７７０・７７４・７７５）平縁甕（７７６・７７９）・丸縁甕（７７８）がある。擬凹線甕は有

段部に擬凹線文を施すものと，口縁端部が断面三角形状で，その端部に擬凹線文を施すものがある。

前者は口縁端部が丸縁のものと端部内側に面を取る受口状のものがある。後者は上端部を摘み上げる

ものとそうでないものに細分できる。前者は外面ハケメ調整，内面ヘラケズリ調整，肩部に刺突文を

施す個体がある。後者も調整は外面ハケメ調整，内面ヘラケズリ調整である。７４８の内面には口縁部

の貼り付け痕が消されずに残る。７５４は口縁部が垂直に屈曲するもので，上方に長く摘み上げられた

端部外面に擬凹線文を施したもので，外面全体にススが付着する。有段甕は有段部が短く，口縁端部

を摘み上げる形状のものが多く，上方に伸びるものと外反するものがある。胴部内面の調整はハケメ

調整とヘラケズリ調整の両者が見られる。受口甕は口縁端部の面取りが明確なものと丸縁となってい

るものがある。端部の形状が直立するものと外反するものがある。口縁帯にはハケ状工具による刺突

文や，櫛状工具による列点文が施される個体がある。口縁部片ばかりで全形を知り得る個体はない。

７６９は口縁端部が直立するもので，口縁帯には狭い間隔で，刺突文が施される。胴部内外面はハケメ
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後ヘラミガキ調整が行われており，壺である可能性がある。７７４は口縁部の屈曲があまく，口縁端部

が丸縁のもので，口縁帯には刺突文，肩部には櫛描き直線文と列点文が施文される。７７８は小型の胴

の張らない器形である。

　壺は短頸壺（７８０～７８２）と擬凹線壺（７８３）がある。７８０は直線的で外傾する口縁部にやや丸み

をもつ胴部がつく壺である。調整は口縁部が内外面ハケメ調整，胴部が外面ハケメ調整，内部がヘラ

ケズリ調整で，口縁端部の仕上げは内外面からナデ上げたに止まる。胴部下半には一面にススが付着

する。７８３は肩の張る器形で，外面は赤彩される。７８４は長頸壺の肩部片で，表面にヘラ状工具によ

る逆Ｖ字状の記号が刻まれる。７８５は大型の装飾壺の頸部で，他に破片が多数あるが全形を復元する

ことはできなかった。破片から口縁部内外面ハケメ調整，胴部外面ヘラミガキ調整，内面ナデ調整で

ある。肩部には粘土帯を２本貼り付けて作り出した突帯が巡り，その上面には双葉状の連続刺突文が

２重に巡る。その上部の遺存する頸部には細線の沈線文によって帯状や三角形状に区切られた区画の

中に竹管文や双葉状刺突文が充填される。包含層出土の２６１４と同一個体とみられ，その特異な形状

から中国地方の祭祀用特殊壺との関係が想起される。

　器台は擬凹線器台が２個体あるが，いずれも脚裾有段部のみである。７８６の有段部は外傾し，内端

面に面取りする。７８７の有段部は直立し，外面は赤彩される。

　高杯はすべて有段高杯である。７９０は口縁端部で面を取り，そこに擬凹線文が施される。口縁部と

杯底部の境には断面三角形の貼り付け突帯が巡る。突帯の外側と口縁端部の内外面には赤彩が帯状に

施される。調整は外面は口縁部と杯部が縦方向のヘラミガキ調整である。７９１には口縁端部と杯部中

央の突帯に擬凹線文が施され，口縁端部内側には低い段を有する。７８８は小型の有段高杯で，杯底部

が小さく，口縁部が外反する。７８９・７９２～７９４は高杯・器台の脚部である。７８９は脚基部のみであ

るが，透孔が５箇所に最大３列に穿たれる。孔の間隔は規則的ではなく不揃いである。加えて内面に

は表面が閉じている孔が３孔観察され，穿孔を失敗し粘土で埋めたものと推定される。７９３は脚裾部

有段の高杯で，脚裾端部には１条の沈線が巡る。７９４は器台の脚部で，裾部があまり広がらない器形

である。脚裾端部は折り返して肥厚され，その上面には擬凹線文が施される。外面は赤彩される。

　鉢は有段鉢（７９６・７９７）・無頸鉢（７９８）がある。７９６は口縁部を摘んだだけのあまい有段部をも

つ鉢で，完形に復元できた個体である。外面全体にススが付着する。７９７は口縁部ヨコナデ調整，体

部外面ハケメ調整の鉢と推定されるものである。７９８は口縁端部に面を取り，内外面ヘラミガキ調整

で，口縁部と体部でミガキ方向を変える。

　７９５は台付鉢の体部下半である。内外面細かい縦方向のヘラミガキ調整がなされる。

　８００は外反する口縁部をもつ蓋。口縁端部を面取りし，外面ヘラミガキ調整，内面ハケメ後一部ヘ

ラミガキ調整で，外面は赤彩される。

　７９９は鉢形のミニチュア土器である。

　木製品は用途不明の部材が出土している。９６３・９６４は周溝から出土した同じ形状をもつ板状の部

材で，上下端とも方形の孔を開けられた部分で折れて欠損している。樹種は９６３がタラノキ，９６４が

ヤマグワ。６５４は周溝から出土した脚台状の部材で，台と脚の２つの部材からなる。台の平面形は長

円形になるかと考えられるが，欠損している。この台は下面を平らに，上面はやや丸みをもたせて加

工しており，中央に四角のホゾ孔を開ける。脚は両端にホゾを削り出す板材で，上端のホゾは欠損し，

上端から下端にむけて緩やかに幅を増す。この２つの部材の結合は，台のホゾ孔に脚のホゾを差し込

んで，台の下面から木釘で固定する。脚が台に対して斜めに傾くのは，台のホゾ孔が斜めに開けられ
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ていることによる。これにあわせて，脚のホゾも台の下面からはみ出すことなく，台の下面と平らに

なるように斜めに切り落とされている。樹種はスギ。

　石製品は凝灰岩製の砥石（９６７）が出土した。砥面は５面みられ，平坦で長軸方向に線状痕がみら

れる。砥面は平滑で，中～仕上げ砥と思われる。床面２面のうち下層床面から出土した。

　石製玉作関連遺物は屋内部からひすい石核，花崗岩剥片，勾玉未成品が出土した。１５５２はひすい

石核。表面は加工前の礫の表面に相当するが，一部に研磨が施されている。左側面は表面から裏面に

かけて施溝し，分割した様子が窺える。その他の面は打割による分割である。この石核は施溝した側

に若干緑色がみられるが，大部分が白濁した部分を持つ。この部分を確実に切り取るために施溝分割

が行われたと考えられる。１５５３は花崗岩の勾玉未成品。表裏面は研磨により板状に整形されている。

　１５号周溝式竪穴建物（ＳＩ１５，第９９～１０１・１２６・１２７・１３６・１３７・１７９・１８０図，図版２７・８１・８３・

１３８・１５５～１５７・１６０・１６３・１６４・１６６～１６８）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。噴砂によって荒れているが，建て替えの前後合わせて２棟分を検

出した。初めに円形に壁溝が巡る竪穴建物が作られた。屋内部は土坑がいくつか検出された。Ｐ１３

～１５はこの壁溝に伴う柱穴と思われる。Ｐ１４・１５は底に板が敷いてあり，礎板に利用したことが考え

られる。またＰ１２は切り合いから古い建物に属す遺構と思われる。次にゆがんだ隅丸長方形に壁溝が

巡る竪穴建物が作られた。断面から，Ｐ１６・１７はこの建物に属す柱穴と推測されるが，そのほかはど

ちらに属すものか不明である。そのほかにはＰ５・６がある。Ｐ５は最大径２７㎝，深さ４㎝，Ｐ６は

最大径３１㎝，深さ４㎝で，いずれも平面は楕円形であった。それぞれ炭化物がブロック状に混じる黒

色の灰が詰まっていた。建物の周りは周溝をもつ。周溝の平面形は不整形で，建て替えに伴って掘り

返された可能性がある。周溝はＳＩ１８を切る。隣接するＳＩ１６とは切り合い不明。

　遺物は屋内部から弥生土器・木製品・軽石・石製玉作関連遺物・炭化米，周溝から弥生土器・石製

玉作関連遺物・炭化米が出土し，特に石製玉作関連遺物が多く出土した。ＳＩ１５は玉作工房と思われ

るが，新旧のどちらの建物が該当するのかは不明である。

　弥生土器は，甕・壺・器台・高杯・鉢・台付鉢が出土した。

　甕には擬凹線甕（８０１～８０８・８１１）・刺突受口甕（８０９）・刺突平縁甕（８１０）・丸縁甕（８１２）が

ある。擬凹線甕は面取りした口縁端部に擬凹線文を施すものと有段口縁に擬凹線文を施すものがある。

後者には口縁上端部を面取りし，受口状となるものがある（８０７・８０８）。胴部外面ハケメ調整，内

面ケズリ調整で，８０４のみ内面ハケメ調整である。有段口縁のものには肩部に刺突文が施されるもの

がある。８０９は口縁端部が欠損する受口甕である。肩部には櫛描き直線文と波状文が施文される。

８１０は口縁端部を上方に摘み上げただけの刺突平縁甕で，これも肩部に櫛描き直線文が巡る。８１２は

肩があまり張らずに底部に向かってすぼまる器形で緩やかに外反する口縁部が付く。肩部の１箇所に

は８本の短線の刺突文が刻まれる。

　壺は短頸壺（８１３）・有段短頸壺（８１５・８１８）・広口壺（８１４・８１６・８１７）がある。８１３は内外面

ハケメ調整で，口縁端部はヨコナデ調整される。８１４は割れ口の周辺に内外面に粘土を張り，その上

から細かく横方向のヘラミガキ調整を行っている。整形が終わった段階で部分的に粘土を貼り付け，

再調整を行っていることから補修作業の一形態と考えられる。８１５の口縁部は上端で面取りする受口

状である。８１８は口縁部が緩やかに外傾し，口縁端部でさらに外傾する有段壺である。胴部は丸く膨

らむ球胴であるが，底部は小さい。下半部にはススが付着する。８１６は短い直立する口縁部の小型の

壺か。８１７は短い口縁部が直線的に外傾する壺で，外面はヘラミガキ調整である。
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第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

　器台は外反器台（８２０）と有段器台（８２１）がある。８２０は口縁端部を摘み上げて外面に強いヨコ

ナデを施すことによって断面形が三角形状となっているものである。口縁端部外面には赤彩痕が残る。

８２１は有段部上部には浅い沈線が１条巡る。内面にヘラケズリ調整が残る。８２２は器台又は高杯の脚

部で，脚裾端部を折り返して肥厚した縁帯を作るもので，赤彩痕が残る縁帯は剥離している。内面に

は裾端部周囲にのみ炭化物が付着しており，蓋に転用されていたことが窺われる。

　高杯（８１９・８２２～８２９）は有段高杯と拡張有段高杯で，全形がわかるものは１点のみである。口

縁端部は丸縁のものが多く，８２６のみ面取りされる。口縁部外面の調整は縦方向と横方向のヘラミガ

キ調整がある。８１９は口縁端部内面と脚裾端部に擬凹線文が巡らされ，脚部が棒状有段脚で，脚裾部

には逆Ｔ字状の透孔が彫り込まれる。透孔は脚裾上部に４箇所，有段部に４箇所と互い違いに配され

ている。裾端部は折り返され断面三角形に肥厚する。杯底部外面はハケメ調整で，ヘラミガキ調整さ

れない。脚基部と擬凹線文が施される範囲は赤彩される。８２５は口縁部が外折れする拡張有段高杯で，

口縁端部内面には突帯が巡る。８２７～８２９は高杯の脚部である。８２７の脚基部には平行沈線文が施さ

れ，透孔は３孔である。８２８の脚裾端部は面取り，８２９は丸縁で赤彩される。

　鉢は擬凹線鉢（８３０），有段鉢（８３１～８３３）と無頸鉢（８３６・８３７）がある。８３０は擬凹線文が施

される有段部にも横方向のヘラミガキ調整がされる。有段鉢は口縁端部が外反するもの，斜め上方に

摘み上げるもの，上端部で面取りするものがある。いずれも器高が低く底部が小さい，椀形を呈する

器形である。８３１は口縁部が受口状で，上端部は赤彩される。体部は中位で屈曲し，下半はヘラケズ

リ調整である。無頸鉢はいずれも内外面ヘラミガキ調整であるが，８３７はミガキが強く逆に表面が凸

凹している。８３４は台付鉢の脚基部。外面と底部内面は赤彩される。８３５は鉢の把手。

　木製品は礎板・用途不明材が出土している。９４７・９４８はＰ１４から出土した礎板で，いずれも遺存

状態が悪い。９４７は断面がかまぼこ形で，他にも残片がある。樹種はヤマウルシ。９４８は断面三角形

の棒材で，角の部分に不明瞭だが数箇所に刻みが彫られている。下端は炭化して欠損する。樹種はヤ

マグワ。９５６は周溝から出土した用途不明部材で，３箇所に小孔が開けられる。両端は欠損している。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英石核・剥片，

石英石核・剥片，ひすい石核・剥片，勾玉未成品が出土した。１５５４～１５６７・１５７１は緑色凝灰岩製管

玉未成品。１５５４は淡緑色で硬質の石材の荒割工程品。１５５５は濃緑色で硬質の石材の形割工程品。表

面に擦跡がみられるが，これは荒割工程の時の整形痕と思われる。１５７１は研磨工程品。１５５６～１５６７

は穿孔工程品。１５５６は天面に穿孔前の窪みを付けている。地面側は欠損している。１５５７は天面の穿

孔が大きく端に寄り，外面が大きく欠損している。１５６７は縦方向に欠損しているが，残存部から四

角柱の形状だったことがいえる。四角柱に研磨され，両側穿孔が行われている。天地面とも残存して

いる穿孔工程品については全て両側穿孔である。１５６８はＳＩ１４の１５５３と石材が類似しており，同じ

く花崗岩と思われる。勾玉未成品の可能性がある。

　周溝から緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英製管玉未成品，鉄石英石核・

剥片，石英剥片，ひすい剥片，蛇紋岩剥片，その他の石材加工品が出土した。１５６９～１５７９は緑色凝

灰岩製管玉完成品・未成品。１５６９は形割工程品。１５７０は研磨工程品。１５７２～１５７８は穿孔工程品。

１５７２は天面から穿孔が行われている。長さの半分より地面側は石質が白濁しており，色調が均一な

管玉は得られないものである。１５７４は天面から穿孔が行われ，貫通している。一応片側穿孔である

が，地面に穿孔前に付けられた窪みが残る。全長が９．１８㎜あり，穿孔具はこれ以上の長さのものが使

用されたと考えられる。１５７９は完成品。最大径７．５㎜，孔径３．６４㎜を測り，ほかのものと比べて大きい。



１１２

４　Ｂ地区

１５８１は鉄石英の石核。天面・表面・地面の３面に礫面があり，転石であった可能性が高い。１５８０は

鉄石英製管玉研磨工程品。１５８２は石英の円礫を分割したもの。１５８４はひすいの石核。上半分は光に

かざすと半透明の淡緑色である。勾玉の未成品の可能性がある。１５８３は蛇紋岩の加工品。一部に礫

面が残る。右側面・裏面には仕上げに匹敵する光沢を持つ研磨が施され，研磨痕は観察できない。１５８５

は勾玉未成品。研磨により半円状に整形されている。石材は不明。

　１６号周溝式竪穴建物（ＳＩ１６，第１００・１０２・１０３・１０６・１２７・１２８・１３７・１３９・１８１図，図版２７・８２・

８３・１３８・１５２・１５６・１６６・１６８）

　Ｂ６地区中央に位置する。平面形は隅丸方形に壁溝が巡る。床面は包含層掘削後ほとんど掘り下げ

ずに検出した。噴砂によって荒れているため，床面の状況は不明である。主柱穴はＰ１～４の４基で，

柱根は出土していない。そのほか，Ｋ５は最大径７４㎝，深さ２１㎝，Ｋ６は最大径９９㎝，深さ１３㎝を測

る楕円形土坑。内部に炭化物はみられなかった。貯蔵穴のようなものであろうか。炉などの施設はわ

からなかった。建物の周りは円形に巡る周溝をもつ。ＳＩ１５と隣接するが，切り合いは不明である。

　遺物は屋内部から弥生土器・砥石・石製玉作関連遺物・炭化米，周溝から弥生土器・木製品・石製

玉作関連遺物・炭化米が出土した。　

　弥生土器には甕・壺・台付壺・器台・高杯・鉢がある。

　甕には擬凹線甕（８３８～８４０・８４９）・有段甕（８５２）・受口甕（８４３・８４４・８５０・８５１）・刺突受口

甕（８４５～８４８）・平縁甕（８４１）・丸縁甕（８４２）・付加状甕（８５３）がある。量的には受口甕の比率

が高い。擬凹線甕は端部を面取りするものと口縁部が有段となるものがある。８４０は頸部が屈曲せず

外傾し，有段部直下から縦方向のハケメ調整が施される。８４９は口縁部が受口状となる。有段甕はす

べて口縁端部を摘み上げただけの有段部が短いものである。８５３は口縁部が外傾し，胴部の張りが弱

い器形で，口縁端部が外反し，内外面ハケメ調整で，頸部内面にまでハケメが施される。受口甕は口

縁上端部の面取りをしっかりしているものと丸縁になっているものがある。また，口縁端部の屈曲は

直立するものからなだらかなものまであり，肩部にまで刺突文が施されるものはない。

　壺には長頸壺（８５４～８５７）と広口壺（８６０）と擬凹線短頸壺（８５９）がある。長頸壺は口縁部が

直線的に斜め上方に伸びるものとやや外反するものがあり，口縁端部は面取りするものと丸縁にする

ものに分けられる。丸縁のものは外側に向かって丸めている。内外面ハケメ調整で，表面にＵ字状の

沈線文が残るものが３個体もある。いずれも草木の茎類を１本または束ねたもので施文したものと推

定される。８５９は擬凹線短頸壺で，直立する口縁部は外面縦方向，内面横方向のヘラミガキ調整であ

る。８６０は広口壺。

　８６１は台付壺の胴部で，中折れの突帯は棒状浮文を２本垂直に貼り付けて装飾される。

　８６２は有段器台の脚部。有段部に巡る２重の突帯は両側面から櫛状工具によって斜位に連続刺突さ

れる。脚裾部には透孔が上段に１孔以上，中段に４孔，下段に５孔とやや間隔が不揃いに穿たれる。

　高杯（８６３～８６６）は口縁部のみの出土が多い。口縁端部は面取りするものと丸縁のものがあり，

端部内面に突帯が巡るものもある。口縁部の調整は縦方向と横方向のヘラミガキ調整があり，外面は

８６４のみ横方向，内面は８６３のみ縦方向である。８６３は杯部の屈曲部に３本の沈線が巡り，そこには

帯状に赤彩が加えられている。８６７と８６８はハの字状に外展する脚部である。８６８の裾端部は丸縁に

仕上げられる。脚裾部外面はヘラミガキ前のハケメ調整痕が顕著で，一部に赤彩痕が残る。８６７は

８６８に比べ脚基部が細く，裾端部は面取りされて，内面には中心から外に向かって柔らかい原体で，

浅い刺突が加えられており，整形痕と考えられる。透孔は共に３孔である。
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　鉢は有段鉢（８６９）と無頸鉢（８７０）がある。８７０は内外面ヘラミガキ調整，口縁端部内面に緩い

屈曲をもつ。８７１は鉢の体部で，有段口縁またはくの字口縁の鉢であったと推測する。

　木製品は周溝から用途不明の板状部材（９５３）が出土している。上端は凸型に削りだし，下端は段

を作って厚くする。形状から当初は容器かと考えられたが，両側辺が欠損しているようには見えず，

用途不明品とした。樹種はスギ。

　石製品は凝灰岩製の砥石（９６８）が出土した。表面は平坦で，細かな線状痕が長軸方向にみられる。

同様の痕跡が左右側面にもみられる。裏面は短軸方向に表面よりも荒い線状痕が観察できる。

　石製玉作関連遺物は周溝からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英剥片，

石英剥片，ひすい加工礫，蛇紋岩剥片が出土した。屋内部からは緑色凝灰岩剥片・鉄石英剥片・石英

剥片が出土したのみで玉の完成品・未成品の出土はなく，玉作工房ではないと判断した。周溝から出

土した玉作関連遺物は隣接するＳＩ１５から流れ込んだ可能性が高いと思われる。なおＳＩ１６周堤部分

直上の包含層から勾玉の未成品が１点，ＳＩ１６とＳＢ８の間の包含層から勾玉の未成品が３点出土し

た。包含層資料のため積極的には言えないが，比較的まとまっており，この辺りで勾玉を作っていた

可能性がある。１５８６～１５８８は緑色凝灰岩製管玉の完成品・未成品。１５８６は穿孔工程品。１５８７は円

筒状に整形され完成品に近いが，外面に荒い擦痕が残っており，仕上げ工程のもの。孔内壁の中央付

近には両側穿孔の際に生じた双方向からの行き違いがわずかに観察できる。１５８８は完成品の小破片。

１５８９～１５９１はひすい。１５８９は自然円礫。１５９０・１５９１は礫面が残る石核。１５９０は打割分割のほか

に施溝分割が４箇所で行われている。両側面を分割した後，裏面さらに天面の分割を行っている。こ

の石核を取り出すための施溝分割と思われる。１５９１は裏面で施溝分割が１箇所確認できる。

　１７号周溝式竪穴建物（ＳＩ１７，第１０４～１０６・１２９・１３９・１８２・２１３図，図版８４・８５・１４９・１５６・１５７・

１６０・１６３・１６６）

　Ｂ６地区の北東部に位置する。平面形は隅丸方形に壁溝が巡る竪穴建物。屋内部は楕円形の土坑を

２基検出した。Ｐ１は最大径４７㎝，深さ２３㎝を測る。Ｐ２は最大径５９㎝，深さ１３㎝を測る。埋土はと

もに褐灰色シルト質ロームを基調とし，炭化物はみられなかった。柱穴や貯蔵穴のようなものであろ

うか。建物の中央は炉などの施設は検出されなかった。建物の周りは周溝をもつ。東側は噴砂により

幅が広がった状態で検出された。主柱穴や炉は確認されず，ほかの周溝式竪穴建物に比べると規模が

小さく，周溝式平地建物の可能性もある。

　遺物は屋内部から弥生土器片・木製品（柱材の一部・板材）・石製品・石製玉作関連遺物・炭化米，

周溝からは弥生土器片・石製玉作関連遺物・炭化米，周堤盛土からは緑色凝灰岩剥片が出土した。緑

色凝灰岩製管玉は各工程のものが出土しており，玉作工房と考えられる。

　弥生土器は，甕・壺・器台・高杯・鉢が出土した。

　甕は擬凹線甕（８８０～８８３）・有段甕（８９２）・受口甕（８８５・８９０）・刺突受口甕（８８７・８９１）・平

縁甕（８８４）・丸縁甕（８８８）がある。擬凹線甕は口縁部片ばかりで全形を知り得るものはない。８９２

は肩部を欠損する有段甕で，外面には全面にススが付着する。底部は平底で，外面に「井」字状にハ

ケメ痕が残る。８８７は胴部が球形を呈する中型の受口甕で，口縁帯と肩部に列点文が施される。内外

面ハケメ調整である。８９１も口縁帯に列点文が施され，内外面ハケメ調整で，底部は中央が窪む上げ

底である。８９０は大型の受口甕の口縁部か。８８８は外面ハケメ調整，内面は板状工具による縦方向の

ナデ調整である。８８９は甕の底部，８８６・８９６は壺の底部である。８８９・８９６は上げ底である。８９７

は無頸壺で，丸い胴部に短く直立する口縁部が付く。底部は丸底で，内外面横方向のヘラミガキ調整
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である。８９３は受部が浅い擬凹線器台で，口縁帯には円形浮文が５個１組で６箇所に貼付されていた

形跡が残る。８９４は有段高杯で，短く外反する口縁部が端部でさらに外折れする。８９５は直線的に外

傾する器形の無頸鉢。口縁端部は外側に折り返し，肥厚させる。口縁はヨコナデされるが水平ではな

い。内外面ハケメ調整である。

　石製品は赤色をした流紋岩製のアメリカ式石鏃（９６５）が出土した。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片，

石英剥片が出土した。１５９２・１５９３は緑色凝灰岩の荒割工程品。この２点は１５９２の右側面と１５９３の

裏面で接合する。１５９４・１５９５は緑色凝灰岩製管玉の形割工程品。１５９６は緑色凝灰岩製管玉の研磨

工程品。１５９７～１６００は緑色凝灰岩製管玉の穿孔工程品。１５９７は地面側が欠損しているが，両側穿

孔の痕跡が観察できる。ここにさらに研磨を施しており，欠損していながらも完成品を製作しようと

していた様子が窺える。１５９９も同様に地面側が欠損しているが，両側穿孔の痕跡が観察できる。欠

損後は特に加工はされていない。なお，１５９７と１５９９の２つの孔を合わせると位置がほぼ一致し，さ

らに多角柱の面数，面幅がほぼ一致する。元々一つであった両者は両側穿孔が行き違いを生じたまま

貫通することなく欠損し，長さのある１５９７のみさらに加工されたと思われる。

　周溝からは緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片，石英剥片，ひすい剥片，その

他石材加工品が出土した。１６０１～１６０７は緑色凝灰岩製管玉未成品。１６０１～１６０３は形割工程品。

１６０４は研磨工程品。１６０５～１６０７は穿孔工程品。１６０８は四角柱状の加工品。色調は橙色で石材は不

明である。管玉の形割未成品のように打割によって四角柱状に加工されている。

　１８号周溝式竪穴建物（ＳＩ１８，第１０７・１０８・１２８図，図版２７・８２・８３）

　Ｂ６地区の中程東端に位置する。周溝の一部は調査区外となる。平面形は不整形な隅丸方形状に壁

溝が巡る竪穴建物。屋内部は中央に黒色の灰を多く含む灰穴炉（Ｋ５）を検出した。楕円形で最大径

６４㎝，深さ８㎝を測る。柱穴はＰ１・２・６を検出した。全部で６基の主柱穴があると思われるが，

噴砂・攪乱によって荒れており，南西側半分は検出できなかった。そのほか，楕円形土坑Ｋ３・４を

検出した。内部に炭化物はみられなかった。貯蔵穴のようなものであろうか。建物の周りは円形に巡

る周溝をもつ。周溝の南側は最も深くなる。南側でＳＤ３９７３に接続し，さらに南側の低地へ向けて流

れていったことが窺える。周溝はＳＩ１５に切られる。

　遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片が出土した。緑色凝灰岩は剥片がわずかに出土したのみであった。

隣接するＳＩ１５から流れ込んだ可能性が高く，ＳＩ１８は玉作工房ではないと判断した。

　弥生土器は甕・壺・小型壺・高杯・ミニチュア土器が出土した。甕（８７２・８７３）は刺突受口甕で，

共に口縁帯に刺突文が施される。８７２は内外面ハケメ調整である。８７５は短頸壺である。胴部が膨ら

む器形で，口縁部はやや外反し，端部はヨコナデ調整されて丸縁に仕上げられる。８７４は有段小型壺

で，内外面赤彩される。８７８はくの字口縁の小型壺で，内外面赤彩される。８７７は高杯の脚基部で，

４条の沈線が巡る。８７９は鉢形ミニチュアで，口縁端部は摘まれて小波状となっている。完形である。

　１９号周溝式竪穴建物（ＳＩ１９，第１０９・１１０・１３０・１３７・１３８・１４０，１８２図，図版２８・８４・８５・１３８・

１３９・１５０）

　Ｂ７地区南東部で，弥生時代から古墳時代にわたる自然流路ＳＤ４００１のすぐ西側に位置する。ＳＤ

４０１１は建物の周溝とＳＤ４００１とを連結し，排水溝の機能を持つと考えられる。またＳＤ４００１は，ＳＤ

４０１１との合流点付近の河岸斜面に原木を流路に平行に並べており，護岸工事の可能性が考えられる。

　屋内部は壁溝が北東部で２重に巡ることから，１度建て替えを行っていると考えられ，新段階は旧
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段階よりも南西にずれて建て替えられている。旧段階はその床面全体の約２ ３を検出し，平面形は不

整形な円形に近く，それに沿って，やや崩れた感のある壁溝が巡る。旧段階に伴う柱穴などの施設は

確認できなかった。遺物は壁溝から極少量の弥生土器片が出土している。

　新段階の床面は，平面形はほぼ正方形に近い隅丸方形，規模は長軸５．４ｍ・短軸５．１ｍ・屋内部面積

２６．６㎡を測り，中央の灰穴炉と主柱穴４基，壁溝を検出した。灰穴炉は直径１．２ｍの不整形で，断面は

２段落ちとなり，第２層は炭層となっている。極少量の弥生土器片のほか，拳大の礫が２段落ちの下

段の底部下端に沿って数個出土している。柱穴の軸方向はＮ－７°－Ｅで，柱穴規模は直径約４０～８０

㎝，深さ約１５～３０㎝，柱穴Ｐ１・４には柱根が遺存していたが，噴砂によって原位置をとどめていな

かった。壁溝は規模が幅約２０～８０㎝，深さ約１０～２０㎝で，南側で灰白色の粘土塊（４７×４８×１５㎝）を

検出した。遺物は主に壁溝南側から弥生土器が出土した。

　周溝は北東部で先述したＳＤ４０１１と連結し，南西側に開口部がある。周溝の南西端ではＳＤ４０１２と

連結し，このＳＤ４０１２は周溝式掘立柱建物ＳＢ２の周溝と連結している。周溝規模は幅約１．１～１．５ｍ，

深さ約２０～５０㎝，遺物は特に西側で周溝底から弥生土器と大量の木材が出土しており，木材はわずか

な製品のほかは，部分的に炭化している角材や板材などの建築部材と考えられるものが多かった。

　遺物は主に周溝から弥生土器・木製品・石製品・石製玉作関連遺物が出土している。

　弥生土器は甕・壺・鉢がある。８９８～９０４は甕。８９８～９０２は擬凹線甕で，８９８は口縁部が伸長せ

ず，外面にやや波状の擬凹線を施し，肩部には原体不明の円形の刺突文を施す。９０１は肩部に平行沈

線２条と列点文，９０２は斜行短線文を施す。９０２は頸部内面に板状工具のナデ。９０３・９０４は受口甕。

９０５・９０６は短頸壺。９０５は頸部がわずかに内湾する。９０６は頸部がやや外反し，端部で短く直立し

て有段となる。底部は内面に指頭圧痕が残り，丸みのある小平底となる。９０７は鉢で，付加状口縁。

９０８は拡張有段高杯で，有段部に細く粘土帯を貼り付けて稜をつくる。９０９～９１７は天王山系土器。

　木製品は工具・農具・建築部材がある。９５９はＢ５地区ＳＩ９出土の水準器（９５８）と同様のもの

で，角材を断面逆台形に削りこみ，長辺上面に鑿状の工具で浅い刻みを施す。この刻みは両長辺の同

じ位置には彫り込まれず，左右で違っている。とはいえ残存部分が短いため，互い違いのようになる

とは断言できない。短辺部分は内面からほぼ直角に立ち上がる。側面と裏面は炭化や破損があるが，

裏面は平坦に見える。樹種はヤナギ科。９４９は農具で，ナスビ形鍬。刃部は欠損しているが，下端で

やや狭まるように見えるため，又鍬ではなく平鍬だろうか。笠部の上端も欠損しているが，こちらは

やや広がるようであるため，上部にホゾ孔があくタイプのものかもしれない。樹種はクヌギ節。

９６０・９６１は建築部材か。いずれも板材で，９６１には側辺に沿って５箇所に小さな円形孔があけられ

る。樹種はいずれもスギ。９６０は放射性炭素年代測定を行っており，１４Ｃ年代では１８４０±４０と測定され

ている。図示していないが，Ｐ１・４から出土した柱根は順に１９４０±４０・１９１０±４０と測定されている。

　石製品は敲石（９７５）が出土した。花崗岩製で，敲打面は天地面にみられる。

　石製玉作関連遺物は屋内部からは緑色凝灰岩剥片，石英剥片，ひすい剥片が出土した。周溝からは

緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，石英剥片が出土した。１６０９～１６１１は緑色凝灰岩製管玉

の穿孔工程品。いずれも貫通していない。屋内部や周溝から緑色凝灰岩や石英，ひすいの剥片が出土

しているが極僅かであり，周辺からの流れ込みと思われる。
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第６７図　遺構実測図　（1/200） 
Ｂ３地区　ＳＩ５ 
Ｂ５地区　ＳＩ６ 
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第６８図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ３地区　ＳＩ５ 
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第６９図　遺構実測図　（1/40・1/160，1/10） 
Ｂ３地区　ＳＩ５ 
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第７０図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ６ 

0 4m１：１００ 

18.50m

a a’ 

18.50m

b b’ 

B3地区 

B5地区 

B4地区 

調
査
区
外 SI 6

P2

P1

K2

K1
K3

K
’ 

J’
 

K

J

I’ 

I

B’ 

B

b’ 

b

E’
 

E

H
’ 

H

F’ 

F

G’ 

G

D’ 

D

A
’ 
A
’ a

AAa’ 

C’
 
C’
 

C

M’ 

M

L’
 

L

１２０

４　Ｂ地区



第７１図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　ＳＩ６ 
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第７２図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ７・ＳＤ３５２８ 
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第７３図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　ＳＩ７・ＳＤ３５２８ 
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第７４図　遺構実測図　（1/160，1/10） 
Ｂ５地区　１．ＳＩ６　２．ＳＩ７ 
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第７５図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ８ 
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第７６図　遺構実測図　（1/40） 
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第７７図　遺構実測図　（1/80・1/160，1/10） 
Ｂ５地区　ＳＩ８ 
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第７８図　遺構実測図　（1/150） 
Ｂ５地区　ＳＩ９～ＳＩ１１・ＳＨ１５ 
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第７９図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ９・ＳＫ３６１３～ＳＫ３６１９ 
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第８０図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　ＳＩ９ 
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第８１図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ９・ＳＫ３６１３～ＳＫ３６１９ 
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第８２図　遺構実測図　（1/80・1/160，1/10） 
Ｂ５地区　ＳＩ９ 
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第８３図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０（新） 
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第８４図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０（新） 
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第８５図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０（旧） 
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第８６図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０（旧） 
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第８７図　遺構実測図　（1/160，1/10） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第８８図　焼土・炭化材出土状況図　（1/80） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０（新） 
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第８９図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第９０図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第９１図　遺構実測図　（1/20・1/160，1/10） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第９２図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ｂ６地区　ＳＩ１２・ＳＤ３７８６ 
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第９４図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３・ＳＩ１４ 
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第９５図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３・ＳＩ１４ 
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第９６図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ｂ６地区　ＳＩ１４ 
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第９７図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ１４ 
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第９８図　遺構実測図　（1/160，1/10） 
Ｂ６地区　１．ＳＩ１３　２．ＳＩ１４ 
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第９９図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ６地区　ＳＩ１５・ＳＫ３９２５・ＳＤ３８６７ 
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第１００図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ１５・ＳＩ１６・ＳＤ３８６７ 
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第１０１図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ１５・ＳＫ３９２５ 

0
2m

１：
４０
 

18
.1
0m B

18
.1
0m

P
18

P
17

B
’ 

S
K
39
25

17
.9
0m C

C
’ 

18
.0
0m D

D
’ 

18
.0
0m E

E
’ 

18
.0
0m F

F
’ 

18
.0
0m G

G
’ 

18
.0
0m H

H
’ 

18
.0
0m I

I’
 

18
.0
0m J

J’
 

18
.0
0m K

K
’ 

18
.0
0m L

L
’ 

18
.0
0m

M
M
’ 

17
.8
0m N

N
’ 

17
.8
0m O

O
’ 

17
.7
0m P

P
’ 

17
.7
0m Q

Q
’ 

1

噴
砂
 

1
1

3
2

1
1

噴
砂
 

4
4

噴
砂
 

4

5

8

1

5

9
1

5

10
2
3

6 7

噴
砂
 

噴
砂
 

旧
建
物
埋
土
 

1

1

2

3

1
1 2

1
1

1
1

3
2

2 1
2

2

噴
砂
 

1

1
1

1
1

1
1

1

噴
砂
 

   
S
I 1
5 

1．
 1
0Y
R
4/
2灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
 

2．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム（
炭
化
物
混
） 

3．
 2
.5
Y
5/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
 

4．
 1
0Y
R
4/
2灰
黄
褐
色
シ
ル
ト（
炭
化
物
混
） 
 

5．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト（
炭
化
物
混
） 

 6．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
 

7．
 2
.5
Y
5/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
 

8．
 2
.5
Y
4/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
 

9．
 2
.5
Y
4/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
  

10
． 
2.
5Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
 

   
P
1 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

　（
炭
化
物
7％
混
） 

   
P
2 

1．
 1
0Y
R
3/
2黒
褐
色
シ
ル
ト（
炭
化
物
7％
混
） 

2．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト（
炭
化
物
7％
混
） 

3．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
 

   
P
3 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト（
炭
化
物
5％
混
） 

 

   
P
4 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト（
炭
化
物
5％
） 

2．
 1
0Y
R
4/
2灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
 

   
P
7 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

2．
 1
0Y
R
4/
2灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
 

   
P
14
 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

   
P
13
 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

   
P
12
 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

   
P
11
 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

　（
炭
化
物
5％
混
） 

   
P
10
 

1．
 2
.5
Y
5/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
 

　（
炭
化
物
5％
混
） 

   
P
9 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

   
P
8 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
 

2．
 2
.5
Y
4/
1黄
灰
色
シ
ル
ト
 

3．
 2
.5
Y
5/
2暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
 

   
P
15
 

1．
 1
0Y
R
4/
1褐
灰
色
 

シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
 

2．
 1
0Y
R
3/
1黒
褐
色
 

シ
ル
ト
質
ロ
ー
ム
 

   
P
5 

1．
 1
0Y
R
3/
1黒
褐
色
ロ
ー
ム（
炭
化
物
15
％
混
） 
   
P
6 

1．
 1
0Y
R
3/
1黒
褐
色
ロ
ー
ム
 

（
炭
化
物
15
％
混
） 

5

5

１５２

４　Ｂ地区



第１０２図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ６地区　ＳＩ１６・ＳＫ３８８５・ＳＤ３８５３・ＳＤ３８５４ 
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第１０３図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ１６・ＳＫ３８８５ 
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第１０４図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
Ｂ６地区　ＳＩ１７ 
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第１０５図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ１７ 
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第１０６図　遺構実測図　（1/160，1/10） 
Ｂ６地区　１．ＳＩ１６　２．ＳＩ１７ 
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第１０７図　遺構実測図　（1/100） 
Ｂ６地区　ＳＩ１８・ＳＫ３８８４ 
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第１０８図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ１８ 
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第１０９図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ｂ７地区　ＳＩ１９・ＳＤ４０１１ 
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第１１０図　遺構実測図　（1/40・1/160，1/10） 
Ｂ７地区　ＳＩ１９ 
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第１１１図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ３地区　ＳＩ５ 
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第１１２図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ６ 

0 20cm１：４ 

494

498

499

508

505

507

504

495

496

497

500

502

501

503

SI 6

506
◯ 

１６３

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



第１１３図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ６ 
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第１１４図　遺物実測図　（1/4） 
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第１１５図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ７ 
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第１１６図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ８ 
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第１１７図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ９ 
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第１１８図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１１９図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１２０図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１２１図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１２ 
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第１２２図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３ 
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第１２３図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３ 
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第１２４図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１４ 
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第１２５図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１４ 
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第１２６図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１５ 
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第１２７図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１５（ ～ ）　ＳＩ１６（ ～ ） 823 837 838 853
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第１２８図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１６（ ～ ）　ＳＩ１８（ ～ ） 854 871 872 879
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第１２９図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ１７ 
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第１３０図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ７地区　ＳＩ１９ 
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第１３１図　遺物実測図　（1/8） 
Ｂ５地区　ＳＩ６　Ｐ２（ ） 
　　　　　ＳＩ７　Ｐ１（ ）　Ｐ２（ ）　Ｐ３（ ）　Ｐ４（ ） 
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第１３２図　遺物実測図　（1/8） 
Ｂ５地区　ＳＩ９ 
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第１３３図　遺物実測図　（1/8） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１３４図　遺物実測図　（1/8） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１３５図　遺物実測図　（1/8） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１３６図　遺物実測図　（1/8） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０　Ｐ４（ ）　Ｐ５（ ～ ） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３　Ｐ１１（ ）　ＳＩ１５　Ｐ１４（ ・ ） 
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第１３７図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ地区　ＳＩ７（ ・ ）　ＳＩ９（ ）　ＳＩ１０（ ・ ）　ＳＩ１４（ ）　ＳＩ１５（ ） 
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第１３８図　遺物実測図　（ ・ ・ 　1/4， ・ ・ ・ 　1/8） 
Ｂ地区　ＳＩ９（ ）　ＳＩ１４（ ・ ）　ＳＨ１５（ ）　ＳＩ１９（ ～ ） 
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第１３９図　遺物実測図　（ 　2/3， ～ 　1/3） 
Ｂ地区　ＳＩ１０（ ・ ）　ＳＩ１１（ ）　ＳＩ１２（ ）　ＳＩ１４（ ）　ＳＩ１６（ ）　ＳＩ１７（ ） 
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第１４０図　遺物実測図　（1/3） 
Ｂ地区　ＳＩ５（ ）　ＳＩ７（ ）　ＳＩ９（ ）　ＳＩ１９（ ） 974 972 973 975
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第１４１図　遺物実測図　（ ～ ・ ～ 　1/1， ～ ・ 　2/3） 
Ｂ３地区　ＳＩ５ 
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第１４２図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ ・ ～ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ６ 
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第１４３図　遺物実測図　（ ～ ・ ・ ・ ・ 　1/1， ・ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ６（ ～ ・ ～ ） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１（ ・ ） 
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第１４４図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ７ 
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第１４５図　遺物実測図　（ ～ ・ ・ ～ 　1/1， ～ ・ ・ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ７ 
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第１４６図　遺物実測図　（ ～ ・ ・ ・ ～ 　1/1， ・ ・ ～ ・ 
　　　　　　 ～ ・ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ８（ ～ ・ ～ ）　ＳＩ９（ ～ ） 
Ｂ６地区　ＳＩ２２（ ・ ） 
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第１４７図　遺物実測図　（ ・ 　1/1， ～ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ９ 
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第１４８図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１４９図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５０図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５１図　遺物実測図　（ ～ ・ ～ 　1/1， ～ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５２図　遺物実測図　（1/1） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５３図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５４図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５５図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５６図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５７図　遺物実測図　（1/1） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５８図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１５９図　遺物実測図　（ ～ ・ ・ ・ ～ 　1/1， ～ ・ ～ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１６０図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１６１図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１６２図　遺物実測図　（ ～ ・ ～ 　1/1， ～ 　2/3） 
Ｂ地区　ＳＩ１０ 
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第１６３図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１６４図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１６５図　遺物実測図　（ ・ ・ ・ ・ 　1/1， ・ ・ ～ ・ ・ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１０ 
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第１６６図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１６７図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１６８図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１６９図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１７０図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１７１図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１７２図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１７３図　遺物実測図　（1/1） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１７４図　遺物実測図　（ ～ ・ 　1/1， ～ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 

1500 1507 1512 1508 1511 1513

0 5cm１：1

0 5cm２：３ 

1500
緑 

1501
緑 1502

緑 1503
緑 

1504
緑 1505

緑 1506
緑 

1507
緑 

1509
石 

1508
石 

1510
石 

1511

1512

1513

SI 11

２２５

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



第１７５図　遺物実測図　（ ・ ～ ・ ～ 　1/1， ・ ・ ・ 　2/3） 
Ｂ５地区　ＳＩ１１ 
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第１７６図　遺物実測図　（ ～ ・ ～ 　1/1， ・ ・ ～ ・ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ１２（ ～ ）　ＳＩ１３（ ～ ） 

1527 1532 1537 1541 1526 1533 1534 1536 1542
1526 1534 1535 1542

0 5cm１：1

0 5cm２：３ 

1526
緑 

1527
緑 

1528
緑 

1529
緑 

1530
緑 

1531
緑 

1532
緑 

1534
緑 

1533

1535
緑 

1536
緑 1537

緑 

1542

1540

1538
緑 

1539
緑 

1541

SI 12

SI 13

２２７

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



第１７７図　遺物実測図　（2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３ 
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第１７８図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３ 
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第１７９図　遺物実測図　（ ・ ～ 　1/1， ・ ・ ・ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ１４（ ・ ）　ＳＩ１５（ ～ ） 
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第１８０図　遺物実測図　（ ～ ・ ・ 　1/1， ・ ・ ・ 　2/3） 
B６地区　ＳＩ１５ 
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第１８１図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ１６ 
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第１８２図　遺物実測図　（ ～ ・ ～ ・ ～ 　1/1， ～ ・ ～ ・ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ１７（ ～ ）　Ｂ７地区　ＳＩ１９（ ～ ） 
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２３４

４　Ｂ地区

ｂ　竪穴建物

　２０号竪穴建物（ＳＩ２０，第１８３図）　

　Ｂ２地区の南東部に位置する。盛土ＳＸ３９９０掘削後に検出した。炭や黒色の灰の広がりが直径約２

ｍにわたって地山上面にみられ，これを中心に幅０．４～１ｍ，深さ１２～１８㎝の壁溝が巡る。柱穴は確

認できなかった。調査時は建物としていなかったが，立地や遺構の形態から竪穴建物とした。ＳＤ

２５６１・２５８１・２５８３に切られる。遺物は弥生土器片が出土した。

　２１号竪穴建物（ＳＩ２１，第１４３・１８４～１８６・１８８・１８９・１９１～１９４図，図版２９・８６～８９・１４９・１５０・

１５４）

　Ｂ６地区の南側西端に位置する。壁溝の一部は調査区外となる。平面形は隅丸長方形状に壁溝が巡

る。周溝はもたない。屋内部は中央に最大径１．７６ｍ，深さ３８㎝を測る２段掘りの土坑Ｋ１をもつ。こ

の土坑の埋土は上層が炭化物を含む褐灰色ローム，下層が灰黄褐色ロームを基調とする。Ｋ１からは

弥生土器や緑色凝灰岩製管玉未成品・緑色凝灰岩剥片・石英剥片・炭化米が出土したが，屋内部と比

較して特別多くはなかった。また炭化物や黒色の灰が検出されることはなく，Ｋ１の性格は不明であ

る。土坑の上端は隅丸方形状に地山の土を盛土して，堤状になっている。この盛土を取り除くと，平

面形は不明瞭であったが炭化物や灰の広がりが確認され，灰穴炉と考えられる。このことからＫ１は

灰穴炉があった場所に新たに作り替えられたものであることがいえる。ほかの土坑にはＰ１～６・Ｐ

１４があり，いずれも炭化物を多く含んでいた。Ｐ１は最大径６０㎝，深さ６㎝を測り，直径１０㎝前後の

石が底から４㎝程浮いた状態で並んで検出された。柱穴は中央の２段掘りの土坑を取り囲むように４

本と，壁溝に沿って５本みられる。中央の４本のうちＰ１３は灰穴Ｐ１４を切っており，これより後に作

られたものであることがいえる。従って，中央にＫ１が作られる前にこれに切られた灰穴炉を炉とし，

壁溝に沿って並ぶＰ７・９・１１・１２・１７を主柱穴とし，Ｐ１４などを伴う建物が作られ，その後Ｋ１と，

これを取り囲むＰ８・１０・１３・１８を主柱穴とした建物が作られたと思われる。なお並びから西側の調

査区外やＰ１１～Ｐ１７間にも柱穴があった可能性がある。床面は１面のみを検出した。壁溝は一部幅が

広くなる箇所があり，建て替えによって壁溝の作り直しが行われたことが考えられるが，断面では確

認できなかった。

　遺物は弥生土器・木製品（板材）・石製品・石製玉作関連遺物・ガラス製玉類・炭化米が出土した。

緑色凝灰岩，ひすいの剥片が屋内部から多く出土しており，これらの玉作りを行っていた建物であっ

たことがいえる。なおＳＩ２１はＢ６地区では石製玉作関連遺物が最も多く出土した建物である。弥生

土器は北側の壁溝から床面にかけて甕・壺・高杯がまとまって出土した。

　弥生土器には甕・壺・器台・高杯・鉢・ミニチュア土器がある。

　甕は擬凹線甕（１６１２～１６１６），有段甕（１６１８～１６２０・１６２２・１６２３），刺突受口甕（１６２４～１６２６），

受口甕（１６２７），付加状甕（１６１７・１６２１・１６２８・１６２９），平縁甕（１６３０・１６３１・１６３３）がある。

１６１２は中型の甕で，口縁帯には歪んだ擬凹線文が施され，肩部には刺突文が施される。１６１７は口縁

端部を斜め上方に摘み上げて有段部を作り出すもので，外面はヘラ状器具で強くヨコナデされる。肩

の張らない胴部は外面ハケメ調整，内面ヘラケズリ調整である。１６１８の有段部外面は斜位のハケメ

調整で，球形の胴部も内外面ハケメ調整である。１６２４の口縁端部は丸く肥厚し，口縁帯と肩部には刺

突文が施され，丸く張った胴部は内外面ハケメ調整である。くの字口縁甕は口縁端部を面取りしたも

の，口縁上端部を摘み上げるものがある。１６３１は口縁部が強く外反するが肩の張りがないくの字口

縁の中型の甕で，１６１８と共にＫ１から出土した。胴部外面ハケメ調整で底部外面にまで至る。内面



２３５

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

はケズリ調整である。１６３２は甕の底部であるが，ハケメ調整した後「×」の記号が記されている。

　壺は細頸壺・広口壺・短頸壺がある。１６３４は細頸壺の口縁部で，口縁端部は摘んでヨコナデする。

外面縦方向のヘラミガキ調整，内面ナデ調整である。擬凹線壺には１６３５・１６３６がある。１６３５は口

縁部が有段で，内外面赤彩される。１６３６は口縁端部が肥厚し，上端部は面取りされる。外面のみ赤彩

される。１６３７は口縁端部を摘んでヨコナデする広口壺で，頸部には沈線が巡る。１６３８は短頸壺で，

口縁端部は面取りされる。低い器高で楕円形の胴部が付き，低い平底の底部が付く。内外面ハケメ後

ナデ調整である。

　１６３９は台付壺の胴部である。胴部最大径の直上に貼り付け突帯が設けられ，４箇所以上に３本１

組の棒状浮文を垂直に貼付する。１６５４は台付壺の脚部で，脚裾有段部には擬凹線文が巡らされる。

　器台は擬凹線器台（１６４０～１６４２）と有段器台（１６４３）がある。擬凹線器台はいずれも幅の狭い口

縁端部に施文される。１６４０は内外面赤彩である。１６４２は受部径と脚裾部径がほぼ同じで，鼓形の器

形を呈する。口縁部のみに２条の擬凹線文が施され，脚裾端部は面取りされる。脚部には上下２段に

４個ずつ透孔が穿たれるが，不規則である。

　高杯は有段高杯（１６４４～１６４６）と鉢形高杯（１６４７）がある。１６４４は短い口縁部が大きく外反し，

端部でさらに屈曲する拡張有段高杯で，口縁端部内面には沈線が巡る。内外面横方向のヘラミガキ調

整である。１６４５は外傾する口縁端部が外側に丸められる。外面ヘラミガキ，内面ハケメ後ナデ調整

である。１６４６は杯部が３ ４残存するが脚部を欠損する。内面は表面が荒れてわかりにくいが，外面は

縦方向のヘラミガキ調整で仕上げる。１６４７は小型の鉢形高杯で，口縁端部はヨコナデで僅かに屈曲す

る。内外面はヘラミガキ調整である。１６４８～１６５２は器台または高杯の脚部である。ハの字状に外展

するもので，脚裾端部は面取りするものと丸縁のものがある。外面調整はヘラミガキ調整であるが，

１６４８と１６５１にはハケメ調整痕が残る。

　１６５３は擬凹線鉢で，擬凹線文はヘラミガキで消されて痕跡だけが残る。底部は小さい平底で，体

部は内外面に丁寧なヘラミガキが施される。ヘラミガキの方向は外面は口縁部が横方向，体部が縦方

向で，体部は最大径の周辺を再度横方向に磨いている。

　１６５５・１６５６はミニチュア土器である。１６５５は鉢形で，口縁端部内側が面取りされ，口縁部ヨコ

ナデ，体部外面ヘラミガキ，内面ケズリ調整である。１６５６は上げ底の底部で，ナデ調整である。

　石製品は石鏃・軽石・敲石が出土した。１６８２は黒耀石製の有茎式石鏃。１６８４は軽石。表面には平

行して２本，裏面には１本，左右方向の断面Ｕ字状の溝を持つ。また表面には線状痕の残る平坦面も

あり，砥石として使用されたことが考えられる。１６８３は花崗岩製の敲石。天面側が欠損しており，

残存する敲打面は地面側のみである。

　石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉完成品・未成品，鉄石英剥片，鉄石英製管

玉未成品，石英剥片，ひすい石核・剥片，勾玉完成品・未成品，ひすい製加工品が出土した。

　１６９４～１７８６は緑色凝灰岩製管玉の完成品・未成品。石材は硬質で濃緑色のものが使われている。

１６９４～１７０５は形割工程品。１６９９はＰ４，１６９６はＰ１６から出土した。１６９４は全長１９．８８㎜，最大幅

１０．５４㎜と大きめであるが，それ以外は全長８．８９～１２．８０㎜の間に収まる。１７０６～１７１８は研磨工程品。

１７０６は表・裏面の幅が広い，平たい四角柱状，１７１２は四角柱状に研磨されている。１７０８はＰ１

～３，１７１３はＰ４から出土した。１７１９～１７７３は穿孔工程品。１７１９は直径が２．０５～２．１４㎜となり非

常に細身で，天面中央に穿孔前の窪みを付けている。穿孔は行われていない。１７２０も天面中央に穿

孔前の窪みを付けている。地面は半分欠損しているため不明である。１７２１は天面の中央に浅い窪み
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を付け，その両側に中央の窪みよりも深い孔を開けている。１７２５は地面中央に穿孔前の窪みを付け

ている。１７２６は地面に穿孔前の浅い窪みがある。１７２７は天地面共に穿孔前の窪みを付けている。穿

孔は端に寄った位置で天面からのみ行われている。１７２９は両側穿孔で，貫通していない。１７４０は多

角柱というよりは四角柱に近い形状。やや丸味を帯びた四角柱状で，両側から穿孔が行われている。

１７４１は四角柱状に研磨した後両側穿孔を行っている。１７４６は地面から片側穿孔を行っている。１７４８

は孔内壁中央付近に若干の盛り上がりがみられ，両側穿孔が行われている。１７４９は地面から片側穿

孔を行っている。１７５７は天面中央に浅い窪みがある。穿孔は天面から行われているが，端に寄った

位置で開けられている。１７６２は天面に穿孔のほかに穿孔具の先で突いたかのような浅い窪みがある。

１７７４～１７８６は完成品。１７８０～１７８４の孔内は穿孔方向の判断がつかないほどほぼ均一な筒状になっ

ている。孔内の整形も行われたのだろう。なお１７８１は孔内壁中央付近に若干の盛り上がりがみられ，

両側穿孔である。

　最も多く出土した緑色凝灰岩製管玉をみてみると，管玉の大きさがほぼ決まる，研磨工程多角柱状

品から穿孔を経て完成品までのものを計測すると，全長は小さいもので４．８㎜，ほかは６．２１～１３．３４㎜

の間に収まる。最大径は多角柱状品で２．４４～３．９２㎜，完成品で若干小さくなり１．９２～２．９８㎜の間に収

まる。細型の管玉の生産を中心に行っていたと思われる。

　１７８７は鉄石英製管玉の研磨工程の多角柱状品。このほかに鉄石英は剥片がわずかに０．３ｇ出土して

いるのみで，鉄石英製の加工が行われたとは積極的には言えない。１７８８～１７９６はひすい。いずれも

打割により分割される。１７８８～１７９０・１７９２・１７９３は礫面が残っており，原石が円礫であったことが

いえる。１７９４はほぼ四角柱状に研磨したもの。１７９５は勾玉の形割工程品，１７９６は勾玉の研磨工程

品で表面のみ研磨を行っている。両者とも１７８８と石質が似ており，原石は同じものだった可能性が

ある。ひすいは白い部分が灰色がかっているものが多く，まとまって出土したＢ２地区ＳＤ２５７０と比

較すると，色調が悪いように感じる。ひすいは建物の北東側で多く出土した。１７９７は緑がかった石

英製の勾玉未成品。半月状に研磨されている。１０２４・１０２５は勾玉完成品。１０２４は表面に２箇所の

穿孔がある。２点共石材は不明である。建物の内部施設からも緑色凝灰岩製管玉の未成品は出土して

いるが，Ｋ１から１点，灰穴から６点，その他に２点出土した。特に石製玉作関連遺物が多く出土し

た内部施設はなく，玉作りに関わる工作施設はわからなかった。

　ガラス製玉類は小玉（１７９８）が出土した。色調はターコイズブルーである。　

　２２号竪穴建物（ＳＩ２２，第１４６・１８７・１９０・１９１図，図版２６・８８・８９・１５５・１５６・１６６・１６８）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。南側は試掘トレンチに切られる。ほぼ隅丸方形状に溝が巡り，調

査時にははっきりと検出できた。壁溝の幅は最大２．５４ｍ，最小１．１３ｍ，深さは最大２０㎝，最小５㎝，

壁溝の内側は土坑を３基検出した。切り合いから，ＳＩ１３の周溝が埋まった後ＳＩ２２が作られたもの

と思われる。

　遺物は弥生土器・石製玉作関連遺物・ガラス製玉類・炭化米，Ｋ３の上面では板材が出土した。

　弥生土器は甕・壺・器台・高杯・鉢・ミニチュア土器がある。

　甕には擬凹線甕（１６５７）・有段甕（１６５８～１６６０）・刺突受口甕（１６６１・１６６２）・平縁甕（１６６３

～１６６５）・付加状甕（１６６６）がある。有段甕の有段部は強いヨコナデによって端部が肥厚するものが

ある。１６６０の肩部には刺突文が施される。１６５８は口縁端部が受口状となる。１６６２は頸部が長く外

傾する受口状口縁で口縁部に櫛描き列点文，肩部に櫛描き直線文と連続刺突文が施される。胴部外面

はハケメ後板状工具によるナデ調整，内面は縦方向のケズリ調整がなされる。１６６６は胴部上位が張
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り，底に向かってすぼまる器形で，内外面ハケメ調整である。１６６４は口縁が上端部で面取りされる受

口状の小型甕である。内外面ナデ調整である。１６６５は器高１３㎝の小型甕である。胴部のあまり張らな

い細長い器形で，内外面は板状工具によるナデ仕上げである。

　壺は長頸壺（１６７１）・擬凹線壺（１６６８）・有段壺（１６６９）・広口壺（１６６７）がある。１６６７は直線

的に外傾する口縁部で，外面縦方向のヘラミガキ，内面ヨコナデ調整である。１６７１は直線的に伸び

る口縁部に扁球形の胴部がつくもの。口縁部は表面が摩滅しているが，ハケメ後ヘラミガキ調整であ

る。１６６８・１６６９は口縁部内外面，胴部外面は赤彩される。１６７０は小型の壺の胴部小破片で，表面

に細線による矢羽根状の文様が描かれている。

　高杯は口縁端部を丸縁と面取りするものがある。口縁部外面のヘラミガキ調整は縦方向と横方向が

ある。１６７５は口縁部と杯底部の間に擬凹線文が巡り，その表面と口縁端部にのみ赤彩痕が残る。

１６７３は強く外反する口縁部をもち，面取りされた端部は赤彩される。１６７６～１６７９は高杯の脚裾部で

ある。１６７６は裾部有段脚で，有段部とその上部に透孔が穿たれる。脚裾端部は２方向から面取りされ

る。有段部外面は赤彩される。１６７７は裾端部は２方向から面取りされ，端部と外面は帯状に赤彩さ

れる。１６７８は端部を折り返し肥厚させて縁帯をつくる。１６７９は面取りするもので，端部から裾部に

かけては赤彩される。

　１６８０は擬凹線鉢の口縁か。体部内面にヘラミガキがわずかに残る。外面にススが付着する。

　１６８１は台付の鉢形ミニチュア土器。口縁は上端部で面取りし，口縁部内外面には指頭圧痕が残る。

　石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品，鉄石英剥片，石英剥片，ひすい石

核，勾玉完成品・未成品が出土した。１６８５～１６８７は緑色凝灰岩製管玉未成品。１６８５は穿孔工程品。

地面からの穿孔が貫通しているが，天面にも穿孔の痕跡があり，初めは両側穿孔の予定で作られてい

たことがいえる。１６８７は完成品の破片。１６８８・１６８９はひすいを打割したもの。１６８８は勾玉の形割

工程品と思われる。側面の一部には研磨痕がみられる。１６９１は勾玉の仕上げの研磨が施されたもので，

完成品と思われる。頭部と尾部は欠損する。頭部はちょうど穿孔箇所で欠けており，両側穿孔が確認

できる。もう一箇所，残存部の中央あたりに穿孔される。こちらは穿孔方向が分からないほどに孔内

壁が整形されており，もう一方の穿孔も同様に整形されるものであったと思われる。１６９０は形状から

勾玉の未成品と思われる。穿孔方向は両側穿孔で，石材は不明である。１０８１はひすい製の勾玉完成

品。１０８２は不明石材の勾玉完成品。

　ここでは石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩製管玉未成品が穿孔工程品のみ出土している。さらに剥片

の出土量が少ないことから，研磨までの工程を済ませた後穿孔のみを行った可能性がある。ただし出

土量は遺跡全体からみると少ない。　

　ガラス製玉類は小玉（１６９２・１６９３）が出土した。１６９２は完形，１６９３は半分ほど欠損している。

色調は共に海緑色で，孔にほぼ直交して縞模様が観察でき，巻き技法で製作されたことがいえる。２

点は法量も似ており，一連のものであった可能性がある。　
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第１８４図　遺構実測図　（1/40・1/100） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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第１８５図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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第１８６図　遺構実測図　（1/160，1/10） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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第１８７図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
Ｂ６地区　ＳＩ１３・ＳＩ２２ 
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第１８８図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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第１８９図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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第１９０図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ２２ 
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第１９１図　遺物実測図　（ ～ ・ ～ 　1/1， ～ ・ ・ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１（ ～ ）　ＳＩ２２（ ～ ） 
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第１９２図　遺物実測図　（ ～ 　1/1， ～ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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第１９３図　遺物実測図　（1/1） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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第１９４図　遺物実測図　（ ・ ・ 　1/1， ～ ・ ・ 　2/3） 
Ｂ６地区　ＳＩ２１ 
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２５０

４　Ｂ地区

ｃ　周溝式平地建物

　２３号周溝式平地建物（ＳＩ２３，第１９５，１９６図）

　Ｂ６地区の北側中央部に位置する。楕円形状に溝が巡り，その外側にも楕円形状の溝が巡る。内側

の楕円形状の溝の内側からＫ１～４を検出した。Ｋ１からは多くの弥生土器片が出土したが，ＳＩ２３

に伴うものかは不明である。周溝から弥生土器片・緑色凝灰岩剥片・炭化米が出土した。

　２４号周溝式平地建物（ＳＩ２４，第１９７・２００図，図版３０・９１）

　Ｂ６地区の中央部に位置する。方形状に溝が巡り，その外側に時期を分けてＣ字状の溝が巡る。内

外の溝間は若干掘り窪められ，方形状に巡る周溝に囲まれた内側は微高地となっている。ここから遺

構は検出されなかった。またＳＩ２４や周辺の土坑を含めてＳＤ３８７３に大きく囲まれる。

　遺物は弥生土器・鉄石英剥片が出土した。１８００は丸縁甕。１８０１は外反器台の受部で，口縁部と内

面の周縁に炭化物の付着が認められ，転用されていたことが窺える。

　２５号周溝式平地建物（ＳＩ２５，第１９８・２００図，図版３０・８９～９１・１０４・１６６）

　Ｂ６地区の北側中央部に位置する。隅丸方形状に溝が巡り，その外側に楕円形状の溝が巡る。隅丸

方形状の溝に囲まれた内側から遺構は検出されなかった。ＳＩ２６・ＳＨ３３・ＳＤ３８７３を切る。

　遺物は弥生土器・軽石・石製玉作関連遺物が出土し，特に弥生土器は周溝から多く出土した。多く

は破片で出土したが，周溝の北側では高杯が完形で出土した。また，周溝から炭化米が出土した。

　弥生土器には甕・壺・高杯・鉢・蓋がある。

　甕は擬凹線甕（１８０２）・有段甕（１８０５）・受口甕（１８０３・１８０４）・刺突受口甕（１８０６～１８０８）・

平縁甕（１８０９～１８１１）がある。１８０２は面取りした口縁端部に擬凹線文が施される。１８０５は胴部内

外面ハケメ調整で，器面は爆ぜて剥離しているところが多い。受口甕はこの遺構では甕の中で占める

割合が高い。胴部はすべて外面ハケメ調整，内面ハケメ・ナデ調整である。１８０６は口縁部にまでハ

ケメ調整されるもので，口縁端部外面と胴部には全体にススが付着するが，肩部には帯状にススの付

着が認められず，器面が現れる。１８０７・１８０８は口縁帯と肩部に刺突文が残り，１８０８には肩部に櫛

描き直線文が巡る。１８０８は胴部があまり張らない先細りの器形で，頸部内面にはハケメ調整痕が残

る。１８０９はほぼ完形に近い残存状況だったもので，口縁部内面に施されたヨコハケメは端部のみヨ

コナデで消される。口縁部から胴部下半までは厚くススが外面に付着するが，胴部下半から底部にか

けてはススの付着は認められない。底部は上げ底である。

　１８１２～１８１４は短頸壺である。口縁端部が丸縁のものと内端面に面を取るものがある。１８１４には

口縁部外面に２重線でＵ字状のヘラ描きが認められ，これと同じ記号が南側に隣接するＳＩ１６から出

土した３個体の長頸壺にも残っている。

　高杯はすべて有段高杯（１８１５～１８１７）である。１８１５は周溝から出土した完形の高杯で，やや深

めの杯底部に短く外反する口縁部が付く。外面の調整は縦方向のヘラミガキ調整で，内面は口縁部が

横方向，杯底部が縦方向のヘラミガキ調整である。口縁部と杯底部の接合の仕上げはやや雑で，ナデ

つけが緩い。脚部はやや膨らみをもった太めの脚基部にハの字状に外展する裾部がつくもので，裾端

部は面取りされる。透孔は３箇所に穿たれる。１８１６は口縁部と杯底部の境には擬凹線文が巡り，口

縁部外面には部分的に赤彩痕が残る。口縁部はヨコナデ，杯底部は縦方向のヘラミガキ調整である。

１８１７は脚基部で，裾部が開脚する脚部である。脚裾端部は面取りされ，上面に貼り付けられていた

粘土帯は剥落している。裾部中央には４箇所に透孔が穿たれ，内面はケズリ調整される。１８１８・

１８１９は高杯の脚部である。１８１９は脚基部が棒状で，裾部に透孔が４箇所穿たれる。



第１９５図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
Ｂ６地区　ＳＩ２３ 
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　１８２０は片側に把手が付く丸底の無頸鉢である。把手の下端は欠損する。口縁部ヨコナデ調整，体

部外面ハケメ調整。内面ヘラケズリ調整である。

　１８２１はつまみの端部が欠損する有鈕蓋。口縁部は椀形の器形で，つまみは直立する。外面はハケメ

後ヘラミガキ調整，内面はナデ調整である。１８２２も蓋の口縁部で，外面ハケメ後ヘラミガキ，内面ナ

デ調整である。

　石製玉作関連遺物は周溝から緑色系の不明石材の加工品が出土した。１７９９は表面の一部に仕上げ

のような光沢をもつ研磨が施されている。勾玉の未成品か。そのほか緑色凝灰岩剥片，鉄石英剥片が

出土した。

　２６号周溝式平地建物（ＳＩ２６，第１９９図）

　Ｂ６地区の北側中央部に位置する。方形状に溝が巡り，その外側に楕円形状の溝が巡る。方形状の

溝に囲まれた内側から遺構は検出されなかった。ＳＩ２３を切り，ＳＩ２５に切られる。遺物は弥生土器

片・緑色凝灰岩剥片・炭化米が出土した。



第１９６図　遺構実測図　（1/40） 
Ｂ６地区　ＳＩ２３ 
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第１９７図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
Ｂ６地区　ＳＩ２４ 
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第１９８図　遺構・遺物実測図　（1/40・1/80・1/160，2/3・1/10） 
Ｂ６地区　ＳＩ２５（ ） 1799
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第１９９図　遺構実測図　（1/40・1/80） 
Ｂ６地区　ＳＩ２６ 
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第２００図　遺物実測図　（1/4） 
Ｂ６地区　ＳＩ２４（ ・ ）　ＳＩ２５（ ～ ） 1800 1801 1802 1822

1800

1801

1802

1803

1804

1805
1807

1808

1806

1810

18111809

1816

1817

1820

1819
1818

18221821

1815

1814

1813

1812

0 20cm１：4

S I24

SI 25

◯ 

２５６

４　Ｂ地区



２５７

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

Ｂ　掘立柱建物

ａ　周溝式掘立柱建物

　１号周溝式掘立柱建物（ＳＢ１，第２０１図，図版３０・９２）

　Ｂ５地区の南東に位置する。周溝は全周し，北東側で排水溝ＳＤ３５７８に接続し，調査区外ではある

が自然流路ＳＤ２５４１へ流れるものと考えられる。形状は隅丸方形を呈する。周溝の埋土は２層あり，

２層目に炭化物が多く含まれる。深さは１４～２０㎝を測る。周溝の幅は西側が他の部分に比べ広くなっ

ている。排水溝は２層の埋土からなり，深さは約１４㎝。中央付近で埋土に炭化物を多く含むＳＫ３５９２

を切る。周溝内部にはＢ７地区ＳＢ２と同規模の柱穴があるが，検出状況が悪く並ばなかった。遺物

は少なく，周溝から弥生土器片が出土している。１８２３は高杯の裾部。４方透孔と考えられる。内外

面にススが付着し，破損後蓋としての二次利用が窺える。

　２号周溝式掘立柱建物（ＳＢ２，第２０２図，図版３０・３１・８５・１３９）

　Ｂ７地区南東部に位置する。周溝の内側に３間×１間の掘立柱建物が建つ。ＳＤ４０１２はＳＢ２の周

溝と周溝式竪穴建物ＳＩ１９の周溝を連結し，排水溝の機能を持つと考えられる。

　掘立柱建物は桁行５．１ｍ，梁行２．８ｍで，主軸方向はＮ－７５°－Ｗの東西棟である。８基の柱穴は規

模が直径約３５～５０㎝，深さ１０～２６㎝を測り，Ｐ３のみ柱根が遺存していたが，ほか７基ではすべて柱

痕跡を確認している。また周溝の内側には建物を構成するには至らなかった土坑が９基あったが，Ｐ

１７は柱根が遺存しており，Ｐ１５では柱痕跡を確認した。周溝は幅約７０～９０㎝，深さ約２０㎝で，隅丸方

形に巡り，長軸１０ｍ，短軸６．８ｍを測る。軸方向はＮ－５７°－Ｗである。周溝内部からはまとまって

弥生土器が出土した。

　ＳＢ２の建物軸方向は周溝軸方向とズレが生じており，この周溝内側で建て替えが行われた可能性

がある。ＳＤ４０１２によってＳＩ１９と連結しているため，この２つの建物の存在時期を考えると，ＳＢ

２の梁行の軸方向はＮ－１４°－ＥとＳＩ１９新段階の柱穴軸方向と似ており，同時期に存在したのでは

ないかと考える。またＳＩ１９旧段階の軸方向は判然としないながらも，新段階の軸方向よりもやや東

にふると考えられ，ＳＢ２もまた，建物の軸方向よりも周溝の軸方向が東にふることから，ＳＢ２の

旧段階においてはＳＩ１９旧段階と同時期に軸方向を揃えて建てられていた可能性がある。どちらの建

物においても周溝は旧段階のままを利用して，内部の建て替えを行ったのではないだろうか。

　遺物は柱根のほか，周溝内から弥生土器，ガラス製小玉，炭化米が出土した。１８２４は擬凹線甕で，

肩部外面に櫛描き列点文，頸部内面はヨコハケで面取りする。１８２５はＰ１７の柱根。木口は伐採時の

ままか，２方向からの粗い工具痕が残る。樹種はミズメ。１８２６はガラス製小玉。半分欠損している

が，均一に丸みを帯び，整った形状である。色調は瑠璃色で，Ａ７地区ＳＩ１で出土した２２０・２２１

と比較すると青みが強い。炭化米は周溝内埋土を土壌洗浄して検出したもので，放射性炭素年代測定

を行ったところ，１４Ｃ年代で１８９０±４０と測定された。
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第２０２図　遺構・遺物実測図　（1/40・1/80，1/1・1/4・1/8） 
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第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



２６０

４　Ｂ地区

ｂ　掘立柱建物

　７号掘立柱建物（ＳＢ７，第１８３図）

　Ｂ２地区の南東部に位置する。包含層掘削後，盛土ＳＸ３９９０上面で検出した。従って，盛土下で検

出したＳＩ２０より新しい遺構である。１間×１間，桁行１．８ｍ，梁行１．６ｍ，平面積は２．８８㎡である。

主軸の方位はＮ－２１°－Ｅである。柱穴は４基ある。平面は楕円形で，最大径２０～２４㎝，深さ１６～２３

㎝を測る。Ｂ６地区で検出された掘立柱建物に比べ柱穴の規模が小さく，小規模で簡易な建物だった

ことが考えられる。埋土は黒褐色シルトの単層である。埋土から，この建物はＳＤ２５６０・２５６１・２５６２・

２５８４・２５８７・２６２２などの溝と同時期のものと考えられ，溝に挟まれた微高地上に立地する。遺物は出

土していない。

　８号掘立柱建物（ＳＢ８，第２０３図，図版３１）

　Ｂ６地区の中程，ＳＩ１５・１６の間の南側に位置する。２間×１間，桁行３．３ｍ，梁行３．３ｍ，平面積

は１０．８９㎡である。主軸の方位はＮ－５３°－Ｗである。周辺の竪穴建物や周溝遺構，畠跡と思われる

溝群などの主軸方向もほぼ同じ向きになっている。柱穴は６基あるが柱根は残存していなかった。柱

穴平面は楕円形で，最大径が５１～６５㎝，深さが２７～３８㎝を測る。遺物は弥生土器片が出土した。また，

ＳＩ１６とＳＢ８の間に相当する所では，包含層からであるが勾玉の未成品が３点出土した。

　９号掘立柱建物（ＳＢ９，第２０３図，図版３１・９１）

　Ｂ６地区の中程，ＳＩ１５の北側に位置する。３間×１間，桁行５．４ｍ，梁行３．６ｍ，平面積は１９．４４㎡

である。主軸の方位はＮ－４６°－Ｗである。柱穴は７基が検出され，ＳＰ３８９９～３９０２・３９０７は柱根が

残存していた。柱穴平面は楕円形で，最大径が３９～１０３㎝，深さが２０～４１㎝を測る。

　遺物は弥生土器・柱根のほか，ＳＰ３８９９からは桶が出土した。１８２７・１８２８はＳＰ３９０２から出土し

た丸縁甕である。１８２７は外面タテハケメ調整，内面はヨコナデ調整で，胴部内面には指押さえ痕が

残る。１８２８の口縁部は口縁上端部を摘み上げる形態である。１８２９・１８３０は刳物桶の断片。１８２９・

１９３０は同一個体と考えられるが，接合できる部分ではない。いずれも上部は欠損し，内外面が部分

的に炭化する。底部内面の段は突帯状に削り出される。直径１０～１５㎝の小型桶かと考えられる。樹種

はスギ。
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   SP3840 
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト質ローム 
2． 2.5Y3/2黒褐色シルト 
3． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト 

   SP3844 
1． 10YR4/1褐灰色シルト 
2． 2.5Y5/1黄灰色シルト 
3． 2.5Y4/1黄灰色シルト 

   SP3842 
1． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム 
2． 2.5Y4/1黄灰色シルト 
3． 2.5Y5/1黄灰色シルト 

   SP3896 
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト 
2． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト 
3． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト 

   SP3898 
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト 
2． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト 
3． 2.5Y4/1黄灰色シルト 

   SP3901 
1． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム 
　（炭化物5％混） 
2． 2.5Y4/1黄灰色シルト質ローム 
　（炭化物5％混） 

   SP3907 
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト質ローム 
2． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム 
3． 2.5Y4/1黄灰色シルト質ローム 

   SP3902 
1． 10YR5/2灰黄褐色シルト 
2． 10YR5/1褐灰色シルト 
3． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト 
4． 10YR4/1褐灰色シルト 
5． 2.5Y5/1黄灰色シルト 

   SP3900 
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト（炭化物5％混） 
2． 10YR5/2灰黄褐色シルト 
3． 10YR4/1褐灰色シルト 
4． 10YR5/1褐灰色シルト 
5． 2.5Y4/1黄灰色シルト 

   SP3899 
1． 10Y4/1褐灰色シルト 

   SP3862 
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト 
2． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト 

   SP3851 
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト質ローム 
2． 2.5Y4/1黄灰色シルト質ローム 

   SP3850 
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト 
2． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト 
3． 2.5Y5/1黄灰色シルト 
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F

F’
 

２６１

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



２６２

４　Ｂ地区

Ｃ　周溝遺構

　１１号周溝遺構（ＳＨ１１，第２０４・２２０・２７０図，図版９１・９２）

　Ｂ５地区の西側に位置する。周溝は全周し，隅丸方形を呈する。また，内部に南東から北西方向に

溝があり，切り合い関係にないことから付属施設と考えられる。周溝の埋土は３層あり，２層目に炭

化物が多く含まれている。深さは２０～２４㎝を測る。

　遺物は周溝から弥生土器甕・高杯片，若干量の緑色凝灰岩剥片・鉄石英剥片が出土している。１８３７

～１８３９は甕。１８３７は擬凹線甕で３条の擬凹線を施す。１８３８は刺突受口甕で口縁部にヘラ状工具に

よる連続刺突文を施す。１８３９は付加状甕か。１８４０は台付壺で，突帯部に擬凹線状のナデを施す。底

部スス付着。１８４１は有段高杯。１８４２は外面赤彩で裾端部を剥落する。１８４３は無頸鉢。外面はスス

が付着し，黒斑が残る。

　１２号周溝遺構（ＳＨ１２，第２０５・２７０・２７１図）

　Ｂ５地区の中央に位置する。周溝は全周し，南東隅で排水溝に接続し，ＳＤ３５４６へ流れる。形状は

周溝部分が隅丸方形で，排水溝まで含めると９字状を呈する。周溝の埋土は３層あり，噴砂に切られ

る。深さは２６～４０㎝を測る。排水溝は２層の埋土からなり，深さは約１６㎝。遺物は少なく，周溝から

弥生土器片が出土している。

　１３号周溝遺構（ＳＨ１３，第２０４・２２０・２２１図，図版９２・１６２）

　Ｂ５地区の北側に位置する。その位置から隣接するＳＩ１０（新・旧）の付属施設と考えられる。周

溝は全周し，隅丸方形を呈する。周溝の埋土は２～３層あり，炭化物が含まれている。深さは１６～３０

㎝を測る。

　遺物は周溝から弥生土器片，砥石，緑色凝灰岩石核・剥片が出土している。１８４４は有段甕。口縁

端部を面取りし，受口状口縁の変形か。１８４５は装飾広口壺。口縁端部を面取りし，３条の擬凹線と

２個１対の竹管文を４箇所に施す。頸部は貼り付け突帯をもつ。東海系か。１８６８は凝灰岩製の砥石。

大部分が欠損しており，破片の状態であるが，表・側面が平坦面を持ち，細かい線状痕がみられる。

中～仕上げ砥と思われる。裏面は平坦であるが，表・側面ほど平坦ではなく，整形加工後砥面として

の使用はほとんどなかったと思われる。１８６９は緑色凝灰岩石核。緑色の部分は硬質であるが石核の

大部分は緑色ではなく玉の素材として使えない部分で占められ，良質な玉の素材を取った後の残核と

考えられる。

　１４号周溝遺構（ＳＨ１４，第２０５・２２０・２２１図，図版９２・１６４）

　Ｂ５地区の北西端に位置する。その位置からＳＩ９に付随する施設か。周溝は全周し，楕円形を呈

する。ＳＨ２０を切る。周溝の埋土は１～２層あり，深さは２０～２８㎝を測る。断面形はほぼ逆台形。遺

物は少なく，周溝から弥生土器片，鉄石英製管玉未成品１点が出土している。弥生土器には甕・高杯

がある。１８４６・１８４７は擬凹線甕。１８４６は口縁端部が断面三角形を呈し，古い様相が窺える。１８４８

は有段で，口縁下端が突出しており，山陰系の影響か。１８４９は受口甕で外面にススが厚く付着。

１８５０は高杯の杯部で，口縁端部を面取りする。１８７０は鉄石英製管玉の研磨工程品。天地面と右側面

が研磨されている。

　１５号周溝遺構（ＳＨ１５，第７８・１３８・２０６・２２０図，図版９２）

　Ｂ５地区の北端に位置する。北側は調査区外，ＳＩ１０（旧）・１１の周溝に切られ，この付近の建物で

一番古い。形状は大半が調査区外にあるため不明。断面は逆台形で，深さは１０～２０㎝を測る。周溝の

幅が他の周溝遺構に比べて細いことと，大半が調査区外であることから，周溝が壁溝に相当し，当建
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物は竪穴建物の可能性がある。

　遺物は周溝から弥生土器甕・高杯・木製品・緑色凝灰岩剥片・鉄石英剥片・炭化材が出土している。

１８５１・１８５２は有段甕で，受口状口縁の変形か。１８５３は有段高杯で，杯・裾部の端部と有段部に赤

彩を施す。裾部は４方透孔で，内面にススが付着し，破損後，蓋としての２次利用が窺える。１８５４

は高杯脚部のみで，上半に平行沈線文６条・ヘラ状工具による連続刺突文・平行沈線文７条を施し，

下半に３方透孔。１８５５は台付鉢の底部で，台部に指頭圧痕が残る。１８５６は用途不明の土製品。外面

ケズリ調整で，底面に黒斑あり。木製品は用途不明の板材（９６２）がある。上端は欠損しており，そ

れに近い部分に長方形の孔を開ける。樹種はスギ。

　１６号周溝遺構（ＳＨ１６，第２０７図）

　Ｂ５地区の西側に位置する。周溝は北・南側に残り，北側で排水溝に接続する。調査時は，周溝・

排水溝部分と南側の周溝部分を別の遺構としていたが，整理段階で削平を受けた周溝遺構とした。形

状は周溝部分が楕円形になるものと考えられる。周溝および排水溝の埋土は，削平を受けているもの

と思われ１～２層で浅い。深さは１０～１８㎝程度。遺物は少なく，周溝・排水溝から弥生土器片・石英

剥片が出土している。

　１７号周溝遺構（ＳＨ１７，第２０８図，図版９２）

　Ｂ５地区の中央に位置する。周溝は東・南側に残り，南東隅で土坑ＳＫ３５８６に切られる。調査時は

Ｌ字状の溝としていたが，整理段階で削平を受けた周溝遺構とした。形状は楕円形になるものと考え

られる。周溝の埋土は削平を受けているものと思われ，１～２層で浅い。炭化物を含む。深さは８

～１０㎝程度。ＳＫ３５８６は円形を呈する土坑で，断面は半円形。埋土は２層で炭化物をわずかに含む。

遺物はＳＫ３５８６で弥生土器・緑色凝灰岩剥片が出土している。１８５８は壺の底部。底面は上げ底状で

ミガキ調整。

　１８号周溝遺構（ＳＨ１８，第２０７・２２０図，図版９２）

　Ｂ５地区の中央に位置する。周溝は東・南側に残り，ＳＤ３５４５へ流れる。調査時は周溝部分と南側

周溝・排水溝部分を別の遺構としていたが，整理段階で削平を受けた周溝遺構とした。形状は周溝部

分が隅丸方形になるものと考えられ，排水溝まで含めるとＳＨ１２と同様に９字状を呈すると想定され

る。周溝および排水溝の埋土は，削平を受けているものと思われ，単層で浅い。深さは６～８㎝程度。

周溝内部には炭化物を含む土坑ＳＫ３５８８があり，関連施設と考えられる。

　遺物は少なく，周溝・排水溝から弥生土器が出土している。１８５７は平縁の小型甕。口縁端部にヘ

ラ状工具による刺突文が２箇所見られる。

　１９号周溝遺構（ＳＨ１９，第２０８図）

　Ｂ５地区の北側に位置する。周溝は東・南側に残り，ＳＩ１０（旧）の周溝を切る。試掘トレンチに

切られる。調査時はＬ字状の溝としていたが，整理段階で削平を受けた周溝遺構とした。形状は隅丸

方形になるものと考えられる。周溝の埋土は削平を受けているものと思われ，単層で浅い。炭化物を

含む。深さは６～１０㎝程度。遺物は弥生土器片が出土している。　　　

　２０号周溝遺構（ＳＨ２０，第２０６・２２０図，図版９２）

　Ｂ５地区の北西端に位置する。その位置から，ＳＩ１９に付随する施設か。ＳＨ１４に切られる。周溝

は全周し，不整円を呈する。周溝の埋土は３層あり，炭化物を多く含む。深さは２６～３０㎝を測る。断

面形は幅広の逆台形。周溝から弥生土器・鉄石英剥片が出土しているが，遺物は少ない。１８５９は有

段高杯の杯部で，口縁部が強く外反するもの。
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　２１号周溝遺構（ＳＨ２１，第２０９・２２０・２２１図，図版９１・１５６）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。ほぼ隅丸長方形状に深さ４～１０㎝の溝が巡るが，東側で溝が途切

れる。この部分に検出されたＳＫ３８０５は埋土の色・質が異なり，関連のない遺構と思われる。周溝の

内側から遺構は検出されなかった。遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片・緑色凝灰岩製管玉未成品が出

土した。１８６０は擬凹線甕，１８６１は外面ハケメ調整のミニチュア土器の鉢で，口縁端部は面取りされ

る。１８７２は緑色凝灰岩製管玉の研磨工程品，１８７１は仕上げ工程品。多角柱状の稜に丸みをつけるよ

うに荒い研磨が施される。穿孔は天面からが大部分を占めるが，地面からも１ ４程度行われている。

　２２号周溝遺構（ＳＨ２２，第２１０図，図版３１）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。隅丸方形状に深さ約１２㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸２．８４ｍ，

短軸２．５ｍを測る。周溝の内側は検出面より若干低くなり，遺構は検出されなかった。遺物は弥生土

器片と，緑色凝灰岩剥片・鉄石英剥片が若干出土した。

　２３号周溝遺構（ＳＨ２３，第２１０・２２０図，図版３１・９１）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。隅丸方形状に深さ２．５～８㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸

３．４２ｍ，短軸２．７２ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。遺物は弥生土器が出土した。

１８６２は受口甕，外面ハケメ調整で肩部に刺突文が残る。１８６３は平縁甕で胴部内面はヨコケズリ調整。

　２４号周溝遺構（ＳＨ２４，第２０９・２２０図，図版９１）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。ほぼ隅丸長方形状に深さ６～１０㎝の溝が巡るが北側で溝が途切れ

る。周溝の内側では長軸４．１５ｍ，短軸１．５８ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。ＳＩ

１２に切られる。遺物は弥生土器が出土した。１８６４は口縁端部が折れ曲がる形状の拡張有段高杯の口

縁部で，杯底部への屈曲部には突帯が貼り付けてあった痕跡が残る。ヘラミガキ方向は内外面縦方向。

　２５号周溝遺構（ＳＨ２５，第２１１図，図版３１）

　Ｂ６地区北端中央部に位置する。楕円形状に深さ約１５㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸３．２２ｍ，

短軸２．４８ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。遺物は弥生土器片が出土した。

　２６号周溝遺構（ＳＨ２６，第２１１図，図版３２）

　Ｂ６地区北端東側に位置する。隅丸長方形状に深さ１３～２１㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸２．３４

ｍ，短軸１．６５ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。遺物は弥生土器片・石英剥片が出

土した。

　２７号周溝遺構（ＳＨ２７，第２１２図，図版３２）

　Ｂ６地区北端東側に位置する。楕円形状に深さ約１０㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸４ｍ，短軸

３．７６ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。遺物は弥生土器片が出土した。　

　２８号周溝遺構（ＳＨ２８，第２１３図，図版３２）

　Ｂ６地区北側中央部に位置する。楕円形状に深さ９～１４㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸４．２２ｍ，

短軸２．６ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。ＳＩ１７の周溝とＳＨ２９に切られる。ＳＩ

１７と切り合う部分は噴砂により平面形が変形している。遺物は弥生土器片が出土した。

　２９号周溝遺構（ＳＨ２９，第２１３図，図版３２）

　Ｂ６地区北側中央部に位置する。楕円形状に深さ６～１１㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸５．５ｍ，

短軸４．５ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。ＳＨ２８を切る。遺物は弥生土器片が出土

した。
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第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物

　３０号周溝遺構（ＳＨ３０，第２１２・２２０図，図版３２・９３）

　Ｂ６地区北端西側に位置する。楕円形状に深さ約１４㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸４．５ｍ，２．９

ｍを測る。周溝の内側から最大径１．４ｍ，深さ２４㎝を測る楕円形土坑ＳＫ３９６１を検出した。遺物は弥

生土器が出土した。１８６５は内部のＳＫ３９６１から出土したもので，小型の丸縁甕である。やや外傾し

ながら直立する口縁部で，端部はナデて丸く仕上げる。内外面ハケメ調整で胴部上位には欠損してい

るが逆Ｕ字状の把手が貼り付けられていた痕跡が残る。

　３１号周溝遺構（ＳＨ３１，第２１４・２２１図，図版１６０）

　Ｂ６地区中央部に位置する。方形状に深さ約１０㎝の溝が巡るが北側を試掘トレンチに切られ，全体

の形は不明である。周溝の内側から楕円形土坑を検出したがＳＨ３１に伴うものかは不明である。遺物

は弥生土器片・緑色凝灰岩剥片・緑色凝灰岩製管玉未成品・炭化米が出土した。１８７３は緑色凝灰岩製

管玉の形割工程品。石は硬質であるが，色調が均一ではなく，縦縞状になっている。緑色凝灰岩は流

れ込みと思われる。

　３２号周溝遺構（ＳＨ３２，第２１５図）

　Ｂ６地区北西部に位置する。方形状に深さ約７㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸３．７２ｍ，短軸

３．４６ｍを測る。ＳＨ３４を切る。またＳＩ２４を大きく囲む区画溝ＳＤ３８７３を切る。遺物は弥生土器片が

出土した。

　３３号周溝遺構（ＳＨ３３，第２１４・２２０図，図版９１）

　Ｂ６地区北側中央部に位置する。方形状に深さ約７㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸３．６６ｍ，短

軸２．６４ｍを測る。周溝の内側から遺構は検出されなかった。ＳＩ２５の周溝に切られる。遺物は弥生土

器が出土した。１８６６は口縁部の屈曲が弱い，口縁上端部が面取りされる受口甕である。

　３４号周溝遺構（ＳＨ３４，第２１５図）

　Ｂ６地区北西部に位置する。楕円形状に深さ４～１１㎝の溝が巡るが，西側は一部検出されていない。

ＳＨ３２・ＳＤ３９５５に切られる。遺物は弥生土器片が出土した。

　３５号周溝遺構（ＳＨ３５，第２１６・２２０図，図版９１）

　Ｂ６地区の北西部に位置する。隅丸方形状（ＳＨ３５）とＣ字状（ＳＨ３６）の溝が切りあっており，

隅丸方形状の方が新しい。隅丸方形状は深さ約５㎝の溝が巡り，周溝の内側では長軸６．９２ｍ，短軸

６．５６ｍを測る。遺物は弥生土器が出土した。１８６７は有段高杯の口縁部で，端部は面取りされる。内

外面横方向のヘラミガキ調整である。

　３６号周溝遺構（ＳＨ３６，第２１６図）

　Ｂ６地区の北西部に位置し，ＳＨ３５に切られる。Ｃ字状の溝が巡り，深さ４～１６㎝を測る。出土遺

物はない。

　３７号周溝遺構（ＳＨ３７，第２１７図，図版３２）

　Ｂ７地区南東部に位置する。北西側を試掘トレンチによって削平されてしまったが，平面形は不整

形な方形で，長軸５．５ｍ，短軸５．３ｍを測る。周溝は幅約３０㎝，深さ約１０㎝。周溝の内側で土坑を４基

検出しており，Ｐ２では柱痕跡を確認した。遺物は周溝から弥生土器が出土したほか，屋内部から鳥

類の骨が出土した。

　３８号周溝遺構（ＳＨ３８，第２１７図，図版３２）

　Ｂ７地区南東部に位置する。平面形は隅丸長方形で，長軸４．７５ｍ，短軸２．９ｍを測る。周溝は幅３０

～４８㎝，深さ１５㎝で，北側をＳＫ４０３６に切られている。出土遺物はない。
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４　Ｂ地区

　３９号周溝遺構（ＳＨ３９，第２１８・２１９図，図版３３・９１）

　Ｂ７地区南東部に位置する。平面形はやや不整形な円形で，長軸６．６ｍ，短軸６．５ｍを測る。周溝は

幅約２０㎝，深さ約１０㎝で，周溝底部には連続的に浅い凹凸があった。周溝内側では柱穴４基，土坑２

基を検出した。柱穴は直径約３０㎝，深さ２０～４０㎝で，Ｐ５・６には断面観察から柱痕跡があるように

みえるが，判然とはしない。土坑Ｋ１は９０㎝四方の方形で，深さ１０㎝と浅い。土坑Ｋ２は直径１ｍ，

深さ１７㎝の円形で，周溝を切っており，弥生土器が集中して出土した。貯蔵穴かと考えられる。この

建物付近は後世の削平が激しく，竪穴建物であった可能性もある。遺物はＫ１（１８３５）・Ｋ２（１８３２

～１８３４・１８３６）から弥生土器が出土している。１８３２は有段甕。外面は風化しているため調整は不明

だが，内面はケズリを施す。１８３３は擬凹線甕の口縁で，１８３４はおそらく同一個体の底部。１８３５は

擬凹線壺。外面に黒斑がある。１８３６は短頸壺。口縁端部はわずかに内へ折り返して，丸く厚みをも

たせる。外面はナデ，口縁部内面はハケ後ミガキ，体部内面はケズリを施す。

　４０号周溝遺構（ＳＨ４０，第２１９図，図版９１）

　Ｂ７地区南東部に位置する。平面形は不整形で方形に近く，長軸５．１５ｍ，短軸４．８ｍを測る。周溝は

幅約３０㎝，深さ１８㎝である。遺物は周溝から弥生土器が出土している。１８３１は器台の脚部で，外面

は縦方向のミガキ，内面はナデを施す。外面は放射状に赤彩が施される。

　４１号周溝遺構（ＳＨ４１，第２１９図）

　Ｂ７地区南東部に位置する。平面形は不整形で方形に近く，長軸４．２ｍ，短軸４ｍを測る。周溝は幅

３２～６６㎝，深さ１２～２３㎝で，噴砂によって寸断されている部分がある。北東部では炭を含んだ浅い埋

土が周溝の内側に沿って巡っていた。遺物は周溝から弥生土器が出土した。

　４２号周溝遺構（ＳＨ４２，第２１８図，図版３２）

　Ｂ７地区南東部に位置する。平面形は円形で，長軸３．８５ｍ，短軸３．５５ｍを測る。周溝は幅約２５㎝，

深さ約１０㎝である。出土遺物はない。　
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第２０６図　遺構実測図　（1/40・1/80，1/10）�
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第２０７図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２０８図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２０９図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２１０図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２１２図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２１４図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２１５図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２１６図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
Ｂ６地区　ＳＨ３５・ＳＨ３６�
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第２１７図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
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第２１８図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
Ｂ７地区　１．ＳＨ３９　２．ＳＨ４２�
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第２２０図　遺物実測図　（1/4）�
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Ｄ　柵

　３号柵（ＳＡ３，第２２２図，図版３３）

　Ｂ５地区の東側に位置する。途切れ途切れでほぼ楕円形に溝が巡る。ＳＫ３５８４に切られる。埋土は，

単層で浅い。深さは４～１０㎝。内部には短い溝ＳＤ３５８１・３５８２，土坑ＳＫ３５９３と廃棄土坑ＳＫ３５６９が

ある。周溝は幅が狭く浅いものの非常に大きな空間を区画しており，内部に廃棄土坑があるなど，祭

祀空間を区切る柵かと考えられる。そうすると，ＳＤ３５８１・３５８２は周溝同様に内部を区切る柵かと考

えられる。遺物は，ＳＫ３５９３から弥生土器片が出土した。

　４号柵（ＳＡ４，第２２３図）

　Ｂ５地区中央西側で北西－南東に延びる溝群ＳＤ３５４０～３５５０の両側に位置する。ＳＰ３５９８・３５９９は，

ほぼ東西，ＳＰ３６００・３６１２はほぼ南北にそれぞれ２基ずつ並ぶ。ＳＰ３５９８・３５９９は不整形で深さは１０

～２０㎝と浅く，柱根は残っていなかったが，柱痕跡が見られた。ＳＰ３６００・３６１２は不整形で深さは約

５０㎝と深く，２基とも柱根が残っていた。掘形はＳＰ３６００が柱根より少し大きい程度であるのに対し，

ＳＰ３６１２は柱根に関係なく大きなものとなっている。これらの柱穴は，２基ずつそれぞれであること

から建物ではなく，道路とも考えられる溝群に関連する柵もしくは門（鳥居状）になるものと考えら

れる。これらは，南東の大きな道路ＳＦ３５２６から北西の建物ＳＩ８に向かう道路（溝群）の途中に位

置し，その両側にほぼ同じ形状であることから，区画しているものと考えられる。つまり，ＳＩ８の

区域への入り口を表す門的なものであったと考えられる。

　遺物はＳＰ３５９８・３５９９から弥生土器片が出土した。１８７４はＳＰ３６００から，１８７５はＳＰ３６１２から出

土した柱根である。芯持材ではなく，板目材を使用しているため，断面はやや扁平である。いずれも

木口・側面ともに遺存状態は悪いが，１８７５の木口は加工痕が確認できる。樹種は１８７４がヤマグワ，

１８７５がクワ属。

 



第２２２図　遺構実測図　（1/40・1/100）�
Ｂ５地区　ＳＡ３・ＳＫ３５９３・ＳＤ３５８１・ＳＤ３５８２�

0 2m１：４０（断面図）�

0 5m１：１００�

a’�

a

SK3584

d’
�

d

e’
�

e

17.80m

a a’�

17.80m

b b’�

17.80m

c c’�

17.80m

d d’�
17.80m

e e’�

17.80m

f f’�

1

11
1

11
1 1

   SA 3�
1． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト質ローム�

   SD3582�
1． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�
　（炭化物1％混）�

   SD3581�
1． 2.5Y5/3黄褐色ローム�

   SK3593�
1． 2.5Y4/1黄灰色シルト質ローム�
　（2.5Y5/3黄褐色ローム5％ブロック状に混，�
　炭化物1％混）�

SK3593

SA 3

SK3569

SD3581

SD3582

（平面図）�

b

b’�

f’
�

f

c

c’�

２８６

４　Ｂ地区



第２２３図　遺構・遺物実測図　（1/40，1/8）�
Ｂ５地区　ＳＡ４　ＳＰ３６００（ ）　ＳＰ３６１２（ ）　�1874 1875

0 40cm１：８�

0 2m１：４０（平面図・断面図）�

SP3612

SP3600

SP3598

SP3599

17.80m

d d’�

17.80m

c c’�

17.90m

a a’�

17.90m

b b’�

2 2
3 31

4
2 21

2

1 1

2

1

1 1

22

SD
3550

SD
3543

SD
3541

SD
3540

SD
3542

SD
3547

SD
3549

SD
3542

SA 4

SA 4

SP3600

1874

SP3612

1875

   SP3612�
1． 2.5Y5/1黄灰色シルト�
2． 2.5Y4/1黄灰色砂質ローム�

   SP3600�
1． 10YR3/1黒褐色砂質ローム�
　（植物遺体混）�
2． 7.5Y4/1灰色粘土質ローム�

   SP3598�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色砂質ローム（炭化物・植物遺体混）�
2． 2.5Y5/2暗灰黄色砂質ローム（植物遺体混）�
3． 2.5Y5/3黄褐色砂質ローム（植物遺体混）�
4． 5Y5/2灰オリーブ色シルト質ローム�

   SP3599�
1． 5Y4/1灰色ローム（炭化物5％混）�
2． 5Y5/2灰オリーブ色シルト質ローム�

（遺物実測図）�

a

a’�

b

b’�

d

d’�

c

c’�

２８７

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



２８８

４　Ｂ地区

Ｅ　道路

　２７０２号道路（ＳＦ２７０２，第２２４・２２７・２２８・２３２図，図版９３～９５・１５２）

　Ｂ２・６地区の南東部に位置する。ＳＤ２５６０・２５６１，ＳＸ３９９０で構成される遺構。ＳＤ２５６０～２５６２

は基本的には同じ溝で，北へ流れを進めるに従って木枝状に分岐する。埋土はいずれも黒褐色シルト

が中心で，Ｂ６地区の竪穴建物と比較すると新しい時期の遺構となるが，遺物から大差はみられない。

ＳＤ２５６０はＳＤ２５６１から分岐してＢ６地区へ流れる溝。東へ向かうに従って，プランは不明瞭になる。

溝の周辺には盛土層ＳＸ３９９０が観察される（第２２４図）。この盛土を挟んでＳＤ２５６０・２５６１は平行して

流れる。ＳＤ２５６１はＢ２地区からＢ６地区へ流れる溝で，Ｂ６地区では数条に流れが分かれた様子が

みられる。Ｂ６地区ＳＩ２１を切る。２本の平行する溝と盛土の組合せとして同様なものではＢ５地区

で検出された道路状遺構ＳＦ３５２６がある。ＳＦ２７０２は，平行する２本の溝に挟まれた部分以外にも盛

土が及ぶことや溝のプランの一部が不明瞭であったことから，道路ではない可能性も考えられる。盛

土は地山と非常によく似ており，にぶい黄褐色シルト質ロームを基調とする。おそらくＳＤ２５６０

～２５６２などを掘削した際に生じた土と思われる。盛土から出土した遺物よりも溝から出土した遺物の

ほうが新しい時期のものとなる。

　ＳＤ２５６０からは遺物は弥生土器・緑色凝灰岩の荒割工程品が出土した。

　１９０６～１９０８は甕。１９０６は擬凹線甕で，口縁端部は内傾する。１９０７は刺突有段甕。１９０８は丸縁甕。

１９０９・１９１０は壺。１９０９は擬凹線壺で，端部に擬凹線，頸部に工具痕を残す。Ｂ６地区東側では緑

色凝灰岩荒割工程品（１９５１）が出土した。

　ＳＤ２５６１からは弥生土器・杭・加工材・砥石・緑色凝灰岩剥片が出土した。　

　１９１１～１９１５は甕。１９１１～１９１３は擬凹線甕で，１９１１・１９１２は口縁部が上に伸長せず，断面三角

形となる。１９１４は有段甕で，肩部に刺突文が入る。１９１５は丸縁甕だが，口縁部の中程で，やや段を

作っており，有段甕の崩れたものかとも考えられる。胴部外面にもヘラケズリを施す。底部はやや広

めの平底で，中心部がやや凹む。

　１９１６～１９２０は壺。１９１６は擬凹線壺か。口縁部内面はミガキを施す。１９１７は短細頸壺か。口頸部

は外反するが口縁端部は内傾し，外面に段を作る。１９１８・１９１９は広口壺か。１９１８は口縁端部内外

面に赤彩する。１９２０は長頸壺で，口縁端部は付加状となる。胴部は上半のみ残るが，算盤玉形にな

ると考えられる。胴部内面はナデ調整で，粘土紐接合痕と指頭圧痕が残る。

　１９２１は有鈕蓋。つまみ部は上面を凹ませて，中央に細長く孔をあける。１９２２は有段高杯だが，口

縁端部で再び外反して段をつくる。

　１９５２は凝灰岩製の砥石。大部分が欠損していると思われるが，表・右側面に平坦な砥面がみられ

る。線状痕は細かく，長軸方向に沿ってみられる。

　ＳＸ３９９０からは弥生土器・石製玉作関連遺物が出土した。

　１８７６～１８９０は甕。１８７６～１８８０は擬凹線甕。１８７６は口縁部が上へ伸長し，頸部内面をハケメ調整

する。１８７７・１８７８は短い口縁部が外へ開く。特に１８７８は口径が大きい。１８７９・１８８０は口縁部が断

面三角形となる。１８８１は刺突有段甕。口縁端部外面を面取りし，口縁部外面に刺突文を施す。１８８２

～１８８６は有段甕。１８８６は口縁部外面がナデによって凹んでいる。１８８７～１８９０は平縁甕。１８９０はや

や小型で，底部は平底となる。

　１８９１～１８９４は壺。１８９１は有段短頸壺。１８９２は口縁部が緩やかに外反し，口縁端部を内傾させる。

端部外面には沈線１条を施す。１８９３は長頸台付壺。口縁部は内外面を赤彩し，外面に上から沈線２
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条と双葉形刺突文４列を施す。肩部には赤彩した把手を貼り付けるが，把手の上面には沈線２条を施

す。胴部中位の突帯は赤彩し，双葉形刺突文１列，間に沈線１条が入る双葉形刺突文を施す。脚基部

にも沈線１条，双葉形刺突文１列と沈線２条を繰り返し施文する。この双葉形刺突文は方向が異なる。

器面は丁寧なミガキ調整を施す。胴部から脚部への粘土充填は，粘土紐を巻いて円筒状にし，小口が

上下になるように押し込んでおり，脚基部側からみると，渦巻き状の様子がそのまま残っていて観察

できる。１８９４は無頸台付壺。外面はミガキ，胴部内面はナデ，脚部内面はケズリを施す。口縁端部と

脚裾端部にそれぞれ沈線１条を施文する。

　１８９５～１８９７は鉢。１８９５・１８９６は有段鉢で，１８９６の底部はやや丸みのある平底。１８９７は有孔鉢

で，底部は無調整。１８９８はミニチュア土器の壺形。

　１８９９～１９０５は高杯。１８９９・１９００は有段高杯。１８９９は口縁端部外面を面取りして沈線１条を施文

する。１９００は口縁部が２重に外反する。いずれも口縁部と杯部の境に明瞭な稜をつくっている。

１９０１は鉢形高杯か。杯部外面に突帯を貼り付け，赤彩する。１９０２～１９０５は脚裾部で，１９０２は端部

上面に粘土帯を貼り付ける。１９０３は端部を下に折り曲げて，接地面で面取りする。１９０４は緩やかに

開いて，端部は丸くおさめる。いずれも外面は赤彩する。１９０５は有段の脚裾部で透孔は５箇所，段

には稜をつくる。

　石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩剥片・緑色凝灰岩製管玉未成品（１９５０）・花崗岩の加工品（１９５３）

が出土した。１９５０は穿孔工程品で，両側穿孔である。Ｂ２地区で出土した。１９５３は礫面が残ってお

り，円礫を分割したもの。表面は研磨痕がわずかにみられる。裏面は右側で施溝分割を行った後，そ

れ以外の凹凸のある所を平坦にしようと研磨を行っている。Ｂ６地区のＳＩ２１近くで出土した。

　３５２６号道路（ＳＦ３５２６，第２２５・２２６・２２８～２３２図，図版３３・９３・９５・１４０・１４１・１６２）

　Ｂ３地区からＢ５地区中央を抜け，Ｂ７地区北西端まで続く道路で，古墳時代中期の水田の大畦畔

としても使用され，存続時期は弥生時代後期から古墳時代中期にわたる。ＳＦ３５２６は盛土と，これを

挟む東西両側溝で構成され，両側溝間の心々距離は約１．３～２ｍを測る。西側溝はＢ５地区ＳＤ３５２４

で，幅約５０～８０㎝，深さ約１０～４０㎝を測り，中央でＢ５地区ＳＩ８に向かう溝群と直交するが，その

部分で一度途切れるほかはほぼ途切れなく続く。ＳＤ３５２４の外側にはＢ３地区ＳＤ２８７４，Ｂ５地区Ｓ

Ｄ３５６４・３５６５・３５７４が併走しているが，これらの溝は切り合いからＳＤ３５２４よりも古い段階の西側溝

であると考えられる。またＳＤ３５２４は上下２層に分けられるが，断面観察から下層が弥生時代のもの

で，上層は古墳時代の大畦畔の側溝となる。作り替えと掘り直しを行いながら，存続していったもの

と考える。東側溝はＢ３地区ＳＤ２８７７とＢ５地区ＳＤ３５２８で，幅約５０～６０㎝，深さ約２０㎝を測る。Ｂ

５地区ＳＤ３５２８はＢ５地区ＳＩ７の周溝に接続後，Ｂ３地区ＳＤ２８７７までの間は途切れているが，こ

の途切れた間も盛土は確認されている。Ｂ５地区ＳＤ３５２５はＳＤ３５２８からほぼ直角に分岐し，自然流

路Ｂ２地区ＳＤ２５４１に接続して排水溝の役目を果たすと考えられる。盛土は古墳時代の大畦畔のもの

で，弥生土器片や石製玉作関連遺物などを含んでいたが，これは側溝を掘り直した時の排土をそのま

ま道路に盛り上げたためと考えられる。路面には部分的にわずかだが，土の締まった硬化面が確認で

きた。弥生時代には盛土はなく，両側溝で挟まれた間に硬化面などは認められなかった。

　東側溝内ＳＤ３５２８から出土した用途不明部材（１９４４）と盛土下から出土した建築部材（１９４５）は

放射性炭素年代測定をかけており，１４Ｃ年代は１９４４が１７５０±４０，１９４５は１８１０±４０と測定された。

　遺物は土師器・弥生土器・木製品・緑色凝灰岩石核が出土した。

　弥生土器は甕・壺・高杯・鉢がある。１９２３～１９２５は東側溝から出土した土器。１９２３は平縁甕。
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１９２４は受口甕。１９２５は有段高杯で，内外面ともに摩滅してミガキは不鮮明。１９２６～１９３１は西側溝

から出土した土器。１９２６は受口甕。１９２７は鉢形高杯で，杯部は内外面ハケ，脚部はミガキのようだ

が摩滅している。１９２８・１９２９は高杯か器台の脚部で，１９２９は脚裾部上端に刺突文を施す。１９３０は

小型の鉢。底部は台となり，外面にユビオサエが残る。１９３１は短頸壺。口頸部内面には部分的に粘

土紐接合痕が残り，口縁部もやや波打っており，粗いつくりである。１９３２～１９３４は道路盛土から出

土した土器。１９３２は有段甕で，段の下部は下垂させる。１９３３・１９３４は受口甕。１９３３の口縁端部は

強く屈曲して，外面に段をなす。

　木製品には農具・用途不明部材・建築部材がある。１９３５～１９３７は農具。１９３５は直柄狭鍬で，全体

的に遺存状態は悪い。出土時には柄穴内にわずかに柄が残っていたが，ほどなく崩れてしまった。平

面形は細い長方形で，刃先にむかって幅が細くなる。着柄隆起は逆雫形で，欠損が激しいものの，厚

みもあり，頑丈なつくりである。前面の蟻溝は上部が欠落し，痕跡のみ残る。蟻溝内部は泥除けを組

合せた時の圧迫痕が残っている。刃部の断面はいびつなかまぼこ形で，遺存状態が悪かったため，特

に刃先に関しては詳細不明である。蟻溝が存在することや，着柄隆起の位置が片側に寄っていること

などから，広鍬として使用していたのを，狭鍬に作り直して再利用したのではないかと考えられる。

樹種はクヌギ節。１９３７はナスビ形又鍬で，軸部上部に四角い孔をあけるタイプだが，上部は欠損して

いる。ナスビ形の笠部下部に結縛痕は見られない。刃部は片方の刃が欠損しているが，遺存する刃の

幅は上下ともほぼ同じで，刃先のみ細くなる。軸部はやや厚みがあるものの，刃部の厚さは薄い。樹

種はコナラ節。１９３６は裏面全面が剥落したもので，形状から鍬かと考えているが，明らかではない。

樹種はクヌギ節。

　１９３８～１９４４は用途不明部材。１９３８～１９４０は幅広の薄い板に複数の孔をあけた部材。１９３８は左下

隅に大きめの孔１つと，右辺に沿って小さめの孔２つがあけられており，裏面左上には貫通していな

い穴が１つある。上端は断面凸形になっており，下端も段になっている。１９３９は右上隅に２つ，右

下に１つ，大きめの円孔をあける。左辺には凸型に張り出した部分がある。１９４０は左右上隅に１つ

ずつ，中ほどは左辺に１つ，下部は不規則に６つの孔をあける。上端が段になっており，その直下に

刃あたり線が残っている。下端は欠損している。１９４１は細長い板の一端に段を削りだした部材。下

部は欠損している。１９４２～１９４４は棒状部材で，１９４２・１９４３は両端を斜めに削る。樹種はいずれも

スギ。

　１９４５・１９４６は建築部材で，幅広の厚板の片側に方形の孔をあける。１９４５の上下端は粗い加工痕が

残る。１９４６は上端が欠損しているが，上端は表面のみ，反対に下端は裏面のみを斜めに削って薄く

仕上げる。また下端は側面も削って幅を細くする。いずれも壁材と考えられる。樹種はスギ。

　側溝の内，ＳＤ３５２４から緑色凝灰岩石核が出土した。１９４７・１９４８は荒割工程品。石質は軟質で，

多くの亀裂が入る。１９４８は摩耗・風化が著しい。出土地点は緑色凝灰岩が多く出土したＢ５地区Ｓ

Ｉ６に近接し，ここからの流れ込みの可能性がある。道路の盛土部分からは，荒割工程品（１９４９）

が出土した。硬質で磨耗・風化はみられないが，周辺からの流れ込みと思われる。
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第２２５図　遺構実測図　（1/40・1/1000）�
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第２２７図　遺物実測図　（1/4）�
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３００

４　Ｂ地区

Ｆ　土坑

　２２７６号土坑（ＳＫ２２７６，第２３４図）

　Ｂ１地区の南側に位置し，ＳＤ２２７５を切っている。ほぼ円形の土坑で最大径７４㎝，深さ１２㎝を測る。

埋土は黒褐色粘土質ロームで，遺物は弥生土器片が出土した。

　２３３０号土坑（ＳＫ２３３０，第２３４・２５２図，図版９６・９７）

　Ｂ１地区ＳＤ２２８４の北に位置し，平面形はほぼ円形で最大径１．８ｍ，深さ６０㎝を測る。埋土は黒褐

色砂質ローム，オリーブ黒色砂質ローム。遺物は弥生土器（１９７２～１９７７）が出土した。

　１９７２は擬凹線甕で４条の擬凹線を施す。１９７３～１９７５は刺突受口甕で口縁有段部下側に連続刺突文

を持つ。調整は全て内外面共に口縁部ナデ，胴部内面はケズリ，外面はハケメである。１９７４の口縁

端部は面取りが施されている。１９７５の肩部には４条の櫛描直線文と列点文を施している。１９７６は擬

凹線広口壺で，口縁有段部に３条の擬凹線を施す。１９７７は有段高杯で口縁端部に面がある。杯有段

部の外面は縦方向のナデで，一部縦方向のミガキを施す。杯部下半の内外面は縦方向，杯有段部内面

は横方向のミガキ調整である。

　２３３１号土坑（ＳＫ２３３１，第２３４・２５２図，図版９７）

　Ｂ１地区の西側南端部に位置する。平面形はほぼ楕円の土坑である。長径２．８ｍ，短径９０㎝，深さ

７㎝を測る。埋土はオリーブ黒色砂質ロームで，出土遺物には弥生土器（１９７８）がある。１９７８は擬

凹線甕で，口縁部に４条の擬凹線を施す。

　２５４２号土坑（ＳＫ２５４２，第２３３・２５１図，図版９５・９６）

　Ｂ２地区の西端に位置する。中近世まで続くＳＤ２５０１とその支流のＳＤ２５４１に挟まれた台地上に位

置する，最大径２．５ｍ，深さ１０㎝を測る不整形土坑。赤彩された弥生土器の鉢（１９６２）・器台（１９６３）・

高杯（１９６４）がまとまって出土した。また遺構の北側や周辺では甕（１９６１）の破片が散らばった状

態で出土した。Ｂ２地区では，Ｂ６地区に隣接する東側の微高地部分では遺物が多く出土したが，Ｓ

Ｄ２５０１に向かって地形が落ち込む西側ではＹ２３５ラインを境としてほとんど遺物が出土していない。

窪地のような土坑であるが，この場所を選んで，赤彩した土器をまとめて置いていると考えられる点

で，何らかの祭祀に関わる遺構・遺物と思われる。１９６１は有段甕。肩部に位置の乱れた刺突文が入

る。頸部内面はハケメ調整。１９６２はくの字鉢。浅くひらく器形で，口縁端部を肥大させる。底部は平

底だが，高杯のように底部中央に粘土を充填している。外面は板状工具によるナデの後ミガキを施し，

内外面赤彩する。１９６３は有段器台で，外面と受部内面には細かいミガキを施し，内外面赤彩する。

１９６４は有段鉢形高杯。摩耗が激しいが，内外面にミガキと赤彩を施す。

　２５５９号土坑（ＳＫ２５５９，第６６・２５１図，図版９７）

　Ｂ２地区の南東部に位置する。最大径７８㎝，深さ１６㎝を測る楕円形土坑。遺物は弥生土器が出土し

た。１９６５は刺突壺。口縁端部を有段につくり，刺突文を施す。外面はハケメ後ミガキ。

　２５６３号土坑（ＳＫ２５６３，第６６・２５１図，図版９７）

　Ｂ２地区の北東部に位置する。最大径１．４６ｍ，深さ５㎝を測る不整形土坑。遺物は弥生土器が出土

した。１９６９は有段高杯の脚部。有段部には刻目文を施す。１９７０は高杯もしくは器台の脚部で，脚裾

部端部は上端が肥大する。

　２５６４号土坑（ＳＫ２５６４，第６６・２５１図，図版９７）

　Ｂ２地区の北東部に位置する。最大径１．０２ｍ，深さ１１㎝を測る楕円形土坑。遺物は弥生土器が出土

した。１９６７は有段甕で，口縁部は外にひらく。肩部に１条の沈線文が入る。１９６８は装飾壺。口縁端
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部に擬凹線文を３条施し，頸部には突帯を貼り付け，突帯上端に不揃いな刺突文を施す。

　２５９０号土坑（ＳＫ２５９０，第６６・２５１図，図版９７）

　Ｂ２地区の南東部に位置する。最大径１．８９ｍ以上，深さ１１㎝を測る楕円形土坑。ＳＤ２５８４に切られ

る。遺物は弥生土器が出土した。１９５８は有鈕蓋の口縁部。内外面赤彩する。１９５９・１９６０は受口甕で，

１９５９は口縁部外面に刻目文。１９６０は口縁端部を面取りし，肥大する。

　２６０３号土坑（ＳＫ２６０３，第６６・２５１図，図版９７）

　Ｂ２地区の南東部に位置する。最大径１．８５ｍ，深さ９㎝を測る楕円形土坑。弥生土器が出土した。

１９７１は擬凹線短頸壺。胴部は算盤玉形で，底部は上げ底。口頸部内面と胴部内面下半，胴部外面上半

は粗いハケメ，口頸部外面から肩部と胴部下半は粗いハケメ後粗いミガキを施す。

　２６０５号土坑（ＳＫ２６０５，第６６・２５１図，図版９６・９７）

　Ｂ２地区の中程東側に位置する。最大径１．７７ｍ，深さ９㎝を測る不整形土坑。弥生土器が出土した。

１９５５～１９５７は甕。１９５５は擬凹線甕で，口縁部は外に開き，端部は尖らせる。１９５６は受口甕。胴部

のハケは下から削り上げ，頸部に工具が当たった痕跡が残る。１９５７は平縁甕で，内外面ハケ，底部

は上げ底となる。

　２６２１号土坑（ＳＫ２６２１，第２３３・２５１図，図版９７）

　Ｂ２地区の北東部に位置する。ＳＤ２６２２に切られ平面形は不明であるが，深さは４㎝と浅く，窪地

のような土坑である。遺物は弥生土器が出土し，そのうち器台の脚部（１９６６）が遺構内に正位で据え

置かれた状態で出土した。１９６６は外反器台の脚部。透孔は４箇所で，脚基部外面ミガキ，脚裾部外面

はハケを施す。

　２８４７号土坑（ＳＫ２８４７，第２３５・２５３・２６２図，図版３４・９６～９８・１５２）

　Ｂ３地区の西側に位置する。北西－南東に細長い土坑。深さは約３０㎝。埋土は５層あり，いずれの

層も炭化物を含んでいる。遺物は弥生土器甕が数個体潰れた状態で南側にまとまって出土。埋土に炭

化物を含み，土器が多量に出土していることから，廃棄土坑と考えられる。また石製品が出土した。

　１９８６～１９８８は擬凹線甕で，肩部に連続刺突文を施す。外面の調整は，１９８６・１９８７がハケ，１９８８

が板状工具によるナデ。１９８９は有段短頸壺。底面に穿孔途中の痕がある。胴部に黒斑があり，その上

にＸ状の籠目痕が２段に残る被籠土器。１９９０は長頸台付壺。口縁部に４条の擬凹線，胴部に２条の

山形文，突帯部に２列の半截竹管による連続刺突文，脚部下半に平行沈線文６条，裾有段部上面に２

条の山形文，側面に一部欠損しているが，半截竹管による連続刺突文２列の間に２条の山形文，裾端

部に２列の半截竹管による連続刺突文，その間に２条の山形文を施す。裾部には４方向の透孔が約

９０°ずらして上下２段にある。１９９１は有孔鉢。口縁端部を面取りし，内面にスス付着。胴部下半に

は黒斑がある。２１６３は花崗岩質砂岩製の砥石。表・裏・右側・天面に砥面がみられる。砥面は平坦で，

肉眼では観察しにくいほど細かな線状痕が残る。

　２８５８号土坑（ＳＫ２８５８，第２３５図）

　Ｂ３地区の中央北側に位置する。不整円形で深さ約５㎝の浅い土坑。遺物は東側に弥生土器ほぼ１

個体（４８８）が潰れた状態で出土。Ｂ３地区ＳＩ５の南に隣接することからそれに付随する貯蔵穴か。

　２９８３号土坑（ＳＫ２９８３，第２３４・２６３図，図版１５７）

　Ｂ３地区の北端に位置する。形状はほぼ隅丸方形を呈する。埋土は単層で浅い。遺構の性格は，Ｂ

３地区ＳＩ５の周溝とＢ５地区ＳＩ６の排水溝の間に位置すること，Ｂ３地区ＳＩ５・Ｂ５地区ＳＩ

６は，玉作りを行っていたことから，それらの補助的な施設であった可能性が考えられる。
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４　Ｂ地区

　遺物は，弥生土器片・石製玉作関連遺物が出土した。石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩剥片・緑色凝

灰岩製管玉未成品が出土した。２１７７・２１７８は形割工程品で側面調整も行っている。２１７９は研磨工程

品。２１８０・２１８１は穿孔工程品。小片のため穿孔方向は不明である。２１８１は地面側を欠損している。

　３３７０号土坑（ＳＫ３３７０，第２３６・２５４図，図版３４・９８・９９）

　Ｂ４地区の東側に位置する。不整形で深さは１２㎝。埋土は２層で，上層に炭化物を含む。遺物は，

北側に弥生土器甕が横位で潰れた状態と高杯の脚部などがまとまって出土。甕は隣接するＳＫ３３７１の

ものと接合した。埋土に炭化物を含み，土器が多量に出土していることから，廃棄土坑と考えられる。

１９９３は刺突受口甕で，ハケ状工具による連続刺突文を施す。外面スス付着。１９９４は受口状口縁の崩

れた平縁甕。外面スス付着。

　３３７１号土坑（ＳＫ３３７１，第２３６・２５４図，図版９８）

　Ｂ４地区の東側に位置する。瓢箪形で深さは４㎝と浅い。埋土は単層で，弥生土器片を多く含む。

遺物は南側に弥生土器甕ほぼ１個体が横位で潰れた状態で出土。甕は隣接するＳＫ３３７０のものと接合

した。ＳＫ３３７０と同様に廃棄土坑か。１９９５は平縁甕で肩部にハケ状工具による連続刺突文を施す。外

面は胴部中位～底部にスス付着。

　３４３３号土坑（ＳＫ３４３３，第２３６・２５４図）

　Ｂ４地区の北西に位置する。長方形に近い形状で，長軸４．４５ｍ，短軸２．１５ｍと大きい。深さは４～１６

㎝と浅く，一部礫層が隆起している。遺物は弥生土器甕・壺などの破片が多く出土。２０００は受口甕

で外面スス付着。調整は外面ハケ，内面は頸部と胴部下半がハケ，胴部中位がケズリ。２００１は有孔

鉢の底部。

　３４４１号土坑（ＳＫ３４４１，第２３６・２５４図）

　Ｂ４地区の北西に位置する。南東の一部が調査区外。楕円形で，深さは４～１０㎝と浅いが，西側が

一段低くなっている。埋土は単層。遺物は弥生土器甕・壺破片が５箇所に分かれて出土。１９９６

～１９９８は甕でいずれも外面スス付着。１９９６は変形した受口甕。１９９７・１９９８は付加状甕。１９９７は肩

部に連続刺突文を施す。１９９９は擬凹線器台受部。口縁部下端に連続刺突文を施す。

　３４４９号土坑（ＳＫ３４４９，第２３７・２５５図，図版９８・９９）

　Ｂ４地区の北東端に位置する。北側でＳＫ３４８６に切られる。形状は台形状を呈する。埋土は２層あ

るが１０㎝程度で浅い。遺物は床面に弥生土器甕・壺が横位で潰れた状態で出土している他，土器片が

散在していた。２０１０・２０１１は有段甕。受口状口縁の変形か。２０１２は刺突受口甕で，口縁部にハケ状

工具による連続刺突文を施す。口縁以下を欠損しているため，肩部の文様は不明。頸部に平行沈線文

２条を施す。２０１３は甕の底部。外面は底面までハケ調整。２０１４は有段無文口縁または受口状口縁が

変形した鉢。外面スス付着。

　３５３２号土坑（ＳＫ３５３２，第２３７・２５５図，図版９９・１００）

　Ｂ５地区の西側に位置する。形状は隅丸方形を呈する。埋土は３層あり，炭化物が２層を中心に多

く含まれていた。深さは１０～１５㎝程度で浅い。埋土には，弥生土器片が多く混入していた。遺物は床

面に弥生土器甕・壺・高杯がほぼ１個体ずつ潰れた状態で出土した。この他に緑色凝灰岩・鉄石英の

剥片が出土した。２０１５は刺突受口甕。口縁・肩部に太い櫛描き列点文，肩部に同じ工具による直線

文４条を施す。２０１６は平縁で，全体に摩滅が激しく調整は不明。２０１７は短細頸壺で胴部にスス付着。

２０１８は棒状脚部をもつ高杯で口縁端部を面取りする。２０１９はハの字状脚部をもつ高杯で，裾部に３

方透孔がある。２０２０は高杯の裾部で外面赤彩。４方透孔がある。
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　３５３３号土坑（ＳＫ３５３３，第２３８・２５４図）

　Ｂ５地区南西で，ＳＩ７に隣接する。細長い楕円形で，深さは９㎝と浅い。埋土は２層で炭化物を

少し含む。遺物は南側で弥生土器甕の破片がまとまって出土した。２００２は丸縁甕。外面スス付着。

　３５３８号土坑（ＳＫ３５３８，第２３８・２５４図，図版９９）

　Ｂ５地区南西に位置し，ＳＩ６の周溝に切られ，ＳＤ３５６４を切る。不整形で深さは１６㎝。埋土は２

層。遺物は弥生土器甕・高杯の破片が３箇所に分かれて出土した。この他に緑色凝灰岩剥片が出土。

２００３・２００４は有段高杯でいずれもミガキ調整。２００３は強く外反する杯部。２００４はハの字状脚部。

　３５５５号土坑（ＳＫ３５５５，第２３８図）

　Ｂ５地区中央北側に位置する。楕円形で深さは２１㎝。埋土は３層で，噴砂２条に引き裂かれている。

遺物は弥生土器片が出土した。

　３５５６号土坑（ＳＫ３５５６，第２３９・２５４図，図版３４・９９）

　Ｂ５地区中央西側に位置し，ＳＫ３５７７・ＳＤ３５４１に切られる。隅丸方形で深さは１５㎝。埋土は３層。

遺物は弥生土器片が多く出土した。この他に緑色凝灰岩剥片が出土している。廃棄土坑か。２００５は

変形した受口甕で外面スス付着。外面ハケ，内面ケズリ調整。

　３５５７号土坑（ＳＫ３５５７，第２４０・２５６図，図版１００）

　Ｂ５地区中央西側に位置し，ＳＩ８と隣接する。楕円形で深さは１４㎝。埋土は３層で炭化物を含む。

埋土から炭化物や多くの弥生土器片などが出土していることから廃棄土坑と考えられる。また，隣接

するＳＩ８に関連する施設とも考えられる。

　遺物は弥生土器甕片・高杯が３箇所に分かれて出土した他，緑色凝灰岩・鉄石英・石英の剥片が出

土した。２０２１は甕底部で内面と底面をケズリ，外面をハケ調整。２０２２は拡張有段高杯。口縁端部上

面に半截竹管文による連続刺突文を３列施す。

　３５５９号土坑（ＳＫ３５５９，第２４０・２５６図，図版９９）

　Ｂ５地区南西側に位置し，ＳＤ３５６４・３５６５に切られる。隅丸方形で深さは１６㎝。埋土は２層で炭化

物を含む。遺物は弥生土器壺が潰れた状態で出土した。埋土から炭化物・弥生土器片が出土している

ことから廃棄土坑と考えられる。２０２３は擬凹線壺で，５条の擬凹線を施す。２０２４は広口壺または甕。

外面ハケ，内面ナデ調整。

　３５６７号土坑（ＳＫ３５６７，第２４１図）

　Ｂ５地区南側に位置する。ほぼ楕円形で深さは１４㎝。埋土は５層で炭化物を含む。また南側から粘

土がかたまって見つかり，粘土貯蔵施設と考えられる。遺物は弥生土器片が出土している。

　３５６８号土坑（ＳＫ３５６８，第２４１・２５６・２６３図，図版１００・１５９）

　Ｂ５地区中央西側に位置する。隅丸方形で深さは３０㎝。埋土は６層で炭化物・弥生土器片を多く含

む。埋土から炭化物・多くの土器片・焼石が出土していることから廃棄土坑と考えられる。また，他

の廃棄土坑に比べて焼石が多く出土していることから祭祀的な意味合いが強いのかもしれない。

　遺物は，弥生土器甕片・高杯がほぼ２箇所に分かれて出土した他，焼石が多く出土している。また

石製玉作関連遺物も出土した。２０２８は有段甕。内外面ハケ調整で，ススが点在する。２０２９は拡張有

段高杯。棒状脚に強く外反する杯部がつく。裾部は上面と側面の２箇所に４方孔がある。裾端部を剥

落する。２１６６は緑色凝灰岩製管玉形割工程品。表面の一部に荒い研磨を施し整形している。このほか

緑色凝灰岩剥片も出土した。
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　３５６９号土坑（ＳＫ３５６９，第２４２・２５６・２５７図，図版３４・１０１・１０２）

　Ｂ５地区中央に位置し，ＳＡ３に内包される。隅丸方形で深さは３６㎝。埋土は５層で下に行くほど

炭化物を多く含む。遺物はほぼ全面に多くあり，弥生土器甕・壺・高杯が１個体ずつ分かれて出土し

た他，緑色凝灰岩剥片が出土した。埋土から多くの炭化物・土器片などが出土していることから廃棄

土坑と考えられる。祭祀的な空間ＳＡ３内にあることから，それに関連する施設と考えられる。

　２０２５・２０２６は甕。２０２５は平縁甕。２０２６は胴部下半～底部で，外面は底面までハケ調整。２０２７・

２０３４～２０３７は壺。２０２７・２０３４は長頸壺。２０２７は有段無文口縁壺で，胴部下半の黒斑部分に籠目痕

が残る被籠土器。底面は上げ底状を呈する。２０３５はくの字状口縁広口壺で，胴部に黒斑が残る。２０３６

は有段広口壺で，内外面ハケ調整。２０３７は台付壺。口縁部に４条の擬凹線を施す。壺部に黒斑が残る。

２０３８は有段高杯の杯部で，口縁端部上面を面取りし伸張する。２０３９は，擬凹線台付鉢で，３条の擬

凹線を施す。裾部に３方孔がある。

　３５７０号土坑（ＳＫ３５７０，第２４１・２５６図，図版１００）

　Ｂ５地区中央北側に位置し，ＳＫ３５７１・３６０７と隣接する。楕円形で深さは１９㎝。埋土は４層で炭化

物を少し含む。遺物は弥生土器片・加工木・焼石が出土している。性格は出土遺物から隣接するＳＫ

３５７１と共に廃棄土坑と考えられる。２０３０は有段甕。外面ナデ，内面ケズリ調整。

　３５７１号土坑（ＳＫ３５７１，第２４２図）

　Ｂ５地区中央北側に位置し，ＳＫ３５７０・３６０７と隣接する。不整形で深さは３２㎝で一部２段掘り。埋

土は４層で炭化物を多く含む。性格は埋土に炭化物・土器片が出土していることから隣接するＳＫ

３５７０と共に廃棄土坑と考えられる。遺物は弥生土器片が出土した。

　３５７６号土坑（ＳＫ３５７６，第２４２図）

　Ｂ５地区中央東側に位置し，東側が調査区外。瓢箪形で深さは１４㎝。埋土は単層で炭化物を少し含

む。遺物は弥生土器片が出土した。廃棄土坑か。

　３５７７号土坑（ＳＫ３５７７，第２３９・２５４・２５６・２６３図，図版３４・９９・１００・１５９・１６２）

　Ｂ５地区中央西側に位置し，ＳＫ３５５６・ＳＤ３５４１を切り，ＳＤ３５５０に切られる。隅丸方形で，深さ

は１４㎝。埋土は３層で炭化物や焼土を多く含む。埋土から炭化物・焼土・多くの土器片などが出土し

ていることから廃棄土坑と考えられる。

　遺物は弥生土器甕・高杯片などが多く出土した。この他に石製玉作関連遺物・焼石が出土した。

２００６・２００７は付加状甕。２００７は肩部にヘラ描きの波状文を施す。外面に黒斑が残る。２００８は壺の胴

部。調整は外面をハケの後にミガキ，内面を頸部～胴部上半がナデ，胴部中位以下をハケ。２００９は器

台受部。口縁端部をナデ，面取り状とする。２０３１は有段高杯。２０３１は土器製作時につけられたもの

と考えられる小孔が杯底部～脚部にあり，貫通する。裾部に４方孔がある。２０３２は拡張有段高杯。

　石製玉作関連遺物は緑色凝灰岩石核・剥片，緑色凝灰岩製管玉未成品が出土した。２１６８・２１７１は

荒割工程品。２１７１の天地面は打割により平坦に分割され，厚さ１７．２㎜程の板状になっている。表裏

面は両極打撃により分割される。２１６８の表面は打割により平坦に分割されているが，研磨も施され

ている。必要に応じて面を整えてから次の工程へ進んでいったようである。２１６７・２１６９・２１７０は形

割工程品。２１６９は打割の後四角柱状に整えるのに側面調整を施している。

　３５７９号土坑（ＳＫ３５７９，第２４３・２５７・２６３図，図版１００・１０１・１５９）

　Ｂ５地区北東端に位置し，ＳＩ１１の周溝を切る。楕円形で深さは８～１８㎝。埋土は２層で炭化物を

含む。遺物は弥生土器・石製玉作関連遺物が出土した。２０４０は有段甕。２０４１は受口甕。２０４２は短頸
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壺の口縁か。内外面ナデ調整。２０４３は有段器台。脚部にヘラ描きの平行沈線を９条，その上に縦方向

のヘラ描き記号を３箇所に施す。口縁部に黒斑が残る。２０４４～２０４６は高杯の脚部。２０４５は上から平

行沈線文４条・連続刺突文・平行沈線文４条・連続刺突文・平行沈線文４条を施す。裾部に３方孔が

ある。２０４６はハの字状脚部で，裾部が強く外展する。２１７２と２１７３は緑色凝灰岩製管玉形割工程品。

この２点は接合可能で，接合した状態は２１７４に示した。表裏面の研磨により厚さ７～９．２㎜程の板状

に整えた後，表面からの打割によって２１７２が分割される。

　３６２１号土坑（ＳＫ３６２１，第２４０・２５７図，図版１０１）

　Ｂ５地区北東端に位置する。不整形で深さは１５㎝。埋土は単層で炭化物を含む。遺物は弥生土器甕

１個体が潰れた状態で出土した。２０５２は刺突受口甕。口縁・肩部にハケ状工具による連続刺突文，そ

の間に１０条の櫛描直線文を施す。外面にスス付着。

　３６２２号土坑（ＳＫ３６２２，第２４１図）

　Ｂ５地区北東側に位置する。楕円形で深さは１６㎝。埋土は単層で炭化物を含み，上面に礫が多く入

る。他の土坑と異なり，１０㎝大の礫がまとまって入っているため，異なる性格が窺える。遺物は弥生

土器片が出土している。

　３７２８号土坑（ＳＫ３７２８，第２４４・２５８図，図版１０１）

　Ｂ６地区の南側東端に位置する。最大径８２㎝，深さ５㎝を測る楕円形土坑。埋土は炭化物が混じる

黒褐色ロームである。時期は周辺の竪穴建物よりも新しいものと思われる。遺物は弥生土器が出土し

た。２０５３は器台または高杯の脚裾端部である。裾端部には粘土帯を貼り付け端部は上方に摘み上げ

る。縁帯と端部には，Ｍ字状の連続刺突文が押捺され，その上面は赤彩される。また，内面の周縁部

にはススが付着し，蓋へと転用されていたようである。

　３７３１号土坑（ＳＫ３７３１，第２４４・２５８図）

　Ｂ６地区の南東側に位置する。最大径３６㎝，深さ３５㎝を測る楕円形土坑。埋土は直径５㎝大の礫が

混じる暗灰黄色ロームである。遺物は弥生土器が出土した。２０５４は有段壺である。口縁部と頸部はヨ

コナデ調整である。

　３７４０号土坑（ＳＫ３７４０，第２４４図）

　Ｂ６地区の南側中央部に位置する。最大径１．５３ｍ，深さ１０㎝を測る楕円形土坑。埋土は暗灰黄色砂

質ロームである。ＳＫ３７４９を切る。遺物は弥生土器片が出土した。

　３７４８号土坑（ＳＫ３７４８，第２４４図）

　Ｂ６地区の南側中央部に位置する。最大長３．９ｍ，最大幅２．５８ｍ，深さ１１㎝を測る不整形土坑。埋土

は炭化物が混じる灰黄褐色シルト質ロームである。ＳＫ３７４０・３７４９に切られる。遺物は弥生土器片・

緑色凝灰岩剥片が出土した。

　３７４９号土坑（ＳＫ３７４９，第２４４図）

　Ｂ６地区の南側中央部に位置する。最大長３．５４ｍ，最大幅１．８ｍ，深さ１７㎝を測る不整形土坑。埋土

は上層が炭化物が混じる灰黄褐色シルト，下層が炭化物が混じる褐灰色シルトである。噴砂に切られ，

ＳＫ３７４８を切る。遺物は弥生土器片が出土した。

　３７５２号土坑（ＳＫ３７５２，第２４４・２５８図）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。最大径１．６９ｍ，深さ１２㎝を測る楕円形土坑。埋土は黒褐色砂質ロ

ームの単層で時期は周辺の竪穴建物よりも新しいものと思われる。遺物は弥生土器が出土した。２０５５

は高杯の脚裾部である。裾端部は面取りされ，内面にはハケメ調整痕が残る。内面，及び透孔断面に



３０６

４　Ｂ地区

は炭化物の付着が認められ，転用された形跡が残る。

　３７７７号土坑（ＳＫ３７７７，第２４５，２５８図，図版１０１，１０２）

　Ｂ６地区の中央部，ＳＩ１４の東側に位置する。最大径２．８３ｍ，深さ３８㎝を測る楕円形土坑。埋土は

下層近くに炭化物層がみられる。遺物は遺構の北半分から弥生土器の破片がまとまって出土し，廃棄

土坑と考えられる。床面や床面から浮いた場所からも出土した。

　弥生土器には，甕・器台・高杯・ミニチュア土器がある。甕には擬凹線甕・有段甕・刺突受口甕・

平縁甕がある。２０５７は擬凹線甕の口縁部で，口縁端部は肥厚する。２０５６は有段部に緩やかな波状の

櫛描文を巡らし，肩部には刺突文を施す。胴部内面はヘラケズリ調整である。２０６１は刺突受口甕で，

口縁端部は摘み上げられて上方を向く。外傾する口縁帯には刺突文が施され，肩部には波状の櫛描文

の下に直線文が巡る。胴部外面ハケメ調整，内面はハケメ後ヘラケズリ調整である。２０６２は口縁端

部が外反する有段器台の受部である。有段部には１条の沈線が巡る。内外面横方向のヘラミガキ調整。

２０６４は高杯の棒状有段脚裾部である。有段部には刻目文が施され，裾部上面には６箇所に透孔がある。

外面は赤彩されるが，内面にはススが付着し，脚基部を欠損した後，蓋に転用されている。２０６５は鉢

形のミニチュア土器で，丁寧に内外面ヘラミガキ調整される。底部は完形で，口縁部が一部欠損する。

　３７８１号土坑（ＳＫ３７８１，第２４４・２５８図）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大径１．２５ｍ，深さ１６㎝を測る楕円形土坑。埋土は炭化物が混じる灰黄

褐色シルト。ＳＫ３７８２に切られる。遺物は弥生土器が出土した。２０６６・２０６７は有段甕の小破片。

　３７８２号土坑（ＳＫ３７８２，第２４４・２５８図，図版１０１）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大径１．３１ｍ，深さ１４㎝を測る楕円形土坑。埋土は上層が炭化物が混じ

る暗灰黄色シルト，下層が褐灰色シルトである。ＳＫ３７８１・ＳＤ３７６９を切る。遺物は弥生土器が出土

した。２０６８は擬凹線甕，２０６９は有段甕である。２０７０は口縁部が外反する拡張有段高杯で，口縁部と

杯底部との境には突帯が巡る。口縁端部は外折れし，内側に粘土帯を貼り，肥厚させる。

　３７８３号土坑（ＳＫ３７８３，第２４４・２５８図，図版１０１）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大径７３㎝，深さ１２㎝を測る楕円形土坑。埋土は暗灰黄色シルトである。

遺物は弥生土器が出土した。２０７１は擬凹線甕で，頸部にまでハケメ調整される。外面には炭化物の

付着が認められない。

　３７８８号土坑（ＳＫ３７８８，第２４６・２５８図，図版１０１・１０３）

　Ｂ６地区の中央部のＳＩ１２の周溝と弥生土器廃棄遺構であるＳＤ３７８５の間に位置する。最大径１．２１

ｍ，深さ１０㎝を測る楕円形土坑。埋土は黄灰色シルトである。遺物は浅い窪地の遺構の北西肩から底

にかけて弥生土器が一括に廃棄された状態で出土した。

　弥生土器は甕・壺・器台・有孔鉢がある。２０７２は丸縁甕。胴部が丸く膨らむ器形で，胴部内外面は

ハケメ調整，外面には全体にススが付着する。２０７４は口縁端部丸縁で短く直立する頸部の壺で，内外

面ヨコナデ調整である。２０７５は器台の受部で，垂下した口縁帯には３本１組の棒状浮文が６箇所に

貼り付けられていたと推定する。２０７６は有段器台の脚部で，幅の狭い有段部には細い棒状工具によ

る連続刺突文が３段に施され，その上面はさらにヘラミガキ調整が施されている。２０７７は甕の底部

中央が穿孔されたものである。

　３７９１号土坑（ＳＫ３７９１，第２４７・２５８図，図版１０１・１０３）

　Ｂ６地区の南側中央部に位置する。最大径３．３３ｍ，深さ２９㎝を測る楕円形土坑。埋土は上層が暗灰

黄色シルト質ローム，下層が褐灰色シルト質ロームである。底部の北西寄りからは炭化物が検出され，
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自然礫が出土した。遺物は弥生土器・ひすい剥片が出土した。２０７８は短頸壺の口縁部で，口縁端部

は面取りされ内外面ヨコナデ調整である。外面には柔軟な植物質の原体によるＵ字状の浅い沈線文が

残る。２０７９は有段短頸壺の口縁部か。口縁端部は上方に摘み上げられ，口縁部内面のみ丁寧にヘラミ

ガキ調整される。２０８０は器台の脚基部である。基部には１１条の沈線文が巡る。透孔は３箇所に穿たれ

る。２０８１は把手付鉢の把手である。

　３７９２号土坑（ＳＫ３７９２，第２４６・２５９・２６２図，図版３４・１０３・１０４・１５４）

　Ｂ６地区の南西部，ＳＩ１３とＳＩ２１に挟まれた所に位置する。最大長１．９２ｍ，最大幅１．４９ｍ，深さ

４８㎝を測る不整形土坑。埋土は４層に分かれ，上層が炭化物が混じる褐灰色シルト質ローム，次いで

灰黄褐色シルト，黒色シルト，下層が暗灰黄色シルトである。遺物は遺構の東側の３・４層中でまと

まって出土し，弥生土器は破片のみ，他は軽石・自然木や河原石が一括に廃棄された状態で出土した。

　弥生土器は甕・壺・高杯・鉢がある。甕は擬凹線甕と丸縁甕がある。擬凹線甕は口縁端部が三角形

のもの（２０８２）と有段部に擬凹線文を施すものがある。２０８２は口縁端部断面三角形で，上端部を摘

み上げる。胴部外面ハケメ，内面ヨコケズリ調整である。２０８６は丸縁甕で，砂粒のあまり混じらない

軟質な胎土である。壺は長頸壺と広口壺がある。２０８７は外反する長い頸部を持ち，口縁端部は面取

りし，中央に浅い沈線が巡る。口縁部内外面ヨコナデ調整，頸部外面はハケメ調整，内面はナデ調整

である。表面には筆状のものによる赤色顔料を塗布した文様が描かれる。乾燥する前に描かれたのか

表面には施文具の動きが砂粒の動きに現れている。２０８８は広口壺か。口縁端部には擬凹線文が巡り，

その上面は赤彩される。２０８９は口縁端部をわずかにつまんで屈曲させる広口壺か。２０９０は口縁端部

が屈曲する拡張有段高杯で，口縁部は内外面横方向のヘラミガキ調整である。２０９１は高杯の棒状有

段脚裾部である。裾端部には粘土帯を貼り付け縁帯を作り出し，その上面と有段部には双葉状に細か

い連続刺突文が施される。透孔は有段部と裾部上面の２段に互い違いに穿孔される。内面には一部タ

ールの付着が見られる。２０９２は有段鉢で，口縁部外面は横方向のヘラミガキ調整がなされるが，他

は器表面が荒れており不明である。

　２１６５は軽石。線状痕がみられる平坦面は５面あり，そのうち断面Ｖ字状で鋭利な線状痕は裏・右

側面にみられる。また断面Ｕ字状の溝が表・右側面にある。

　３７９８号土坑（ＳＫ３７９８，第２４４・２５９図）

　Ｂ６地区の南西部，ＳＩ１３とＳＩ２１に挟まれた所に位置する。最大径１．５１ｍ，深さ３０㎝を測る楕円

形土坑。埋土は上層が灰黄褐色シルト，下層が暗灰黄色シルト。遺物は弥生土器が出土した。２０９３は

高杯の脚裾部。裾端部は外面に粘土帯を貼り付けて縁帯を作り出し，その上面には擬凹線文が巡る。

　３８０６号土坑（ＳＫ３８０６，第２４７図）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大長２．３５ｍ，最大幅２．３１ｍ，深さ１７㎝を測る不整形土坑。埋土は上層

が暗灰黄色シルト，下層が灰黄色シルトである。噴砂に切られる。この辺りはＳＫ３８０６のような広く

浅く掘り窪めた土間状の遺構が集中する（ＳＫ３８１１・３８２２・３９９１）。遺物は少ないが，建物や作業場な

どの可能性がある。遺物は弥生土器片が出土した。

　３８０７号土坑（ＳＫ３８０７，第２４７・２５９図，図版１０１）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大径２．４４ｍ，深さ２６㎝を測る楕円形土坑。埋土は４層に分かれ，上層

が暗灰黄色シルト，次いで黄灰色シルト，炭化物が混じる黒褐色シルト，下層が黒褐色シルトである。

ＳＫ３８２２・ＳＤ３８０８を切る。遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片が出土した。２０９４は器台又は高杯の脚

部で，面取りされた脚裾端部には沈線が巡る。端部と内部周縁にはススが付着する。２０９６は台付鉢
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の脚部と推定する。内外面ナデ調整。２０９５は口縁部が欠損するミニチュア土器で，甕形と推定する。

外面は頸部がヨコナデ調整，胴部がヘラケズリ後ナデ調整。

　３８１１号土坑（ＳＫ３８１１，第２４８・２５９図，図版１０３・１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大長３．８５ｍ，最大幅２．８３ｍ，深さ１９㎝を測る隅丸方形土坑。埋土は上

層が暗灰黄色シルト，下層が灰黄色シルトである。ＳＫ３９９１に切られる。

　遺物は弥生土器が出土した。弥生土器は甕・壺・器台がある。甕は擬凹線甕（２１００）と口縁端部を

摘み上げる有段甕（２０９７～２０９９）・平縁甕（２１０１・２１０２）がある。２１００は口縁端部断面三角形の擬

凹線甕で，器壁は比較的薄く仕上げてあるが，粘土接合痕が目立ったためか，胴部外面にはタテハケ

メ調整の後，さらに横方向のヘラナデを帯状に施している。２１０１は頸部のくびれがほとんど無く，

胴部の張らない器形で，口縁部外面ヨコナデ，内面ヨコハケメ，胴部は外面タテハケメ，内面タテケ

ズリ調整である。２１０２は薄手の小型甕で，内外面ヨコナデ調整，肩部には刺突文が施される。外面に

はススが付着する。２１０５は胴部が張らない長胴の器形の短頸壺で，内外面ハケメ調整，口縁端部は

摘んだだけの仕上げで，胴部下半にはススが付着する。２１０３は外反器台の受部で，口縁帯には沈線

が１条巡る。内面には赤彩痕が残る。２１０４は脚裾部で，端部は折り返して肥厚され，上方に摘み上

げられる。

　３８２２号土坑（ＳＫ３８２２，第２４９・２５９図，図版１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大長４．５５ｍ，最大幅２．８４ｍ，深さ９㎝を測る不整形土坑。浅い窪地状

の遺構である。埋土は暗灰黄色シルトである。ＳＫ３８０７・３８２３に切られる。遺物は弥生土器が出土し

た。弥生土器は有段甕（２１０７）・受口甕（２１０６）・平縁甕（２１０８）と壺（２１０９）の口縁部が出土した。

２１０９は外傾する口縁の広口壺か。

　３８２３号土坑（ＳＫ３８２３，第２４９・２６０図，図版１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大径１．６１ｍ，深さ１０㎝を測る楕円形土坑。埋土は暗灰黄色シルトであ

る。ＳＫ３８２２を切る。遺物は弥生土器が出土した。弥生土器は擬凹線甕と刺突受口甕（２１１１）がある。

擬凹線甕は断面三角形のもの（２１１０）と有段のもの（２１１２）がある。２１１２は胴部最大径が中位にあ

り，その上部に刺突文が巡らされる。外面はハケメ調整で，胴部内面は上位がハケメ，中位が板状工

具による縦方向のナデ調整である。２１１１は口縁帯と肩部に斜行短線文が施される。

　３８６４号土坑（ＳＫ３８６４，第２４８・２６０図，図版１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大径１．６１ｍ，深さ１９㎝を測る楕円形土坑。埋土は上層が暗灰黄色シル

ト，次いで黄灰色シルト，下層が炭化物が混じる黒褐色シルトである。遺物は弥生土器の破片が東端

底部からまとまって出土した。弥生土器は甕・壺・高杯がある。甕には刺突受口甕（２１１４）と付加

状甕（２１１３），平縁甕（２１１５）がある。２１１３は胴部が丸い中型の甕で，口縁上端部を摘み上げる。

２１１５は胴部外面ハケメ調整後ナデ調整である。２１１６は口縁端部が受口状の有段広口壺である。有段

部が浅く，口縁部・頸部は内外面ヨコナデ調整である。２１１７は有段高杯の口縁部で，口縁端部は丸縁

で，内外面の調整は横方向のヘラミガキである。

　３８６８号土坑（ＳＫ３８６８，第２４９・２６０図，図版１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大径２．２１ｍ，深さ２０㎝を測る楕円形土坑。埋土は上層が暗灰黄色シル

ト，下層が黄灰色シルトである。遺物は弥生土器が出土した。２１１８は丸縁口縁の小型甕である。口縁

部から胴部中位までほぼ遺存しており，胴部下半を欠損する。胴部外面ハケメ，内面ナデ調整で，外

面には全面にススが付着する。２１１９は外展する高杯又は器台の脚部で，裾端部は面取りされる。脚基
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部内面には絞り痕が残る。透孔は３箇所に穿たれ，内面の周縁にはススが付着する。

　３８７５号土坑（ＳＫ３８７５，第２４９・２６０図，図版１０４）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。最大長３．７１ｍ，最大幅２．６１ｍ，深さ１５㎝を測る。中央の最大長

１．３６ｍ，最大幅１．１２ｍを測る範囲が島状に残り，環状に溝が巡る土坑である。Ｂ２地区ＳＤ２６６７と類

似する規模なので同様な遺構と思われるが，詳細は不明である。埋土は褐灰色シルトで，噴砂に切ら

れる。遺物は弥生土器が南西側の溝からまとまって出土した。このほか鉄石英剥片が出土した。弥生

土器は刺突受口甕（２１２１・２１２２）と平縁甕（２１２０），有段高杯（２１２３）がある。２１２１は口縁帯の屈

曲が緩く，２１２２と共に口縁帯に刺突文が施される。２１２３は杯底部が浅く口縁部が外反する高杯で，

調整は外面と口縁部内面は縦方向のヘラミガキ調整で，杯底部は横方向である。口縁端部内外面には

擬凹線文が施された跡が残る。

　３８８３号土坑（ＳＫ３８８３，第２５０・２６０図）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。残存部で最大長１．７５ｍ，深さ２８㎝を測る。埋土は上層が黄灰色砂

質ローム，次いで黒色の灰が堆積し，その下が黒褐色粘土質ローム，下層が黄灰色シルト質ローム。

ＳＩ１５の周溝に切られ，建物よりも古い遺構である。遺物は弥生土器が出土した。２１２４は受口甕の

口縁部小破片。２１２５は擬凹線器台の裾有段部。軟質で表面が摩耗している。

　３８８４号土坑（ＳＫ３８８４，第１０７・２５０・２６０・２７２・２７３図，図版１０４）

　Ｂ６地区の中程東側に位置する。最大径２．７２ｍ，深さ４３㎝を測る楕円形土坑。埋土は８層に分層で

き，上層が灰黄色シルトを中心とし，下層が黄灰色シルトを基調とする。さらに炭化物が１層置きに

混じる。ＳＤ３８６７よりも古い遺構である。遺物は弥生土器が出土した。２１２６はくの字鉢で，内外面ヨ

コミガキ調整で，体部が扁球胴の器形である。

　３８８５号土坑（ＳＫ３８８５，第１０２・１０３・２４９・２６０図，図版１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。直径８４㎝，深さ２９㎝を測る円形土坑。埋土は上層が褐灰色シルト質ロー

ム，次いで黄灰色シルト質ローム，下層が暗灰黄色シルト質ローム。遺物は弥生土器が出土した。

２１２７は受口甕の口縁部。２１２８は拡張有段高杯で，外反する口縁部は端部で外側に折れ曲がる。杯部

の屈曲部には突帯が巡り，細かい刻目文が施される。

　３８８６号土坑（ＳＫ３８８６，第２４８・２６０図，図版１０３・１０４）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。最大径３６㎝，深さ２２㎝を測る楕円形土坑。ＳＩ１３の周溝上で検出

されており，ＳＩ１３の周溝が埋まった後に作られた遺構である。埋土は黄灰色ロームである。

　遺物は弥生土器がまとまって出土した。弥生土器には，刺突受口甕（２１２９）・擬凹線壺（２１３０）・

広口壺（２１３１）がある。２１３０は口縁部内面はヘラミガキ調整で，口縁部内外面は赤彩される。２１３１

は外反する口縁部に扁球形の胴部が付く。口縁部外面はハケメ調整で，内面は縦方向のヘラミガキ調

整，胴部外面は縦方向のヘラミガキ調整で，内面はハケメ調整の後上位はナデ調整される。また，胴

部外面には格子状に色が変色する箇所が一部あり，籠目の跡と推定される。底部は平底で，ヘラケズ

リで仕上げられている。

　３９０５号土坑（ＳＫ３９０５，第２５０・２６１図，図版１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大長１．０８ｍ，残存部で最大幅１．０５ｍ，深さ１３㎝を測る不整形土坑。埋

土は褐灰色シルトである。ＳＤ３７５０に切られる。

　遺物は弥生土器がまとまって出土した。弥生土器には，甕・壺・台付壺・器台・高杯がある。甕は

有稜甕で，２１３２は口縁端部を摘み上げて稜を作り出す。２１３３は有段壺の口縁部である。２１３４は口縁
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端部を面取りする壺または鉢で，内外面横方向のヘラミガキ調整である。２１３５は台付壺の胴部下半

部である。胴部中央には浅い沈線が巡る突帯がある。２１３６は外反器台の受部で，垂下した口縁帯に

は円形浮文が４個貼り付けられている。２１３７は有段高杯の口縁部で，内外面縦方向のヘラミガキ調

整で，口縁端部内面は赤彩される。２１３８～２１４０は高杯又は器台の脚部である。２１３８はハの字に開脚

する高杯の脚部で，脚裾部外面はヨコナデ後ミガキ調整で，端部は丸縁に仕上げられる。脚基部には

２条の沈線が巡り，表面には赤彩痕が残る。透孔は３箇所に穿たれる。２１３９は裾端部が丸縁で，外

面には細かい単位で縦方向のヘラミガキ調整がなされる。

　３９０６号土坑（ＳＫ３９０６，第２５０・２６１・２６２図，図版１０３・１０６・１４１）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。残存部で最大長２．４３ｍ，最大幅１．２９ｍ，深さ９㎝を測る不整形土

坑。埋土は灰黄褐色シルトである。ＳＩ１３の周溝に切られる。

　遺物は弥生土器・木製品が出土した。弥生土器は擬凹線甕（２１４１）・擬凹線器台（２１４２）・高杯

（２１４３・２１４４）がある。２１４１は外面ハケメ調整で，内面は胴部上半ハケメ調整，中位は横方向のヘ

ラケズリ調整である。肩部には刺突文が施されるが，器面全面にはススが付着する。２１４２は受部径

が脚裾部径よりやや大きく，共に大きく外反する器形の器台で，口縁端部・脚裾端部は面取りされる。

２１４３は拡張有段高杯の口縁部で，端部は折り返して縁帯を作る。２１４４は高杯の棒状脚に付く開脚す

る脚裾部で，脚裾端部を折り返して粘土帯を貼り付けて作られた縁帯には小さい三角形の刺突文が４

重に巡らされる。脚裾部には５箇所に透孔が穿たれる。縁帯上面には赤彩痕が残る。

　木製品は刳物桶（２１６１）が出土した。楕円形の桶の短辺から長辺にかかる部分とみられる。下部は

破損しているが，上部は口縁部にむけて厚みがやや薄くなる。樹種はスギ。

　３９３９号土坑（ＳＫ３９３９，第２２４・２６１図，図版１０４）

　Ｂ６地区の南端に位置する。盛土ＳＸ３９９０掘削後検出した。最大径２．７４ｍ以上，深さ１５㎝を測る楕

円形土坑。遺物は弥生土器が出土した。２１４６は有段甕で，胴部は内外面ハケメ調整で器面にススの

付着は認められない。２１４５は有段広口壺で，口縁端部は受口状である。

　３９４０号土坑（ＳＫ３９４０，第２２４・２６３図，図版１５５）

　Ｂ６地区の南端に位置する。盛土ＳＸ３９９０掘削後検出した。最大径３．７４ｍ，深さ１０㎝を測る楕円形

土坑。弥生土器片・緑色凝灰岩製管玉完成品が出土した。２１８３は緑色凝灰岩製管玉完成品。地面側

がわずかに欠損しているがほぼ完形の管玉。両側穿孔である。

　３９４１号土坑（ＳＫ３９４１，第２５０・２６１図）

　Ｂ６地区の南西部，ＳＩ１３とＳＩ２１に挟まれた所に位置する。最大径５１㎝，深さ１９㎝を測る。埋土

は上層が黄灰色シルト質ローム，次いで褐灰色シルト質ローム，下層が暗灰黄色シルト質ロームであ

る。遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片が出土した。２１４７は有段鉢。表面は二次焼成を受けて表面は

赤色に変化し，調整は不明である。

　３９４８号土坑（ＳＫ３９４８，第２６１・２６３図，図版１０４・１５６）

　Ｂ６地区の南側に位置する。盛土ＳＸ３９９０掘削後検出した。幅４．８４ｍの遺構であるが，ほとんどが

切られているため平面形は不明である。

　遺物は弥生土器・石製玉作関連遺物が出土した。弥生土器には甕・壺・高杯・鉢がある。甕は擬凹

線甕（２１４８），付加状甕（２１４９）がある。２１５２は外面ハケメ調整のやや外傾する短頸の壺の口縁部

である。２１５３は有段広口壺で，口縁端部は受口状である。２１５０は有段高杯の口縁部で，短い口縁部

が緩やかに外反する。調整は縦方向のヘラミガキ調整である。２１５１は有段鉢で，口縁部が大きく外
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傾する。２１５４は器台又は高杯の脚部で，脚裾端部は面取りされ，外面は赤彩される。石製玉作関連遺

物は緑色凝灰岩剥片・緑色凝灰岩製管玉穿孔工程品が出土した。２１８２は穿孔工程品。両側穿孔で，

孔は貫通している。

　３９８０号土坑（ＳＫ３９８０，第２５０・２６２図）

　Ｂ６地区の中程西側に位置する。ＳＩ１４の第１床面を検出後確認した。最大径９１㎝，深さ２７㎝を測

る楕円形土坑。埋土は灰色砂質ロームを基調に黄灰色砂質ロームが混じる。

　遺物は弥生土器片・木製品が出土した。木製品は円形板（２１６２）が出土している。楕円形の板が半

分に割れたもので，厚さは全体に側辺に向けて薄くなる。桶の底板か。樹種はスギ。

　３９８３号土坑（ＳＫ３９８３，第２４４・２６１図）

　Ｂ６地区の南側中央部に位置する。最大径８２㎝，深さ２７㎝を測る楕円形土坑。埋土は上層が炭化物

が混じる黄灰色砂質ローム，下層が炭化物が混じる灰色シルト質ロームである。遺物は弥生土器が出

土した。２１５５は刺突受口甕で，口縁帯に刺突文が施される。炭化物の付着は認められない。

　３９９１号土坑（ＳＫ３９９１，第２５０・２６１図，図版１０４）

　Ｂ６地区中央に位置する。最大長６．２６ｍ，最大幅４．６２ｍ，深さ８㎝を測る不整形土坑で，広く浅く

掘り窪めた土間状の遺構。埋土は灰黄褐色シルトで，噴砂に切られる。遺物は弥生土器が部分的にま

とまって出土した。また，鉄石英剥片が出土した。弥生土器には擬凹線甕（２１５６）・小型の平縁甕

（２１５７）・器台（２１５８）・高杯（２１５９）がある。２１５８は器台の脚部で，脚裾端部は面取りされ，ヘラ

状器具でヨコナデされる。外面はハケメ調整後縦方向のヘラミガキ調整である。透孔は５箇所に穿た

れる。２１５９は棒状有段の高杯脚部で，有段部が欠損する。
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第２３５図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
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第２３６図　遺構実測図　（1/20・1/40，1/10）�
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   SK3371�
1． 2.5Y3/2黒褐色シルト�

   SK3370�
1． 5Y2/2オリーブ黒色シルト（炭化物混）�
2． 2.5Y3/2黒褐色粘土質ローム�

   SK3441�
1． 10YR5/1褐灰色シルト質ローム（炭化物2％混）�

   SK3433�
1． 2.5Y3/2黒褐色シルト�
2． 2.5Y3/1黒褐色粘土質ローム�

1

2

3

4

2
2
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第２３７図　遺構実測図　（1/40，1/10）�
Ｂ４地区　１．ＳＫ３４４９�
Ｂ５地区　２．ＳＫ３５３２�

0 40cm１：１０�（土器）� 0 2m１：４０�（平面図・断面図）�
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   SK3449�
1． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム（有機質混）�
2． 5Y5/1灰色シルト質ローム�

   SK3532�
1． 2.5Y5/4黄褐色砂（炭化物混）�
2． 7.5Y4/1灰色ローム（炭化物混）�
3． 7.5Y5/2灰オリーブ色ローム（炭化物混）�

1

2

３１６

４　Ｂ地区



第２３８図　遺構実測図　（1/20・1/40，1/10）�
Ｂ５地区　１．ＳＫ３５３３　２．ＳＩ６・ＳＫ３５３８　３．ＳＫ３５５５　�

0 2m１：４０�（平面図・断面図3）�

（平面図・断面図1・2）�
�

0 1m１：２０�

0 40cm１：１０�

17.90cm

a
a’�

18.10m

a

SI6周溝�

a’�

SK3538

17.80m

a a’�

1 1 1

3

2

33

2

5

3
1 4

6 7

2

1
2

2002

2003

2004
2

1

SI 6周溝�

SK3533

a’�
a

SK3538

a’�a

SK3555

a’�a

3

   SK3533�
1． 5Y6/3オリーブ黄色砂質ローム�
　（5Y3/2オリーブ黒色砂質ローム3％混，炭化物混）�
2． 5Y5/2灰オリーブ色砂質ローム（炭化物混）�

   SK3538�
1． 5Y2/1黒色シルト（2.5Y8/2灰白色シルト5％ブロック状に混）�
2． 5Y3/1オリーブ黒色シルト（2.5Y8/2灰白色シルト7％混）�
3． 5Y7/4浅黄色シルト（5Y8/4淡黄色シルト25％ブロック状に混）�
4． 5Y8/4淡黄色粘土質ローム（5Y8/4淡黄色粘土質ローム25％混）�
5． 5Y5/1灰色シルト（炭化物混）�
6． 5Y7/4浅黄色シルト（5Y8/4淡黄色シルト25％ブロック状に混）�
7． 2.5Y4/1黄灰色シルト（5Y8/4淡黄色シルト10％ブロック状に混）�

   SK3555�
1． 2.5Y2/1黒色シルト（2.5Y7/4浅黄色シルト5％ブロック状に混）�
2． 10YR5/2灰黄褐色シルト（10YR8/4浅黄褐色シルト10％混）�
3． 5Y2/1黒色粘土質ローム（10YR8/4淡黄橙色粘土質ローム10％ブロック
状に混，炭化物混）�

（土器）�
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第２３９図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
Ｂ５地区　ＳＫ３５５６・ＳＫ３５７７・ＳＤ３５５０�

0 40cm１：１０� 0 1m１：２０�（平面図・断面図）�
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第２４０図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
Ｂ５地区　１．ＳＫ３５５７　２．ＳＦ３５２６・ＳＤ３５６４　ＳＦ３５２６・ＳＤ３５６５　ＳＫ３５５９　３．ＳＫ３６２１　�

0 1m１：２０�

0 40cm１：１０�

（平面図・断面図）�
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   SK3557�
1． 10YR5/1褐灰色シルト（2.5Y8/3淡黄色シルト25％ブロック状に混，炭化物混）�
2． 2.5Y7/3浅黄色砂質ローム（2.5Y8/3浅黄色砂質ローム10％混，炭化物混）�
3． 2.5Y6/4にぶい黄色シルト�

   SD3565�
1． 5Y4/1灰色シルト（5Y6/2灰オリーブ色シルト質ローム3％ブロック状に混，炭化物多量混）�

   SD3564�
2． 5Y4/1灰色シルト（5Y6/2灰オリーブ色シルト質ローム3％ブロック状に混，炭化物少量混）�

   SK3559�
3． 5Y5/2灰オリーブ色シルト（5Y6/2灰オリーブ色シルト質ローム2％混，炭化物混）�
4． 5Y6/2灰オリーブ色シルト（炭化物混）�

   SK3621�
1． 2.5Y4/1黄灰色シルト（炭化物1％混）�

（土器）�

17.60m
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第２４１図　遺構実測図　（1/20・1/40，1/10）�
Ｂ５地区　１．ＳＫ３５６７　２．ＳＫ３５７０　３．ＳＫ３６２２　４．ＳＫ３５６８　�
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   SK3567�
1． 5Y4/2灰オリーブ色シルト（5Y6/3オリーブ黄色砂7％ブロック状に混，
炭化物混）�
2． 5Y4/1灰色シルト質ローム（5Y6/3オリーブ黄色砂1％混，炭化物混）�
3． 10Y6/2オリーブ灰色砂（炭化物混）�
4． 2.5Y6/2灰黄色シルト質ローム（炭化物混） �
5． 5Y4/1灰色シルト質ローム（炭化物混） 

   SK3570�
1． 2.5Y5/1黄灰色シルト（2.5Y8/4淡黄色シルト10％ブロック状に混，炭化物混）�
2． 2.5Y4/1黄灰色シルト（2.5Y8/3淡黄色シルト5％ブロック状に混，炭化物混）�
3． 2.5Y7/3浅黄色粘土質ローム（2.5Y8/3淡黄色粘土質ローム5％ブロック状に混，
炭化物混）�
4． 2.5Y7/2灰黄色シルト�

   SK3622�
1． 2.5Y4/3オリーブ褐色シルト�

   SK3568�
1． 7.5YR4/1褐灰色粘土質ローム（2.5Y8/3淡黄色粘土質ローム10％ブロック状に混）�
2． 10YR5/2灰黄褐色シルト（2.5Y8/3淡黄色シルト10％ブロック状に混，炭化物混）�
3． 10YR3/1黒褐色シルト（2.5Y8/3淡黄色シルト10％ブロック状に混，炭化物25％混）�
4． 10YR7/2にぶい黄橙色シルト（焼土混）�
5． 10YR5/1褐灰色シルト（2.5Y8/3淡黄色シルトブロック状に混，炭化物混）�
6． 10YR6/1褐灰色シルト（炭化物混）�

（土器）�

（平面図・断面図3・4）�
（平面図・断面図1・2）�
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第２４２図　遺構実測図　（1/20・1/40，1/10）�
Ｂ５地区　１．ＳＫ３５６９　２．ＳＫ３５７１　３．ＳＫ３５７６　�

0 2m１：４０（平面図・断面図2・3）�

（平面図・断面図1）�0 1m１：２０�0 40cm１：１０（土器）�
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   SK3569�
1． 5Y4/1灰色シルト質ローム（5Y6/3オリーブ黄色砂質ローム3％混，炭化物混）�
2． 5Y6/3オリーブ黄色砂質ローム�
3． 2.5Y4/1黄灰色シルト（5Y6/1灰色砂質ローム2％混，炭化物混）�
4． 5Y5/1灰色シルト質ローム（炭化物混） �
5． 5Y4/1灰色砂質ローム（炭化物混） 

   SK3571�
1． 2.5Y6/1黄灰色粘土質ローム（2.5Y8/3淡黄色砂質ローム25％ブロック状に混,炭化物混）�
2． 2.5Y5/1黄灰色粘土質ローム（2.5GY5/1オリーブ灰色粘土質ローム25％ブロック状に混,炭化物混）�
3． 2.5GY5/1オリーブ灰色粘土質ローム（5G6/1緑灰色粘土質ローム25％ブロック状に混）�
4． 5Y7/3浅黄色シルト�

   SK3576�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト（炭化物1％混）�1

2

３２１

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



第２４３図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
Ｂ５地区　ＳＫ３５７９�

0 40cm１：１０� 0 1m１：２０�
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   SK3579�
1． 2.5Y4/1黄灰色シルト�
2． 10YR2/1黒色シルト（炭化物混）�

（土器）� （平面図・断面図）�
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SK3728

SK3748

SK3749

SK3983

SK3740

SK3782

SK3783 SK3798

SK3781

SD3769

SK3731 SK3752

1

5

6

7

4

2

3

a

a

a’�

a’�

a a’�

a
a’�

18.30m

a a’�

18.20m

a a’�

1

1

1

18.20m

a

18.20m

a

a’�

a’�

18.20m

a a’�

18.20m

a a’�
SD3769 SK3782

SK3781

4
5

1
2
3

6

a

a

a’�

a’�

12

1

2
3

a

a

a

a’�a’� a’�

a’�

a’
�

a

18.20m

a a’�

18.20m

a a’�

18.20m

a a’�

1

1

1

2

2

2

噴砂�

18.20m
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1

   SK3728�
1． 10YR3/2黒褐色ローム（炭化物10％混）�

   SK3748�
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト質ローム（炭化物3％混）�

   SK3749�
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト（炭化物3％混）�
2． 10YR4/1褐灰色シルト（炭化物3％混）�

   SK3983�
1． 2.5Y4/1黄灰色砂質ローム�
　（10Y6/1灰色シルト30％混，炭化物
5％混�
2． 5Y5/1灰色シルト質ローム（炭化物
10％混）�   SK3740�

1． 2.5Y4/2暗灰黄色砂質ローム�

   SK3731�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色ローム�

   SK3752�
1． 10YR3/2黒褐色砂質ローム�

   SK3783�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト�
2． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�

   SD3769�
4． 2.5Y5/1黄灰色シルト質ローム�
5． 2.5Y4/1黄灰色シルト質ローム�

   SK3782�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト（炭化物3％混）�
2． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�
3． 10YR4/1褐灰色シルト�

   SK3781�
6． 10YR4/2灰黄褐色シルト（炭化物2％混）�

   SK3798�
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト（炭化物10％混）�
2． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト（炭化物10％混）�
3． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト（炭化物10％混）�

第２４４図　遺構実測図　（1/40）�
Ｂ６地区　１．ＳＫ３７２８　２．ＳＫ３７３１　３．ＳＫ３７５２　４．ＳＫ３７８１・ＳＫ３７８２・ＳＤ３７６９�
　　　　　５．ＳＫ３７８３　６．ＳＫ３７９８　７．ＳＫ３７４０・ＳＫ３７４８・ＳＫ３７４９・ＳＫ３９８３�
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第２４５図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
Ｂ６地区　ＳＫ３７７７�

0 1m１：２０（平面図・断面図）�0 40cm１：１０（土器）�
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   SK3777�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト質ローム�
2． 2.5Y4/1黄灰色シルト�
3． 2.5Y3/2黒褐色シルト�
4． 2.5Y6/2灰黄色シルト�
5． 2.5Y3/2黒褐色シルト（炭化物10％混）�
6． 2.5Y5/1黄灰色シルト�

３２４
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第２４６図　遺構実測図　（1/20，1/10）�
Ｂ６地区　１．ＳＫ３７８８　２．ＳＫ３７９２　�

0 1m１：２０�（平面図・断面図）�

0 40cm１：１０�
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   SK3792�
1． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム（炭化物3％混）�
2． 10YR5/2灰黄褐色シルト�
3． 10YR2/1黒色シルト�
4． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�

   SK3788�
1． 2.5Y5/1黄灰色シルト�

1

2

（土器）�
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�

第２４７図　遺構実測図　（1/40）�
Ｂ６地区　１．ＳＫ３７９１　２．ＳＫ３８０６　３．ＳＫ３８０７�
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   SK3791�
1． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト質ローム�
2． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム�

   SK3806�
1． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�
2． 2.5Y6/2灰黄色シルト�

   SK3807�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト�
2． 2.5Y4/1黄灰色シルト�
3． 10YR3/1黒褐色シルト�
　（炭化物7％混）�
4． 10YR3/2黒褐色シルト�

1

2 3

３２６
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第２４８図　遺構実測図　（1/20・1/40，1/10）�
Ｂ６地区　１．ＳＫ３８１１　２．ＳＫ３８６４　３．ＳＫ３８８６　　�

0 1m1：２０（平面図・断面図2・3）�0 40cm１：１０（土器）�

0 2m１：４０（平面図・断面図1）�
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1． 10YR3/1黒褐色シルト質ローム�
2． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�
3． 2.5Y6/2灰黄色シルト�
4． 10YR4/1褐灰色シルト�

   SK3864�
1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト�
2． 2.5Y4/1黄灰色シルト�
3． 10YR3/1黒褐色シルト（炭化物5％混）�

   SK3866�
1． 2.5Y4/1黄灰色ローム�

籠目�

３２７

第Ⅴ章　弥生時代の遺構・遺物



第２４９図　遺構実測図　（1/40）�
Ｂ６地区　１．ＳＫ３８２２・ＳＫ３８２３　２．ＳＫ３８６８　３．ＳＫ３８７５　４．ＳＫ３８８５�

0 2m１：４０�
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1． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�
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1． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト�

   SK3885�
1． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム�
2． 2.5Y5/1黄灰色シルト質ローム�
3． 2.5Y4/1暗灰黄色シルト質ローム�

   SK3875�
1． 10YR4/1褐灰色シルト�
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第２５０図　遺構実測図　（1/40・1/80）�
Ｂ６地区　１．ＳＫ３８８３　２．ＳＫ３８８４　３．ＳＫ３９０６　４．ＳＫ３９０５　５．ＳＫ３９４１�
　　　　　６．ＳＫ３９８０　７．ＳＫ３９９１�
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1． 2.5Y4/1黄灰色砂質ローム�
2． 10YR1.7/1黒色シルト�
3． 10YR3/1黒褐色粘土質ローム�
4． 2.5Y5/1黄灰色シルト質ローム�

   SK3941�
1． 2.5Y4/1黄灰色シルト質ローム�
2． 10YR4/1褐灰色シルト質ローム�
3． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト質ローム�

   SK3906�
1． 10YR5/2灰黄褐色シルト�

   SK3980�
1． 10YR5/1灰色砂質ローム（2.5Y5/1黄灰色砂質ローム混，炭化物50％混）�
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1． 10YR4/1褐灰色シルト�

   SK3991�
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト�

   SK3884�
1． 10YR4/2灰黄褐色シルト
質ローム�
2． 2.5Y4/2暗灰黄色シルト�
　（炭化物10％混）�
3． 2.5Y6/2灰黄色シルト�
4． 2.5Y5/2暗灰黄色シルト�
　（炭化物7％混）�
5． 10YR4/1褐灰色シルト�
6． 2.5Y5/1黄灰色シルト�
7． 2.5Y6/1黄灰色シルト�
　（炭化物7％混）�
8． 2.5Y4/1黄灰色シルト�
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第２５１図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ２地区　ＳＫ２５４２（ ～ ）　ＳＫ２５５９（ ）　ＳＫ２５６３（ ・ ）�
　　　　　ＳＫ２５６４（ ・ ）　ＳＫ２５９０（ ～ ）　ＳＫ２６０３（ ）�
　　　　　ＳＫ２６０５（ ～ ）　ＳＫ２６２１（ ）　ＳＫ２６７６（ ）�
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第２５２図　遺物実測図　（1/4）�
Ｂ１地区　ＳＫ２３３０（ ～ ）　ＳＫ２３３１（ ）　ＳＫ２３８０（ ・ ）�
　　　　　ＳＫ２３８２（ ・ ）　ＳＫ２４０６（ ・ ）�
　　　　　ＳＤ２３７３（ ）�
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